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業務番号

株式会社
KATSURA 図面番号縮尺図面名

桂設計　埼玉事務所
KATSURA SEKKEI INC.

一級建築士登録　第301170号　白須　若菜

工事名 000000

A-

川島町公立保育園統合整備工事

A1:
A3: 2026/ 03/ 13

図面番号 図面名称
A-00

特記仕様書 - 3
特記仕様書 - 4
特記仕様書 - 5
特記仕様書 - 6
特記仕様書 - 7
特記仕様書 - 8
特記仕様書 - 9
工事区分表
計画概要・案内図・配置図
現況図
敷地面積求積図
延床・建築面積求積図 - 1

各室求積図
仕上表 - 1

延床・建築面積求積図 - 2

仕上表 - 2
仕上表 - 3

1階平面図 - 改修前
2階平面図 - 改修前
屋階平面図 - 改修前

立面図 - 改修前
立面図 - 改修後
断面図1 - 改修前・改修後

矩計図1 - 改修前・改修後
矩計図2 - 改修前・改修後
矩計図3 - 改修前・改修後
エレベーター増築部詳細図1

1階　平面詳細図 - 1　既存+改修後(職員室,一時保育室)
1階　平面詳細図 - 2　既存+改修後(0,１歳児保育室)
1階　平面詳細図 - 3　既存+改修後(給食室)
1階　平面詳細図 - 4　既存+改修後(2歳児保育室,洗濯室)

2階　平面詳細図 - 1　既存+改修後(多目的ホール)
2階　平面詳細図 - 2　既存+改修後(4,5歳児保育室)
2階　平面詳細図 - 3　既存+改修後(屋根,EVホール)

展開図1
展開図2
展開図3
展開図4
展開図5
展開図6
展開図7

天井伏図
建具キープラン
建具表 - 1
建具表 - 2
建具表 - 3

EXP•J詳細図(参考図)

家具キープラン
家具詳細図 - 1
家具詳細図 - 2
家具詳細図 - 3

サインキープラン
サイン詳細図

エレベーター標準図1（参考図）

仮設計画図（参考図）
1階平面図（区画図）

外構撤去図
外構計画図

構造特記仕様書(構造関係・その1)

構造関係共通図（配筋標準図・その1）

柱脚特記仕様書
EV棟　伏図・軸組図

00図面リスト

仕上表 - 4

1階平面図 - 改修後
2階平面図 - 改修後
屋階平面図 - 改修後
ピット図 - 改修前・改修後

断面図2 - 改修前・改修後

階段1・屋根詳細図1

2階　平面詳細図 - 4　既存+改修後(3歳児保育室,トイレ)

家具詳細図 - 6

エレベーター標準図2（参考図）

厨房機器配置図・機器表（別途工事・参考図）

エレベーター増築部詳細図2

階段1・屋根詳細図2

撤去図1(新築時)
撤去図2(新築時)
撤去図3(新築時)
撤去図4(新築時)
撤去図5(新築時)
撤去図6(新築時)
撤去図7(新築時)
撤去図8(新築時)
撤去図9(新築時)
撤去図10(新築時)

構造特記仕様書(構造関係・その2)

構造関係共通図（配筋標準図・その2）
構造関係共通図（配筋標準図・その3）
構造関係共通図（配筋標準図・その4）
構造関係共通図（鉄骨標準図・その1）
構造関係共通図（鉄骨標準図・その2）

EV棟　部材断面リスト(1)
EV棟　部材断面リスト(2)
EV棟　鉄骨詳細図
階段屋根鉄骨詳細図(1)
階段屋根鉄骨詳細図(2)
階段屋根鉄骨断面リスト

展開図8

撤去図11(新築時)
撤去図12(新築時)
撤去図13(新築時)
撤去図14(新築時)
撤去図15(新築時)
撤去図16(新築時)
撤去図17(新築時)
撤去図18(新築時)
撤去図19(新築時)
撤去図20(新築時)
撤去図21(新築時)
撤去図22(新築時)
撤去図23(新築時)
撤去図24(新築時)
撤去図25(新築時)
撤去図26(新築時)
撤去図27(新築時)
撤去図28(新築時)
撤去図29(新築時)
撤去図30(新築時)
撤去図31(新築時)

撤去図1(新築時)
撤去図2(新築時)
撤去図3(新築時)
撤去図4(新築時)
撤去図5(新築時)
撤去図6(新築時)
撤去図7(新築時)
撤去図8(新築時)
撤去図9(新築時)
撤去図10(新築時)
撤去図11(新築時)

撤去図32(H7改修時)
撤去図33(H7改修時)
撤去図34(H7改修時)
撤去図35(H7改修時)
撤去図36(H7改修時)
撤去図37(H19改修時)
撤去図38(H19改修時)
撤去図39(H19改修時)
撤去図40(H19改修時)
撤去図41(H19改修時)
撤去図42(H19改修時)
撤去図43(H19改修時)

撤去図12(H19改修時)
撤去図13(H19改修時)
撤去図14(H19改修時)
撤去図15(H19改修時)
撤去図16(H19改修時)

A-01
A-02
A-03
A-04
A-05
A-06
A-07
A-08
A-09
A-10
A-11
A-12
A-13
A-14
A-15
A-16
A-17
A-18
A-19
A-20
A-21
A-22
A-23
A-24
A-25
A-26
A-27
A-28
A-29
A-30
A-31
A-32
A-33
A-34
A-35
A-36
A-37
A-38
A-39
A-40
A-41
A-42
A-43
A-44
A-45
A-46
A-47
A-48
A-49
A-50
A-51
A-52
A-53
A-54
A-55
A-56
A-57
A-58
A-59
A-60
A-61
A-62
A-63
A-64
A-65
A-66
A-67
A-68

特記仕様書 - 1
特記仕様書 - 2

図面リスト
図面番号 図面名称

A-69
A-70
A-71
A-72
A-73
A-74
A-75

G-01
G-02

KA-01

2階平面図（区画図）

KA-02
KA-03
KA-04
KA-05
KA-06
KA-07
KA-08
KA-09
KA-10
KA-11
KA-12
KA-13
KA-14
KA-15
KA-16
KA-17
KA-18
KA-19
KA-20
KA-21
KA-22
KA-23
KA-24
KA-25
KA-26
KA-27
KA-28
KA-29
KA-30
KA-31
KA-32
KA-33
KA-34
KA-35
KA-36
KA-37
KA-38
KA-39
KA-40
KA-41
KA-42
KA-43

図面番号 図面名称
S-01
S-02
S-03
S-04
S-05
S-06
S-07
S-08
S-09
S-10
S-11
S-12
S-13
S-14
S-15
S-16

建築図参考資料 アスベスト調査報告書

KS-01
KS-02
KS-03
KS-04
KS-05
KS-06
KS-07
KS-08
KS-09
KS-10
KS-11
KS-12
KS-13
KS-14
KS-15
KS-16

機械設備　特記仕様書(1)
図面番号 図面名称

M-01
M-02
M-03
M-04
M-05
M-06
M-07
M-08
M-09
M-10
M-11
M-12
M-13
M-14
M-15
M-16
M-17
M-18
M-19

機械設備　特記仕様書(2)
機械設備　特記仕様書(3)
空調設備　機器表
空調設備　1階配管平面図
空調設備　2階配管平面図
換気設備　機器表(1)
換気設備　機器表(2)
換気設備　1階ダクト平面図
換気設備　2階ダクト平面図
衛生設備　機器表
衛生設備　器具表
衛生設備　屋外・1階配管計画図
衛生設備　2階配管計画図
衛生設備　配管詳細図(1)
衛生設備　配管詳細図(2)
衛生設備　配管詳細図(3)
自動制御設備　1階配線平面図
自動制御設備　2階配線平面図

MT-01 機械設備　特記仕様書(撤去)
MT-02
MT-03
MT-04
MT-05
MT-06
MT-07
MT-08
MT-09
MT-10
MT-11

機械設備　配置図・案内図・凡例等(撤去)
空調設備　1階配管平面図1(撤去)
空調設備　2階配管平面図1(撤去)
空調設備　1階配管平面図2(撤去)
空調設備　2階配管平面図2(撤去)
衛生設備　屋外配管平面図(撤去)
衛生設備　1階配管平面図(撤去)
衛生設備　2階配管平面図(撤去)
衛生設備　配管詳細平面図1(撤去)
衛生設備　配管詳細平面図2(撤去)

特記仕様書
図面番号 図面名称

E-01
E-02
E-03
E-04
E-05
E-06
E-07
E-08
E-09
E-10
E-11
E-12
E-13
E-14
E-15
E-16
E-17
E-18
E-19

工事区分表
電気設備　配置図
受変電設備　単線結線図・配電盤リスト・機器姿図
幹線設備　系統図・幹線リスト・警報リスト
動力制御盤リスト
電灯盤負荷表
幹線・動力設備　1階平面図

照明器具姿図

放送設備　姿図・システム系統図

E-20
E-21
E-22
E-23
E-24
E-25
E-26
E-27
E-28
E-29

幹線・動力設備　2階平面図

電灯設備　1階平面図
電灯設備　2階平面図
コンセント設備　1階平面図
コンセント設備　2階平面図
コンセント設備　給食室詳細図
非常照明・誘導灯設備　1階平面図
非常照明・誘導灯設備　2階平面図

ITV設備　姿図・システム系統図
放送・ITV設備　系統図
放送・ITV設備　1階平面図
放送・ITV設備　2階平面図
電話•情報通信•テレビ共同受信設備　系統図•端子盤リスト
インターホン・トイレ呼出設備　機器姿図・系統図
弱電設備　1階平面図
弱電設備　2階平面図
自動火災報知設備　凡例・注記・系統図
自動火災報知設備　1階平面図
自動火災報知設備　2階平面図

KE-01
KE-02
KE-03
KE-04
KE-05
KE-06
KE-07
KE-08
KE-09
KE-10
KE-11
KE-12

電気設備　外構図(撤去図)
電気設備　特記仕様書・凡例・配置図(撤去図)
幹線・動力・弱電設備　1階平面図(撤去図)

照明器具・弱電設備　参考姿図(撤去図)
電灯設備　1階平面図(撤去図)
電灯設備　2階平面図(撤去図)
自動火災報知設備　凡例・系統図(撤去図)
自動火災報知設備　1階平面図(撤去図)
自動火災報知設備　2階平面図(撤去図)

幹線・動力・弱電設備　2階平面図(撤去図)
動力・弱電設備　R階平面図(撤去図)
分電盤リスト・幹線・弱電設備　系統図(撤去図)

建具詳細図1(AW-32)
建具詳細図2(AW-32)

A-77
A-76

家具詳細図 - 4
家具詳細図 - 5

外構詳細図G-03



調査調査製作計画
業務番号

株式会社
KATSURA 図面番号縮尺図面名

桂設計　埼玉事務所
KATSURA SEKKEI INC.

一級建築士登録　第301170号　白須　若菜

工事名 000000

A-

川島町公立保育園統合整備工事

A1:
A3: 2026/ 03/ 13 01特記仕様書 - 1

５．工　　期

１ 
一
般
共
通
事
項

３．工事種目

１．工事場所 

章 特　　記　　事　　項項　　目

２．敷地面積

（建物概要）

４．工事内容

Ⅰ　工事概要

工 事 名

　・大地震時の非構造部材の変形追従性能を確認する場合の層間変形角
　　・1/200　・1/150　・1/120　・　　　・図示（　　　　　　　）
　　　確認箇所（　　　　　　　　　　　　　　）

４ 適用区分

仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等　

※木製
・　

※合板張り程度 ・無し
・　 ・片面 ・無し

・有り※図示　・　　か所

充填材：グラスウール32k（厚：50mm以上）

[1.6.2]{1.3.3}

外壁改修工事

建具改修工事

内装改修工事

・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業
・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業
・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業
・左官作業
・左官作業
・建築塗装作業

・自動ドア施工作業
・プラスチック系床仕上げ工事作業

・吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱工事作業

・鋼製下地工事作業

・ガラス工事作業

・タイル張り作業
・内外装板金作業

・FRP防水工事作業
・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

・カーペット系床仕上作業
・木質系床仕上げ工事作業
・ボード仕上げ工事作業 ・タイル張り作業

塗装改修工事
耐震改修工事

・とび作業 ・構造物鉄工作業
・型枠工事作業
・建築塗装作業

・壁装作業

その他 ・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

・木工塗装作業

・保温保冷工事作業

仮設工事
防水改修工事

工事種別 適 用 技 能 士
・とび作業
・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業
・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業 ・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

・樹脂接着剤注入工事作業
・ビル用サッシ工施工作業

・鉄筋組立て作業

・建築フィルム作業

・
・
・

材質 仕上げ 塗装 設置箇所 充填材

６．工事範囲
※「３．工事種目」すべてを工事範囲とする。
・「３．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。
　ただし、他の工事種目は全て、今回工事範囲とする。

工事種目

増築・新設部分

３　防水改修工事
４　外壁改修工事

 -2 モルタル塗り仕上げ外壁
 -3 タイル張り仕上げ外壁
 -4 塗り仕上げ外壁

 -1 コンクリート打放し仕上げ外壁

（１）質問回答書、本特記仕様書（改修）及び図面に記載されていない事項は、すべて「埼玉県建築工事特別

２　仮設工事

Ⅱ　建築改修工事仕様

５　建具改修工事
６　内装改修工事
７　塗装改修工事
８　耐震改修工事
９　環境配慮改修工事
10　鉄筋工事
11　コンクリート工事

 -5 外壁用塗膜防水塗り

　　(以下、「改修標準仕様書」という。)及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書

（２）改修標準仕様書及び標準仕様書で「特記がなければ、」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示

　６）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また、（　　）内は製品名を示す。 
　５）特記事項に記載の（　．　．）内の表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。
　４）特記事項に記載の［　．　．］内の表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。
　　図表を示す。
　３）特記事項に記載の｛　．　．｝内の表示番号は、「埼玉県建築工事特別共通仕様書」の当該項目、当該
　  ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。　  ・ 印と ※の場合は、・のみを適用する。
　２）特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。 ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。
　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　８）注は改修標準仕様書及び標準仕様書記載事項で、注意すべきものを示す。

　　監督員と協議すること。
（３）本特記仕様書の表記

　　している場合において、それらが関係法令等（条例を含む）と異なる場合には、具体的な対応策について

　　なお、 Ｇ 印は設計図書で定めのある品目を示す。

　７）本工事において、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和4年2月25日変更閣議決定）」及び、

　　なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、適用する基準等を決定する。

　　「埼玉県グリーン調達・環境配慮契約推進方針（最新版）」による特定調達品目のうち、「判断の基準」
　　を満たす環境物品等（以下「特定調達物品等」という）を選択するよう努めるものとする。

１ 騒音・粉じん等の
　 対策

[2.1.3]
防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲　　※図示　　・　

２ 足場等 [2.2.1][表2.2.1]
「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガ
 イドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」にお
 ける2の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

内部足場　　・設置する（※脚立、足場板等　　・　　　　　　）　・設置しない

　　　　　　　種別（・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・Ｅ種）
　　　　　　　　Ｃ種：利用可能なエレベーター（・図示　　・　　　　　　）
　　　　　　　　Ｄ種：利用可能な階段　　　　（・図示　　・　　　　　　）

材料、撤去材等の運搬方法

(厚生労働省 H30.6.22)による。
 ・フルハーネス型墜落制止用器具を用いる。

３ 既存部分の養生

損傷等を与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。
既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一

４ 仮設間仕切り [2.3.2][表2.3.1]仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　・図示　　・　

[2.3.1]
既存部分　　　　　　　養生の方法（※ビニルシート、合板等　・　　　　　　）
既存家具、既存設備等　養生の方法（※ビニルシート等　　　　・　　　　　　）
既存ブラインド、カーテン等
　　　　　　　　　　　養生の方法（・ビニルシート等　　　　・　　　　　　）
　　　　　　　　　　　保管場所　（・図示　　　　　　　　　・　　　　　　）
固定された備品、机、ロッカー等の移動　　・図示　　・　　　　

墜落制止用器具の使用は、「墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン」

２ 
仮
設
工
事

仮設間仕切りの種別と材質等　
充填材

※Ｃ種

・木
・軽量鉄骨

※有り

　単管

仕上げ（厚さmm）
・せっこうボード（9.5mm） ・無し

・片面

　防炎シート

・合板（9.0mm）
　材種（　　　　　　　）

　種類（　　　　　　　）

塗装

・Ｂ種

下地

　充填材：グラスウール32k（厚：50mm以上）

種別
・Ａ種

・防音パネル　　・防音シート　　　・石綿レベル３除去養生

外部足場　　・設置する（設置範囲　・図示　　・　工事の範囲）　・設置しない　
防護シート　・設置する（設置範囲　・図示　　・　工事の範囲）　・設置しない　

埼玉県比企郡川島町大字下八ツ林866番地

2239.26㎡

川島町公立保育園統合整備工事

園舎

園舎

※その他の敷地内の建物

外構

ＲＣ造 一部S造　2階建て

既存スケルトン改修、テラス・屋外階段の屋内化、
エレベーターホール棟の増築

プロパン庫、屋外物置、屋外トイレは既存のまま残置

契　　 約 　　日から令和　年　月　日まで
令和　年　月　日から令和　年　月　日まで
現場施工に着手するまで
現場施工に着手するまで

ただし、仮設工事等は施設との協議による
令和　年　月　日から令和  年  月　日まで現場施工期間

現場代理人の現場への常駐を要しない期間
主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間
共通仮設費率の算定に用いる工期
契約工期

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。
　・風圧力　　風速（Vo= 30m /s）　　地表面粗度区分（・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ）
　・積雪荷重　H12.5.31告示第1455号における区域　別表（二十四）

調査
　※石綿含有建材の事前調査 

　　行う。
　　工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を

16 石綿含有建材の調査 

17 技能士

　・分析による石綿含有建材の調査
　　　分析対象
　　　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、
　　　　クロシドライト、トレモライト
分析方法

材料名
定性分析方法 定量分析方法

JIS A 1481-1または
JIS A 1481-2

サンプル数　　1箇所あたり3サンプル

・　　箇所
・　　箇所 ・　　箇所

・　　箇所
・　　箇所・　　箇所

　採取箇所　・図示　　・　

JIS A 1481-3または
JIS A 1481-4

[1.5.1]

　　共通仕様書」、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修｢公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(令和４年版)」

　　(建築工事編)(令和４年版)｣(以下、「標準仕様書」という。)による。

　　貸与資料（調査報告書）

・ボード仕上げ工事作業   ・壁装作業

・とび作業

章 項　　目 特　　記　　事　　項
※埼玉県建築工事実務要覧に記載の要領等
※建築工事監理指針（国土交通省監修）（参考図書）

１ 適用基準等１ 
一
般
共
通
事
項

18 中間検査

19 完成図等

測定時期　　※工事完了後
報告書　　　※２部　　・　

測定対象室　※監督員の指定する室　　・図示

中間検査実施回数（　　　）　実施段階（　　　　　　　　）監督員の指示による
中間検査成績評定　※対象外　・対象（埼玉県建築工事成績評定要領第２）

中間検査　　※行う（埼玉県建設工事検査要綱第４条）　・行わない (1.6.2){1.5.1}

(1.7.1～3){1.6.1～3}

１ 足場その他２ 
仮
設
工
事

(厚生労働省 H30.6.22)による。
 ・フルハーネス型墜落制止用器具を用いる。

墜落制止用器具の使用は、「墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン」

備品（　　名分相当）
　　　・設置しない（下記備品のみ用意する）
　　　・構内に新設　　　㎡
規模　・既存建物内の一部を使用　・構内に新設　30 ㎡

　・冷暖房機器　・消火器　・湯沸器　・茶器　・掃除用具　・電話機
　・ＦＡＸ　・電子メール通信機器　・スキャナー　・プリンター　

２ 監督員事務所

３ 現場表示板

４ 工事用水

５ 工事用電力

６ 工事用搬入路

７ 仮囲い

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

※図示　・　

必要に応じ搬入路付近に交通誘導員を配置する。
配置箇所　※監督員の指示による　・図示

仕様 　※図示　　・ 

８ 交通誘導員

９ 快適トイレ

※設置する（{1.1.12}による表示　※要 ・不要） ・設置しない

※設置位置等は監督員の指示による　・図示　

(2.3.1)

(2.3.1){1.1.12}

　・机　・椅子　・書棚　・黒板　・掛時計　・寒暖計　・安全靴　・雨合羽
　・保護帽　・懐中電灯　・墜落制止用器具　・軍手　・衣類ロッカー　

(2.2.4)「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、
 同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」
 における2の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

　①検体の採取方法　　※吸引方式(アクティブ法)又は拡散方式(パッシブ法)
　　　　　　　　　　　・吸引方式(アクティブ法)　・拡散方式(パッシブ法)
　②アクティブ法
　　　ホルムアルデヒドは、ジニトロフェニルヒドラジン誘導体固相吸着／溶媒　　　ホルムアルデヒドは、ジニトロフェニルヒドラジン誘導体固相吸着／溶媒抽出

　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンは、
　　法によって採取し、高速液体クロマトグラフ法（以下ＨＰＬＣ）により行う。

　　固相吸着／溶媒抽出法、固相吸着／加熱脱着法、容器採取法のいずれかを用いて
　　採取し、ガスクロマトグラフ／質量分析法（以下ＧＣ／ＭＳ）により行う。
　③パッシブ法
　　　ホルムアルデヒドは、パッシブ採取機器により採取し、ＨＰＬＣ又はガスクロ
　　マトグラフ法（以下ＧＣ）あるいはＡＨＭＴ-吸光光度法のうち採取機器に適応
　　した分析法による。
　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンは、

　　分析法による。
　　パッシブ採取機器により採取しＧＣまたはＧＣ／ＭＳのうち採取機器に適応した

17 化学物質の濃度測定
備考対象化学物質 判定基準

240μｇ／ｍ^u３（0.04ppm）以下
220μｇ／ｍ^u３（0.05ppm）以下
3,800μｇ／ｍ^u３（0.88ppm）以下

260μｇ／ｍ^u３（0.07ppm）以下
100μｇ／ｍ^u３（0.08ppm）以下

パラジクロロベンゼン
スチレン
エチルベンゼン
キシレン
トルエン
ホルムアルデヒト

換算は２５℃
値，量単位の
が定める指針
※厚生労働省

200μｇ／ｍ^u３（0.05ppm）以下

(1.5.9)

測定方法
　採取及び分析は、法令に基づき空気中の物質の濃度に係る証明を行う者が行う。

なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、
適用する基準等を決定する。

２ 条件明示事項 {1.1.3}

※行う（請負代金額500万円以上，10日以内に登録）　・行わない (1.1.4){1.1.8}

　　　　　　・　

保険の種類

　※建設工事保険等 (工事目的物及び工事材料等を対象とするもの)

保険の期間　※工事完成期日後１４日を含む期間　　・　

　※法定外の労災保険
 (工事に従事する者(全ての下請負人を含む)の業務上の負傷等を対象とするもの)

　※請負業者賠償責任保険等　　・　

完成図等の種類及び記入内容

　　　　　　　　　　　着工時と完成時の状況を比較できるように撮影する
　撮影箇所　　　　　※外部（　）内部（　）
　撮影者　　　　　　※監督員の承諾する撮影者　・　

（通常取扱いに注意を要するものの使用方法を解説する） 保全に関する資料　　
 完成写真（埼玉県建築工事写真作成要領に基づき作成する）
　埼玉県電子納品運用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ　※適用する(CD-R又はDVD-Rで提出) ・適用しない

施設CADデータ　　　 ・更新して提出　・更新しない

20 保証書

21 その他

上記以外　　・１部提出
　建物引渡し日から10年間、受注者、施工者、材料ﾒｰｶｰの3者連名とし2部提出する。
防水工事　　※屋上防水　・外壁防水　・金属屋根　・　　 {1.6.4}

・予備材料　　※監督員の指示による　・　
・下請契約　　※全体及び県内に分け、契約数及び契約金額の総計を提出する。

 完成(竣工)図（※監督員が指定した設計図面に完成時の状態を表現したもの）

　原本及びアルバムを各３部提出
　　原本(電子媒体：撮影時のJPEG)及びアルバム(紙媒体又は電子媒体)を各1部提出
　パネル入り（外部全景）完成写真　　・要　　・不要

※建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　令和４年版）

図面情報電子化媒体　※CD-R又はDVD-R，１部
　CADデータの形式　 ※SXF(sfc)　・DXF　・JWW
（埼玉県建築工事図面情報電子化媒体作成要領による。CADﾃﾞｰﾀのﾊﾞｰｼﾞｮﾝは監督員と協議する。）

埼玉県建築工事写真作成要領に基づき作成し、監督員に提出する。７ 工事の記録

施工時間
※行政機関の休日に関する法律（S63第91号）に定める行政機関の休日以外とする。
　ただし、監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。
・以下の期間を除いた現場閉所日数の割合が28.5%(8日/28日)以上であること
　年末年始6日間、夏季休暇3日間、工場製作のみの期間、工事全体の一時中止期間
　指定期間（　　　　　　　　）
施工時間以外の施工条件

建設機械は、原則として排出ガス対策型、低騒音型、低振動型を使用する。

適用する (1.3.3){1.3.1}

(1.3.5)

(1.3.7)

(1.3.11){1.1.13}

注 a) 発生材のうち特記により、引き渡しを要するものは、指示された場所に整理
　　　のうえ調書を添えて監督員に報告する。
　 b) 産業廃棄物処理許可書及び最終処理受入票の写しを提出する。
　 c) 引き渡しを要しないものは、すべて構外に搬出し、「資源の有効な利用の促
　　　進に関する法律」「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（以下
　　　「建設リサイクル法」という。）「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」そ
　　　の他関係法令等により適切に処理し監督員に報告する。

引渡しを要するもの
　※無し（全て構外搬出適正処理）　・有り（※図示　・　　　　　　　　　　　）

※材料・機材等の製造業者等は次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、この証

　を提出して監督員の承諾を受ける。
　明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面

※製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の基
　本方針の判断の基準に従い、あらかじめ「木材・木材製品の合法性、持続可能性の

　① 品質及び性能に関する試験データが整備されていること
　② 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること
　③ 安定的な供給が可能であること
　④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること
　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること
　⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられていること

　証明のためのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」(林野庁 H18.2.15)に準拠した証明書を監督員に提出する。

　① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、
　　 パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保
　　 温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレン
　　 を発散しないか、発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルム
　　 アルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。
　② 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない
　　 材料を使用する。
　③ 接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル
　　 等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。
　④ ①の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、
　　 ホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が
　　 極めて少ない材料を使用したものとする。

{1.4.2}受注者は、工事材料に係る納入契約を締結する場合には、当該契約の
相手方は埼玉県内に本店を有する者の中から選定するように努めるとともに、
調達する工事材料は、埼玉県産とするよう努める。

(1.4.1){1.4.3}建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質
及び性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。

(1.4.2)※本工事に使用する材料等は、設計図書に定める品質及び性能と同等以上

　のものとする場合は、あらかじめ監督員の承諾を受ける。
　のものを使用する。ただし製造業者等が指定されている場合に同等以上

適用工事種別 技　能　検　定　作　業
仮設工事
鉄筋工事
コンクリート工事
鉄骨工事

・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業   
・ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業
・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

・FRP防水工事作業

防水工事

石工事
タイル工事
木工事
屋根及びとい工事
金属工事
左官工事

・石張り作業
・タイル張り作業
・大工工事作業

・鋼製下地工事作業    ・内外装板金作業　
・左官作業

建具工事

押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業
・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業
・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業　・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ

(1.5.2){1.3.3}

８ 電気保安技術者

９ 施工条件

11 施工中の環境保全等

12 発生材の処理等

13 県産品の使用

14 環境への配慮

15 材料の品質等

16 技能士

４ 適用区分 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

５ 別契約の関連工事 ※監督員指定の別契約工事を今回工事全体としてとらえ、主導的に調整する。
・監督員指定の別契約工事が行う全体調整に全面的に協力する。

(1.1.7)

６ 施工に注意を要する
　 区域等

本工事場所は以下の区域等に指定等されているため、施工計画の作成
及び施工に当たっては関係法令等の遵守に十分注意する。

(1.1.12、13)

埼玉県電子納品運用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ　※適用する(CD-R又はDVD-Rで１部提出) ・適用しない

　・　　　　　　　　　　　　　・　
　・周知の埋蔵文化財包蔵地　　・史跡名勝天然記念物

本工事の受注者を、作業が同一の場所において行われることによって生じる労働災害
を防止するために必要な措置を講ずべき者（統括安全衛生管理義務者）とする。

10 施工中の安全確保

・図示による　　　・　

・型枠工事作業    ・ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事作業
・構造物鉄工作業    ・とび作業

・内外装板金作業    

(1.3.10)

・自動ドア施工作業・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業 ・ガラス工事作業

・鉄筋組立て作業

・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業 ・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事作業

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

・木工塗装作業

・保温保冷工事作業

・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業その他
・造園工事作業

・建築配管作業排水工事
舗装工事
植栽工事

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　・カーペット系床仕上作業
・建築塗装作業
・ガラス工事作業

内装工事
塗装工事

・金属製カーテンウォール工事作業  ・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

(1.2.4){1.6.5}

３ 工事実績情報ｼｽﾃﾑ
　 コリンズへの登録

　　　　　　　　　　・埼玉県建築工事写真作成要領別表５

監督員の指示により埼玉県建築工事監督要綱別表第１
に示す書類を原則電子データで提出する

測定箇所数　※（ 9 ）箇所　　・図示　

　・風圧力　　風速（Vo= 30m /s）　　地表面粗度区分（・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ）
　・積雪荷重　H12.5.31告示第1455号における区域　別表（二十四）

公共建築工事標準仕様書

公共建築改修工事標準仕様書

章 項　　目 特　　記　　事　　項
公共建築工事標準仕様書

章 特　　記　　事　　項項　　目
公共建築改修工事標準仕様書

砂場・花壇等一部外構関係の解体撤去、避難用滑り台移設

 建築面積：593.28㎡ （増築部分 140.63㎡） 
 延床面積：1060.19㎡ （増築部分 220.29㎡）

23 植栽及び屋上緑化工事

２
３
４
５
６
７
８
９
10

15
16
17
18
19
20
21
22

11
12
13
14

仮設工事
土工事
地業工事
鉄筋工事
コンクリート工事
鉄骨工事
ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ＡＬＣﾊﾟﾈﾙ・押出成形セメント板工事
防水工事
石工事
タイル工事
木工事
屋根及びとい工事
金属工事
左官工事
建具工事
カーテンウォール工事
塗装工事
内装工事
ユニット及びその他の工事
排水工事
舗装工事

改修部分



調査調査製作計画
業務番号

株式会社
KATSURA 図面番号縮尺図面名

桂設計　埼玉事務所
KATSURA SEKKEI INC.

一級建築士登録　第301170号　白須　若菜

工事名 000000

A-

川島町公立保育園統合整備工事

A1:
A3: 2026/ 03/ 13 02特記仕様書 - 2

120

ﾓｼﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm)

・一般
・コーナー

図示に
よる

ブロックの種類

 ・無　・有

備考による区分
断面形状及び圧縮強さ

（mm） 長さ 高さ
 ・無　・有※空洞ブロックC(16)
化粧の有無 適用箇所

・

　各部の配筋　※図示　　・　

１ 補強コンクリート
　 ブロック造８

コ
ン
ク
リ
Ⅰ
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
及
び
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

(8.2.2、3、5、7、8)

　モルタルの調合(容積比)※標準仕様書表8.2.1による　・セメント(　　)：砂(　　)

　目地仕上げ　・押し目地仕上げ　・化粧目地仕上げ

　 帳壁及び塀
２ コンクリートブロック ブロックの種類 (8.3.2～7)

・無 ・有
・無 ・有

断面形状及び圧縮強さ
による区分 （mm）

正味厚さ
長さ 高さ
ﾓｼﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm)

・型枠状ブロック 20
・空洞ブロックC(16)

の適用箇所
(表8.3.1)以外化粧の有無 備考

　壁鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状　※図示　・　
　各部の配筋　※図示　　・　
　充填するブロックの範囲　・図示　・　

３ ＡＬＣパネル (8.4.2～5)

構法の種別

・Ａ種・Ｂ種

・C種・D種・E種

　パネル短辺小口相互の接合部、外壁、間仕切壁パネルの出隅及び入隅パネル接合部、

　外壁、間仕切壁パネルの伸縮目地への耐火目地材の充填　・適用する　・適用しない

　 （ＥＣＰ）
４ 押出成形セメント板 (8.5.2～5)

パネルの種類 厚さ(mm)

60
・50・60

60
・50・60

幅(mm)
・Ａ種
・Ｂ種

・Ｂ種
・Ｃ種

600

工法の種別

600

・50・60・

・50・60・
・間仕切壁パネル

・外壁パネル

備考形状
・F（ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ）
・D（ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ）
・T（ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ）
・F（ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ）
・D（ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ）
・T（ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ）

・ＡＩ-１ (材質）※JIS A 9521によ

１ アスファルト防水 屋根保護防水

種別
※ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

・Ｂ-１
・Ａ-３

・Ａ-１
・Ａ-２

施工箇所 断熱材　Ｇ 絶縁用シート 立上り部の保護
　防水層の種別

(9.2.2～5）(表9.2.3～9)

・ＢＩ-１
・ＡＩ-３
・ＡＩ-２ 材3種bA(ｽｷﾝ層付き)

る押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱
・
70g/㎡程度

　モルタルの調合(容積比)※標準仕様書表8.2.1による　・セメント(　　)：砂(　　)
　塀に用いるブロックの正味厚さ　・　

　建築基準法に基づき定まる風圧力の(・1・1.15・1.3)倍の耐風圧性能

ＡＬＣパネルの区分等

外壁パネルの工法における耐風圧性能

・Ｂ-２

・ＢＩ-２

※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

厚さ0.15mm以上

　まぐさを受ける開口部両側のブロックのモルタル又はコンクリートで充填する範囲
　　※図示による　　・

・間仕切

耐火性能
(時間)区分 単位荷重(N/㎡)

・意匠

・意匠
・平

・平
・外壁用

　　壁用
・屋根用

・床用

・一般
・コーナー

正荷重 負荷重
厚さ
(mm)

幅及び
長さ

図示に
よる
図示に
よる
図示に
よる

・なし
・１
・なし
・１
・0.5
・１
・２

※Ｆ種

・・

・

・・・

・・

　 -  　-

　 -

　-
　-

　 　-

　 　-

　パネルと他部材との取合い部の目地幅（mm）　※10～20　　・　

　パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合　・　

外壁・屋根パネルの構法
　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1・1.15・1.3）倍の耐風圧性能

目地幅

ECPの種類等

９ 
防
水
工
事

又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ
70g/㎡程度

パネルの相互の接合部に挿入する耐火目地材 ・　

短辺
長辺
短辺
長辺

を設ける場合

切断後のパネルの
残り部分の幅

ﾊﾟﾈﾙに欠き込み
を設ける場合

孔あけ及び欠き込みの大きさ
ﾊﾟﾈﾙ幅の1/2以下、かつ、300mm以下
500mm以下
ﾊﾟﾈﾙ幅の1/2以下、かつ、300mm以下
500mm以下

150mm以下
300mm以下
300mm以下
300mm以下

 パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合　・　
 パネル相互の目地幅（mm）　・長辺（　　）　・短辺（　　）
 出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅（mm）　※15程度　　・　
 耐火構造以外の目地及び隙間の処理　※パネルの製造所の仕様　　・
 やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とする。ただし、欠損部分
 を考慮した強度を確認の上、施工計画書を提出する。

・乾式保護材

・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

・れんが押え
  (※JIS R 1250)

・ﾓﾙﾀﾙ押え(屋内)(厚さ)・　mm　・　 

ﾊﾟﾈﾙに孔あけ

コ
ン
ク
リ
Ⅰ
ト

５
鉄
筋
工
事

７
鉄
骨
工
事

　
　
　
　
　
工
事

特記仕様書（構造関係）による４
地
業
工
事

正味厚さ

埋戻し及び盛土の種別
・Ａ種　適用場所（　　　　）
・Ｂ種　適用場所（　　　　）
・Ｃ種　適用場所（　　　　）土質（　　　　）受渡場所（　　　　）
・Ｄ種　適用場所（　　　　）
　品質　細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする。

・六価クロム溶出試験　　・行う　　　・行わない

１ 埋戻し及び盛土

２ 建設発生土の処理

(3.2.3)

(3.2.5)

３ 
土
工
事

・UCRの受け入れに必要な土質調査を実施する。また、この調査による資料は他工区の
　工事へも利用する。

・構内指示の場所にたい積　・構内指示の場所に敷き均し
・場外搬出適切処理（搬出場所：　　　　　　　　　　　　　　　　）

３ 山留めの撤去 (3.3.3)鋼矢板等の抜き跡　※地盤の変形を防止する適切な措置を講ずる　

章 項　　目 特　　記　　事　　項
公共建築工事標準仕様書 改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ９ 

防
水
工
事

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ
　※標準仕様書表9.2.5から標準仕様書表9.2.6による　・

　※標準仕様書表9.2.3及び表9.2.4による
　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ
　　用途による区分　　　　・　
　　材料による区分　　　　※Ｒ種
　　厚さ　　　　　　　　　※（　　　　）mm以上　　・　

平場の保護コンクリートの厚さ
　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　　・　
　床タイル張り　※水下　60mm以上　　・　

・乾式保護材
　　窯業系パネルⅠ類　厚さ（　　　　）mm　　幅（　　　　）mm

立上り部への断熱材及び絶縁シート　※設置しない　・設置する
　　厚さ　　　　　　　　　※（　　　　）mm以上　　・　

　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ
　　用途による区分　　　　・　
　　材料による区分　　　　※Ｒ種

屋根露出防水
　防水層の種別
種別 断熱材　Ｇ 仕上塗料施工箇所

・ＤＩ-２
・ＤＩ-１

種類
※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様
・　

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様
・　

使用量

高日射反射率防水の適用Ｇ　　※適用する　・適用しない

・Ｄ-１

・Ｄ-２

　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　厚さ　　　　　　　　　※（　　　　）mm以上　　・　

　　厚さ　　　　　　　　　※（　　　　）mm以上　　・　

　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ
　　用途による区分　　　　・　
　　材料による区分　　　　※Ｒ種

　※標準仕様書 表9.2.8による
改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　　用途による区分　　　　・　
　　材料による区分　　　　※Ｒ種

　※標準仕様書 表9.2.7及び表9.2.8による

※標準仕様書9.2.2(9)
(種類)
(厚さ)(mm)

昇降口
ポ-チ 100×

　100磁器質

(9.3.2、3)(表9.3.1～3)

(9.4.2～4)(表9.4.1～3)

※特定化学物質障害予防規則の対象とならない材とする
防水層の種別

(9.5.3)(表9.5.1～2)

・適用しない
・適用する

保護層仕上塗料
種類・使用量

種類・使用量

※主材料の製造所の仕様
・　

※主材料の製造所の仕様
・　

施工箇所種別

・Ｙ-１

・Ｙ-２

・Ｘ-１

・Ｘ-２

・　
※屋内防水
・　※地下外壁防水

（Ｘ-１、Ｘ-２）高日射反射率防水の適用Ｇ　・適用する　・適用しない

　・種類（　　　　　）　設置数量（　　　　個）
　※主材料の製造所の仕様

４ 塗膜防水

ウレタンゴム系塗膜防水Ｘ-１の脱気装置の種類及び設置数量

５ ケイ酸質系塗布防水

目地
　一般目地　　・目地モルタル　　　　（目地幅　・　　　　　）

目地寸法　※幅・深さとも10mm以上　・図示による

伸縮調整目地

　　　　　　　・既調合の目地モルタル（目地幅　・　　　　　）

　位置　　・図示による
　シーリング材の種類　※標準仕様書 表9.7.1による

３ 外壁湿式工法 (10.2.2、3)(10.3.2、3)受金物

　形状及び寸法　・L-75×75×6(mm)の加工　L=100mm
　　　　　　　　・L-75×75×6(mm)の加工　L=150mm
　　　　　　　　・　
アンカーの材質及び寸法

石裏面処理　　・適用する　 ・適用しない
裏打ち処理　　・適用する 　・適用しない

　　　　　　　・あと施工アンカー工法
下地ごしらえ　※あと施工アンカー・横筋流し工法

　　　　　　　・流し筋工法　

ドレンパイプ　・設ける（設置位置：図示による）　・設けない

　※SS400　 　・　
あと施工アンカーの材質及び寸法等　種類・　　　材質・　　　寸法・　　　

　材質　　　　　※SUS304　・　　　

　　　　　　　　　　　　　　（目地幅及び深さ　・　　　　　　）
　　　　　　　※シーリング材（種類　※標準仕様書表9.7.1による　・　　　　　）

４ 内壁空積工法 (10.2.2、3)(10.4.2、3)受金物
　材質　　　　　※SUS304　・　

石裏面処理　　・適用する　 ・適用しない
裏打ち処理　　・適用する 　・適用しない

　　　　　　　・あと施工アンカー工法
下地ごしらえ　※あと施工アンカー・横筋流し工法

あと施工アンカーの材質及び寸法等　種類・　　　材質・　　　寸法・　

伸縮調整目地

　　　　　　　・既調合の目地モルタル（目地幅　・　　　　　）

　シーリング材の種類　※標準仕様書 表9.7.1による
　位置　　・6mm程度

一般目地　　　・目地モルタル　　　　（目地幅　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　（目地幅及び深さ　・　　　　　　）
　　　　　　　・シーリング材（種類　※標準仕様書表9.7.1による　・　　　　　）

目地寸法　・

裏打ち処理　　・適用する　・適用しない
だぼ用の穴の位置　※標準仕様書10.5.2(2)(ｱ)による　・図示
あと施工アンカーの材質及び寸法等　種類・　　　材質・　　　寸法・　

建築基準法に基づく風圧力の（・1、・1.15、・1.3）倍の風圧力に対応した工法
シーリング材　種類　※標準仕様書 表9.7.1による
　　　　　　 目地幅及び深さ　・

(10.6.2、3)６ 床及び階段の石張り 透水性吸収防水剤
（床石張り）　　・適用する　・適用しない
石裏面処理
（床石張り）　　・適用する　・適用しない
（階段張り）　　・適用する　・適用しない
裏打ち処理
（床石張り）　　・適用する　・適用しない

伸縮調整目地

　シーリング材の種類　※標準仕様書 表9.7.1による
　位置　　※標準仕様書 表10.6.2(5)(a)による　・図示による

(10.2.2、3)(10.5.2、3)(表10.2.4)５ 外壁乾式工法

一般目地　　　　・目地モルタル　　　　（目地幅　・　　　　　）
　　　　　　　　・既調合の目地モルタル（目地幅　・　　　　　）
　　　　　　　　・シーリング材（種類　※標準仕様書表9.7.1による　・　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　（目地幅及び深さ　・　　　　　）

石裏の補強用モルタル　　　・適用する　・適用しない

　　　　　　　・既調合の目地モルタル（目地幅　・　　　　　）
一般目地　　　・目地モルタル　　　　（目地幅　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　（目地幅及び深さ　・　　　　　　）
　　　　　　　・シーリング材（種類　※標準仕様書表9.7.1による　・　　　　　）

目地寸法　※幅・深さとも10mm以上　・図示による

　 石張り

ファスナーの形状　・スライド式　・ロッキング方式

石裏面処理　　・適用する　・適用しない

７ 笠木、甲板等の (10.2.2)(10.7.2)

あと施工アンカーの材質及び寸法等　種類・　　　材質・　　　寸法・　

　　　　　材質　※ステンレス（SUS304）　・　
　　　　　寸法　引金物　　・　
　　　　　　　　だぼ　　　・　
　　　　　　　　かすがい　・　
　　　　　　　　受金物　　・　

　　取付け工法　・湿式工法　・乾式工法
特殊部位用金物　標準仕様書10.2.2(3)参照

(9.6.4)(表9.6.1)防水層の下地

下地処理

シーリング材の目地寸法

　・図示　　　・　
　※標準仕様書9.7.3(1)(ア)～(ウ)による

　※簡易接着性試験　・引張接着性試験

６ シーリング 下表以外は、標準仕様書表9.7.1による
ただし、外壁タイル接着剤張りの場合のシーリングは11章に、カーテンウォールの
場合のシーリングは17章による

シーリング材の種類（記号）施工箇所

７ 防水工事施工票

注　練り混ぜた２成分形シーリング材は、１組の作業班が１日に行った施工箇所を
　１ロットとして、各ロットごとにサンプリングを行い、サンプリング試料を監督
　員に提出すること。

外部に面するシーリング材の接着性試験

※設置する（　　ヶ所）
（施工年月日は防水工事施工完了日(手直しは除く)を記入）

{2.1.2}

(9.7.2～5)(表9.7.1)

仕上を行わない施工箇所（・図示による　・　　　　　）

テラゾブロック
備考

・両面
・片面

施工箇所

・役もの
・平もの

大きさ(mm)

・花こう岩
※大理石

・　
※1.5～12

種石の種類 種石の 形状によ
る区分

仕上げ面に
よる区分

寸法
(mm)

表面仕上げ
の種類

・両面
・片面

・役もの
・平もの

・花こう岩
※大理石

・　
※1.5～12

テラゾタイル
備考

大きさ(mm)

・花こう岩
※大理石

・　
※1.5～12

・花こう岩
※大理石

・　
※1.5～12

種石の種類 種石の

・４００型
・３００型

・４００型
・３００型

寸法による区分 表面仕上げ施工箇所

２ 石材等 (10.2.1、3)(表10.2.1、2)天然石
施工箇所

 ・床石
(mm)

表面仕上げ厚さ
の種類

※正方形に近い矩形

　0.8㎡以下)
　(石材1枚の面積が

・　

形状及び寸法(mm) 備考岩石の種類

ジェットバーナー仕上げの場合のバフ仕上げの有無
・あり　　・なし　

１ 施工 石材の割付け　　・図示　　・　 (10.1.3)

　コンクリートの打継ぎ箇所の処理
 　※打継ぎ部分に対し、幅30mm及び深さ30mm程度の目地棒を用いる。目地棒の除去後、
 　　水洗い清掃し、ｹｲ酸質系塗布防水材の製造所の仕様により、ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙを充填
　 ・図示　　　・　   型枠締付け材にコーンが使用されている部位及びｹｲ酸質系塗布防水材の塗布面以外の
  下地処理
　 ・図示　　　・　

　天井部　※コンクリート打放し仕上げ (表6.2.4　B種)
　壁　　　※コンクリート打放し仕上げ (表6.2.4　B種)

10
石
工
事

その他の材料
　取付け用モルタル、既調合の目地モルタル、浸透性吸水防水材、石裏面処理材、
　裏打ち処理材、金物の固定に使用する充填材料
　　※専門工事業者の指定する製品　・　
　ドレンパイプの材質
　　・樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き25～35φ

金物の種類、形状、寸法等
　※標準仕様書表10.2.4による　・　
取付け方式
　・スライド方式　・ロッキング方式

乾式工法の場合の取付け代　※70mm程度　・　

　形状及び寸法　・L-75×75×6(mm)の加工　L=100mm又は150mm　　・　

屋内防水
　防水層の種別

種別 施工箇所施工箇所種別

保護層　・設ける（※図示　・　　　）　・設けない
・Ｅ-１ ・Ｅ-２

　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定
　・種類（　　　　　　）　設置数量（　　　　　）

　※図示　・　

防水層の下地の立上り
　※コンクリート打放し仕上げ　標準仕様書表6.2.4[打放し仕上げの種別]のＢ種
　・　

　※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度　・　

　・適用する（施工範囲　※図示　・　　　　）　・適用しない
屋上排水溝　※図示　・　

E-1の工程3を行う部位　　※貯水槽、浴槽等常時水に接する部位　・

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

防水層の下地のモルタル塗り

２ 改質アスファルト
   シート防水

種類

 ・　

使用量

 ・　

 　製造所の仕様
 ※改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄの

 　製造所の仕様
 ※改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄの

種別 断熱材　Ｇ 仕上塗料

・設ける
 （改質ｱｽﾌｧﾙﾄ
 ｼｰﾄの製造所の
 仕様による）

・設けない

（材質）
　※標準仕様書9.3.2(3)(ｳ)
　　による
　・　
　・　（厚さ）
　・25mm　・50mm　・　

施工箇所

・ＡＳＩ-Ｔ１

・ＡＳＩ-Ｊ１

・ＡＳ-Ｔ１
・ＡＳ-Ｔ２
・ＡＳ-Ｔ３
・ＡＳ-Ｔ４
・ＡＳ-Ｊ１

高日射反射率防水の適用Ｇ　　・適用する　・適用しない
改質アスファルトシートの種類及び厚さ
　※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による　・　　

防湿用シート

屋根露出防水
　防水層の種別

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　※改質アスファルト製造所の仕様による　・　　
　・種類（　　　　　）　設置数量（　　　　個）

　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ
　　用途による区分　　　　・　
　　材料による区分　　　　※Ｒ種
　　厚さ　　　　　　　　　※（　　　　）mm以上　　・　

　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ
　　用途による区分　　　　・　
　　材料による区分　　　　※Ｒ種
　　厚さ　　　　　　　　　※（　　　　）mm以上　　・　

　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ
　　用途による区分　　　　・　
　　材料による区分　　　　※Ｒ種
　　厚さ　　　　　　　　　※（　　　　）mm以上　　・　

　※標準仕様書表9.3.2から表9.3.3による　・　　

　※標準仕様書表9.3.2から表9.3.3による　・　　

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

　（厚さ）・25mm　・50mm　・　　

　 ルーフィングシート
　 防水

防水層の種別

・Ｓ-Ｆ１

仕上塗料種別

・Ｓ-Ｆ２

・Ｓ-Ｍ１

　・設ける　・設けない
S-M2またはSI-M2の場合立上り部の工法

種類・使用量
・

種類・使用量
・

施工箇所

※発砲ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ
・　

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ下地
・　

可塑剤移行防止用ｼｰﾄの材質

・Ｓ-Ｍ２

SI-M1及びSI-M2における防湿用フィルムの設置

　・接着工法
　・機械的固定方法

・ＳＩ-Ｆ１

・ＳＩ-Ｆ２

・ＳＩ-Ｍ１

・ＳＩ-Ｍ２

種類・使用量
・

種類・使用量
・

※発砲ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ
・　

※発砲ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ
・　

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ下地
・　

　（種類）SI-F1、SI-F2の場合　※標準仕様書9.4.2(3)(ｴ)(b)による　・　
　　　　　SI-M1、SI-M2の場合　※標準仕様書9.4.2(3)(ｴ)(a)による　・　

高日射反射率防水の適用Ｇ　　・適用する　・適用しない

合成高分子系ルーフィングシート防水工法（断熱工法）における断熱材Ｇ

S-F1、S-M1、S-F2、S-M2の仕様　※非歩行仕様　・軽歩行仕様

３ 合成高分子系

絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

・　　※アルミニウム製 Ｌ-30×15×2.0(mm)程度　・　

屋内防水
　防水層の種類

・床塗り工法
・下地モルタル塗り・S-C1 ※７mm以下

・　

塗り厚さ

・　　mm

保護層

工法 ﾓﾙﾀﾙ塗り厚さ
施工箇所種別 平場の保護モルタル塗り

合成高分子系ルーフィングシートの種類及び厚さ

平場の保護モルタル床塗りにおける目地の目地割及び種類
　目地割　 　　※目地割2㎡程度、最大目地間隔3m程度
　目地の種類　※押し目地　　・

　・JIS A 6008に基づく種類及び厚さ

　　厚さ　・　
　　種類　・　

　・行う（・図示　　・　　　　　）　・行わない
機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

　・　
　　両面に樹脂を積層加工した鋼板
　※厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの片面若しくは
固定金具の材質、寸法、形状

　・行う（・図示　　・　　　　　）　・行わない
プレキャストコンクリート部材の入隅部の増張り（種別　S-F1、SI-F1の場合）

接着工法の場合のプレキャストコンクリート部材下地の目地処理

　※ルーフィングシートの製造所の仕様
接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量

　・種類（　　　　　）　設置数量（　　　　個）

　※標準仕様書　表9.4.1から表9.4.3による　

　建築基準法に基づき定まる風圧力（・1 ・　　 ・　　）倍の風圧力に対応した工法

立上り部の保護

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの製造所の仕様

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの製造所の仕様

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの製造所の仕様

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの製造所の仕様

11 １ 伸縮調整目地及び
　 ひび割れ誘発目地

(11.1.3)(表11.1.1)

タ
イ
ル
工
事

２ 見本焼
　 試験施工

３ セメントモルタルに

見本焼　　・行う（施工箇所：　　　　　　）　　・行わない
試験張り　・行う（範囲、仕様等は図示による）　・行わない

　 よるタイル張り

(11.1.4)

タイルの形状・寸法等
色

有 無無有
役物

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

適用 Ｇ
吸水率による区分 うわぐすり 再生材の
Ⅰ種Ⅱ種Ⅲ種 標準

耐凍害性
無ゆう施ゆう

形状/寸法
(mm) 備考り性

耐滑
特注

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

(11.2.2、3、6)

壁タイル張りの工法

　内装タイル以外のユニットタイル　・マスク張り　・モザイクタイル張り

　モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、
　細骨材、混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

・既調合モルタル

下地モルタル塗りのコンクリート素地面の処理

　内外装タイル　・密着張り　・改良圧着張り

位置　　　※標準仕様書 表11.1.1による　・図示
目地寸法　・図示

　　　　　※目荒し工法（高圧水洗処理）　・MCR工法　・　

施工
箇所 種類

1階屋根

立上り,庇

10
石
工
事

９ 
防
水
工
事

6

・図示

図示に
よる

（新設EVピット）



調査調査製作計画
業務番号

株式会社
KATSURA 図面番号縮尺図面名

桂設計　埼玉事務所
KATSURA SEKKEI INC.

一級建築士登録　第301170号　白須　若菜

工事名 000000

A-

川島町公立保育園統合整備工事

A1:
A3: 2026/ 03/ 13 03特記仕様書 - 3

下地

腰壁 不燃

・1類 ・特類 ・　

間伐材等
の適用含水率

※10％以下
・A種・B種・　

・A種・B種・　
※10％以下

・　

・　
※1等

※1等 ・　
・　

・JAS 1083-6 製材-第6部に基づく広葉樹製材

施工箇所

の適用
間伐材等

３ 造作用集成材 Ｇ (12.2.1)

※１等　・２等　
※１等　・２等　

の適用
間伐材等見付け材面の品質

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材
見付け

(mm)
寸法

・　

・　

・　
・　

・JAS 1083（製材）以外の製材

樹種名 材面

寸法
(mm)施工箇所 等級 保存処理

品名

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材
見付け
材面の
品質

化粧薄板
の厚さ
(mm)

寸法
(mm)

見付け 間伐材等
の適用

※１等
・２等
※１等
・２等

施工箇所

 ・　

 ・　

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

(mm)
寸法

の適用
間伐材等含水率樹種施工箇所

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

※15％以下 ・　
※15％以下 ・　

見付け材面の品質

寸法 化粧薄板の 見付け材 間伐材等
の適用面の品質厚さ(mm)(mm)施工箇所 含水率

※15％以下
・　
※15％以下
・　

 ・　
 ・　

・　

・　

４ 造作用単板積層材Ｇ (12.2.1)

・する
・しない

の適用
間伐材等防虫処理

の適用

・有り(加工 ・天然木加工・塗装加工)
・無し(　　　　　　　　　　　　　)
・有り(加工 ・天然木加工・塗装加工)
・無し(　　　　　　　　　　　　　)

表面の品質（化粧加工の有無） 間伐材等
の適用施工箇所 (mm)

寸法

間伐材等
の適用

寸法
(mm)

(mm)
寸法

・有り(加工 ・天然木加工・塗装加工)
・無し(等級 ・１等 ・２等 ・３等)

表面の品質（化粧加工の有無）

種別 (使用環境)
接着性能

・　

防虫処理
の適用

※14%以下
・　
※14%以下
・　

含水率

・　

・　

・　

・　

施工箇所

施工箇所

品名

化粧薄板：
芯材：
化粧薄板：
芯材：

材面

化粧薄板：
芯材：
化粧薄板：
芯材：

・JAS 0701に基づく造作用単板積層材

・JAS 0701以外の造作用単板積層材

品名

・する
・しない
・する
・しない

品名

・JAS 3079に基づくＣＬＴ（直交集成板）Ｇ

樹種名強度等級

樹種

５ 合板等 (12.2.1)

・「合板の日本農林規格」による普通合板 Ｇ
間伐材等
の適用の適用

防虫処理
樹種名
単板の

・「合板の日本農林規格」による構造用合板 Ｇ

※C-D以上
・　

※2級
　以上
・1級

※12
・　

※1類
・特類

間伐材等
の適用

単板の
樹種名板面の品質等級厚さ

(mm)
接着の
程度

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板 Ｇ

(mm)
厚さ

※5.5
・　

接着の
程度
※1類
・2類

板面の品質
広葉樹 ※２等以上 ・１等
針葉樹 ※C-D以上　・　

施工箇所

施工箇所

間伐材等
の適用厚さ(mm) 単板の樹種名 接着の程度施工箇所 防虫処理

の適用

・　

防虫処理
の適用

(　　　)

強度等級

・　

含水率
※A種
・B種
・　
※A種
・B種
・　

（　　　　）

（※A種・B種）
造作材の場合

材面の品質

（　　　　）

（※A種・B種）
造作材の場合

(mm)
寸法施工箇所 の適用

防虫処理

・適用しない
・適用する
・適用しない
・適用する

・しない
・する・適用する

・適用しない

・しない
・する

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板 Ｇ

厚さ(mm)施工箇所 接着の程度 化粧板に使用する
単板の樹種名

・1類 ・2類

の方法
化粧加工

樹種名
単板の

・1類 ・2類
接着の程度(mm)

厚さ施工箇所

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板 Ｇ

・する
・しない

・する
・しない

・する
・しない

防虫処理の適用

防虫処理の適用

樹種名

　 タイル張り
タイルの形状・寸法等

色
有 無無有

役物

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

適用 Ｇ
吸水率による区分うわぐすり 再生材の
Ⅰ種Ⅱ種Ⅲ種 標準

耐凍害性
無ゆう施ゆう

形状/寸法
(mm) 備考り性

耐滑
特注

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

(11.3.2～5)４ 有機系接着剤による

下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の処理

目地のシーリング材

内装タイル接着剤張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　

　ひび割れ誘発目地　　　　　　　※ポリウレタン系シーリング材　　・　
　打継ぎ目地　　　　　　　　　　※ポリウレタン系シーリング材　　・　

　伸縮調整目地及びその他の目地　※変成シリコーン系シーリング材　・　
外装タイルの目地詰め
　・行う　・行わない　

(12.2.1)(12.4.1)(12.5.1)(12.6.1)(12.7.1)２ 製材 Ｇ

※2級
・　

の適用
間伐材等

※2級
・　

・　

・　

(表12.2.2)

12 (12.2.1)材料のホルムアルデヒド放散量
　※F☆☆☆☆ 又は 標準仕様書 12.2.1(1)(ｳ)(b)による　木

工
事

１ 施工一般

(mm)
寸法 含水率

※A種　・B種　・

※A種　・B種　・

施工箇所 等級

の適用
間伐材等

・　
※小節以上

※上小節
・　 ・　

・　

・　

・JAS 1083-2 製材-第2部に基づく造作用製材

※A種　・B種　・
(mm)
寸法

見え掛り面

見え掛り面
以外

含水率

※A種　・B種　・

※A種　・B種　・

施工箇所 等級 保存処理

　※目荒し工法(高圧水洗処理）・MCR工法　　・　

種類施工
箇所

保存処理

・JAS 1083-5 製材-第5部に基づく
　下地用製材

章 項　　目 特　　記　　事　　項
公共建築工事標準仕様書

(12.2.2)

(12.2.2、3)

(12.3.1、2)

(12.4.1)

(12.5.1)

(12.6.1)

(12.7.1)

(13.2.2)(13.3.2、3)(表13.2.1)

(13.2.1～3)(13.2.2、3)

(13.4.2、3)

といその他の材種４ とい

多雪地域の場合の軒どいの取付間隔　　　※0.5m以下　　・　

とい受け金物

足金物

鋼管製といの防露巻き

　取付け間隔　※標準仕様書表13.5.2による　・　

(13.5.2、3)(表13.5.1、2、4)

　・表面処理鋼板（表面及び裏面の塗膜の種類）　　

防露材のホルムアルデヒド放散量　　　　※F☆☆☆☆　 ・　

　取付け間隔　※標準仕様書表13.5.2による　・　

　※標準仕様書表13.5.4による　・　　　　　 　

ルーフドレンの種類及び呼び 
種　別

・ろく屋根用たて形Ⅰ型 ※ねじ込み式 ・80　　・100
施工箇所呼び

・125 　・150
・ろく屋根用横形Ⅰ型 ※ねじ込み式 ・80　　・100

・125 　・150
・バルコニー中継用 ・ねじ込み式 ・50　　・80　　・100

・差し込み式 ・50　　・75　　・100
・バルコニー用 ・ねじ込み式 ・50　　・80　　・100

・差し込み式 ・50　　・75　　・100

　形状　※市販品　・　

　形状　※市販品（とい径100以下）　・25×4.5(mm)以上（とい径100超）

　 アルミニウム合金の
　 表面処理

※表面処理は標準仕様書表14.2.1による
種　別

・AB-1種
・AB-2種
・AC-1種
・AC-2種
・BA-1種
・BA-2種
・BB-1種
・BB-2種
・BC-1種
・BC-2種
・C 種

施工箇所（成形版、笠木、建具以外）

　　　　　　　　　　　　・アンバー　　　・ブロンズ
　　　　　　　　　　　　・ブラック系　　・ステンカラー　　・　
　　　　　　　　　　　　・特注色（　　　　　　）

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

表面処理方法 施工箇所（手すり、タラップ以外）種　別
・Ａ種
・Ｂ種
・Ｃ種
・Ｄ種
・Ｅ種
・Ｆ種

(14.4.2～4)(表14.4.1)野縁等の種類
　屋外（※25形　・19形）　屋内（※19形　・25形）

　周辺部の端からの間隔　　　　　　　　　　・図示　・　
　野縁の間隔　　　　　　　　　　　　　　　・図示　・　

１ アルミニウム及び

２ 鉄鋼の亜鉛めっき

３ 軽量鉄骨天井下地

(14.2.1)(表14.2.1)

(14.2.2)(表14.2.2)

　野縁受、つりボルト及びインサートの間隔　・図示　・　

・つりボルトの間隔が900mmを超える場合の補強方法　※図示　・　

14
金
属
工
事

屋外の形式及び寸法

陽極酸化皮膜の着色方法　※二次電解着色　・三次電解着色
色合等　　　　　　　　　・シルバー

・天井のふところが3.0mを超える場合の補強方法　※図示　・　
・天井下地材における耐震性を考慮した補強

　　補強方法　※図示　・　
　　補強箇所　※図示　・　

　　建築基準法に基づき定まる風圧力の(・1・1.15・1.3)倍の風圧力に対応した工法
屋外の軒天井、ピロティ天井の工法

(14.5.3、4)(表14.5.1)スタッド、ランナーの種類
　※標準仕様書表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類
　・図示　・　
スタッドの高さが5.0mを超える場合　※図示　・　
出入口及びこれに準ずる開口部の補強
　※標準仕様書14.5.4(5)による　・　

４ 軽量鉄骨壁下地

取付け用下地　※標準仕様書14.4による　・図示　・　
伸縮調整継手　・設ける（施工箇所　・図示　・　　　　　　）　・設けない

　　建築基準法に基づき定まる風圧力の(・1・1.15・1.3)倍の風圧力に対応した工法
屋外の軒天井、ピロティ天井の工法

(14.7.2、3)(表14.2.1)(表14.7.1)種類　・250形　・300形　・350形　・図示
表面処理　種別　　（　A-1　）種

笠木の固定金具の工法等
　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1・1.15・1.3）倍の風圧力に対応した工法

６ アルミニウム製笠木

種別 種別製法 形状 板幅 板厚 表面処理
色合い等（mm）（mm）

・押出し
・ロール
・プレス・

ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ形

パネル形
・アルミ
　ニウム

(14.6.2、3)(表14.2.1)５ 金属成形板張り

　　　　　色合等　・標準色（　　　　）
　　　　　　　　　・特注色（　　　　）

(15.3.2、5)
既製目地材　・設ける　施工箇所（　図示　）　形状（※図示　・　　　）
　　　　　　・設けない

モルタル　　・現場調合材料　・既調合材料

床の目地　　・設ける（目地割り　※2㎡程度(最大目地間隔3m程度) 　・　　　　）
　　　　　　　　　　（種類　　　※押し目地　・　　　　）
　　　　　　・設けない

１ モルタル塗り15
左
官
工
事 下地調整塗材塗りの接着力試験

屋外のタイル張り下地及び屋内の吹付部分等のタイル張りの下地モルタル塗り及び

　　　　　　・適用する　・適用しない

２ せっこうボード

３ 仕上塗材仕上げ 内装仕上げに用いる塗材のホルムアルデヒド放散量
　※F☆☆☆☆　・　

　 その他のボード下地
せっこうボード及びせっこうラスボードの種類及び厚さ (15.2.5)
　種類（・GB-R　　GB-L　　・　　　　）　厚さ（　　　mm）
木質系セメント板の種類及び厚さ
　種類（・　　　　）　厚さ（　　　mm）

(15.6.2)

仕上塗材の種類
　薄付け仕上塗材

呼び名 仕上げの形状及び工法等
・外装薄塗材 Si
・可とう形外装薄塗材 Si

防火材料

・外装薄塗材 E
・可とう形外装薄塗材 E
・防水形外装薄塗材 E
・外装薄塗材 S
・内装薄塗材 C
・内装薄塗材 L
・内装薄塗材 Si
・内装薄塗材 E
・内装薄塗材 W

・　
・　
・　
・　
・　
・　
・　
・　
・　
・　
・　

・ゆず肌状（・吹付け　・ローラー塗り）
・砂壁状

・さざ波状
・平たん状

・着色骨材砂壁状（・吹付け　・こて塗り）
・砂壁状じゅらく
・京壁状じゅらく

　吸放湿性　・適用する　・適用しない

・凹凸状（・吹付け　・こて塗り）

・ＭＤＦ Ｇ
表裏面の状態
による区分 による区分

曲げ強さ
による区分 による区分

難燃性接着剤施工箇所

６ 接合具等

諸金物の形状、寸法及び材質

造作材の化粧面の釘打ち
　※隠し釘打ち　・釘頭埋め木　・つぶし頭釘打ち　・釘頭現し

　※かすがい、座金、箱金物及び短冊金物
　（標準仕様書 表12.2.3～5に示す程度の市販品　表14.2.2のF種程度）
　・　　　　　　　（形状：　　　寸法：　　　材質：　　　）

７ 接着剤 接着剤のホルムアルデヒドの放散量　※F☆☆☆☆

・パーティクルボード Ｇ

・　
※13タイプ ※P又はM

・　 ・　
※15

施工箇所 表裏面の状態
による区分 による区分

曲げ強さ
による区分
耐水性

による区分
難燃性 厚さ

(mm)

施工箇所

・JAS 0360に基づく構造用パネル

寸法(mm)

　　　床組　※杉又は松　・　

窓、出入口その他　　吊元枠、水掛かりの下枠及び敷居　※ひのき　・　

保存処理性能区分
・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４
・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

・薬剤の塗布等による防腐、防蟻処理

適用部材

適用部材

・　

・薬剤の接着剤への混入による防腐、防蟻処理
　適用部位（　　　　　　　　　　）

　 処理

処理の方法

・合板等の加圧注入による防腐、防蟻処理

薬剤の種類

　　　　　　　　　　その他　　　　　　　　　　　　　※松又は杉　・　

縁甲板及び上がりがまち　※ひのき　・　

８ 防腐・防蟻・防虫 ・薬剤の加圧注入による防腐、防蟻処理

※薬剤の製造所の仕様による ※JIS K 1571に適合又は同等品

　適用部位（　　　　　　　　　　）

９ 内部間仕切軸組及び
　 床組み

11 床板張り

12 壁及び天井下地

間仕切軸組　・杉又は松　・　

壁胴縁、野縁受桟、野縁及び吊木　　　　　※杉又は松　・　

10 窓、出入口その他

13
屋
根
及
び
と
い
工
事

・
下葺材料　・アスファルトルーフィング　940
　　　　　・改質アスファルトルーフィング下葺材

２ 折板葺

山ﾋﾟｯﾁ山高

・無し
・有り

厚さ

・重ね形

・かん合形
・はぜ締め形

(　　)種

施工箇所 形式
耐力に
よる区分

材料に
よる区分

山高、山ﾋﾟｯﾁ
による区分 (mm)

軒先面
戸板 性能

※鋼板製
・ｱﾙﾐﾆｳﾑ
合金板製

工法

１ 長尺金属板葺

施工箇所 板及びコイル
の種類 量等の種類及び記号

塗膜の耐久性、めっき付着
(mm)
厚さ 屋根葺形式

※JIS G 3322の ・心木なし瓦棒葺

・横葺　・　

　　　　　　（・一般タイプ ・複層基材タイプ ・粘着層付タイプ）
横葺きの場合のけらば納め
　　　　　・つかみ込み納め　　・けらば包み納め

防火

　屋根用
着色　・有・ ・立て平葺・蟻掛葺

・0.4
・0.5

　鋼板の種類（※JIS G 3322の屋根用（着色　・有　　・　　　）
　塗膜の耐久性の種類、めっき付着量（・5種(AZ150)　　・　　　　）

材料

　　　　　・無し
工法

耐雪性能に対応した工法の適用 　・適用する　　・適用しない
折板のけらば納め　※けらば包みによる方法　・　
雪止め　・設置する（施工箇所　※図示　・　　　）　・設置しない

３ 粘土瓦葺

施工箇所 製法に
よる区分よる区分よる区分

種類
形状に 寸法に 大きさ 産地 雪止め瓦

の使用

・する
・しない

役物瓦
の種類

・する
・しない

　桟瓦の防災瓦の使用　・適用する　　・適用しない 
　JIS A 5208 に基づく凍害試験等　※行わない　・行う（　　　　　）

　棟補強用心材　材質　※杉　・ひのき　・　
　　　　　　　　寸法　※幅40×高さ30(mm)以上　・　

　瓦桟木　　　　材質　※杉　・ひのき　・　
　　　　　　　　寸法　※幅21×高さ15(mm)以上　・　

　棟補強等に使用する金物等

工法
　　　　　　　　形状、寸法及び留付け方法　・図示　・　

　瓦緊結用釘又はねじ
　　　　　　　　種類（　　　　　）　径（　　　　　）　長さ（　　　　　）

　風圧力又は地震力に対応した瓦の緊結方法等　※図示による
　瓦桟木の留付け工法　※図示　・　
　棟の工法　・７寸丸伏せ棟又はF形用冠瓦伏せ棟　・のし積み棟　
　面戸、雀口、葺土の露出する瓦接合部に仕上げを施す場合
　・モルタル　　　・瓦葺き用しっくい

・５類（AZ150）

厚さ(mm)

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1・1.15・1.3）倍の風圧力に対応した工法

　　　　　　　　材質　・ステンレス製　　・溶融亜鉛めっき処理を行った鋼製　

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1・1.15・1.3）倍の風圧力に対応した工法

・無し
・30分

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1・1.15・1.3）倍の風圧力に対応した工法
　雪止め　・設置する（施工箇所　※図示　・　　　）　・設置しない

備考

・吹放し　・凸部処理　・平たん状

　　外装厚塗材 C の上塗材
　　　　　　・ｾﾒﾝﾄｽﾀｯｺ　・　

　上塗材　　・適用する　・適用しない
　吸放湿性　・適用する　・適用しない

・凹凸状　・ひき起こし　・かき落とし

・内装厚塗材 E
・内装厚塗材 Si
・内装厚塗材 G
・内装厚塗材 L
・内装厚塗材 C
・外装厚塗材 E
・外装厚塗材 Si
・外装厚塗材 C

・　
・　
・　
・　
・　
・　
・　
・　

防火材料 仕上げの形状及び工法等呼び名
　厚付け仕上塗材

　複層仕上塗材
呼び名 仕上げの形状及び工法等防火材料

・　
・　
・　
・　
・　
・　
・　
・　

・複層塗材 CE
・可とう形複層塗材 CE
・複層塗材 Si
・複層塗材 E
・複層塗材 RE
・防水形複層塗材 CE
・防水形複層塗材 E

・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸状

　耐候性　　※耐候形1種　・
　上塗材
　　溶　媒　※水系　・溶剤系　・弱溶剤系
　　樹　脂　・アクリル系　・　
　　外　観　※つやあり　・つやなし
　　　　　　・メタリック・防水形複層塗材 RE

呼び名 仕上げの形状及び工法等防火材料
・　
・　

・吹付用軽量塗材
・こて塗用軽量塗材

　軽量骨材仕上塗材

(15.7.2)種別　・Ａ種　・Ｂ種

(15.12.2、3)

吹付け厚さ(mm)　　　　　　　　　　　　・図示　　　　・25　　　・　

４ マスチック塗材塗り

５ ロックウール吹付け ロックウールのホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　 ・　
接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　　※F☆☆☆☆ 　・　

600 0.8

　・配管用鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管(カラー)　　・ルーフドレン　

　材種　※標準仕様書表13.5.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）　・SUS　

　材種　※標準仕様書表13.5.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）　・SUS

90

断熱材　　・有り（種別：グラスウ-ル　厚さ(mm)：100　防火性能：　時間）

低学年棟
渡り廊下

図示 図示

図示

全般 図示

図示図示



調査調査製作計画
業務番号

株式会社
KATSURA 図面番号縮尺図面名

桂設計　埼玉事務所
KATSURA SEKKEI INC.

一級建築士登録　第301170号　白須　若菜

工事名 000000

A-

川島町公立保育園統合整備工事

A1:
A3: 2026/ 03/ 13 04特記仕様書 - 4

　外部に面する建具の耐風圧性　

　・防音ドア、防音サッシとする場合

　・断熱ドア、断熱サッシ Ｇ とする場合

　・防音ドア、防音サッシとする場合　　　遮音性の等級（　　　　　）
　・断熱ドア、断熱サッシ Ｇ とする場合　断熱性の等級（　　　　　）

工法　水切り板、ぜん板　　　　　※図示　　・　

　　　遮音性の等級　・Ｔ-１種　　・Ｔ-２種

　　　断熱性の等級　・H-4種　・H-5種　・H-6種　・H-7種　・H-8種

　表面色　　　　　　・標準色　　　・特注色

　外部に面する建具の日射熱取得性の等級　・
　枠の見込み寸法　・建具表による
ガラス　　　　　　　※複層ガラス（組合せは建具表による）　・　

形状及び仕上げ

　　　木下地の場合の内付け建具　・適用しない　　・適用する

ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※HL　　・

材料　ステンレス鋼板　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1
　　　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※HL　　・
形状及び仕上げ
　鋼板類の厚さ　※標準仕様書　表16.4.2による　　・　　使用箇所（　　　）

７ 鋼製建具 (16.2.2)(16.4.2～4)(表16.4.2)

標準型鋼製建具の形式及び寸法　　※建具表による　　・　　　

　・耐風圧性の等級　（・　　　　　　） 

８ 鋼製軽量建具

　・防音ドア、防音サッシとする場合　　　遮音性の等級（　　　　　）
　・断熱ドア、断熱サッシ Ｇ とする場合　断熱性の等級（　　　　　）
材料

(16.2.2)(16.5.2～4、6) 

　鋼板　・亜鉛めっき鋼板　・ビニル被膜鋼板　・カラー鋼板　・ステンレス鋼板

性能値等（建具符号：建具表による）
　・簡易気密型ドアセット　・適用する　・適用しない

性能値等（建具符号：建具表による）
　・簡易気密型ドアセット　・適用する　・適用しない

　ステンレス鋼板　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1
　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※HL　　・
形状及び仕上げ
　鋼板類の厚さ　※標準仕様書　表16.4.2による　　・　　使用箇所（　　　）
標準型鋼製建具の形式及び寸法　※建具表による　　・　　　

９ ステンレス製建具 (16.2.2)(16.4.2)(16.6.2～5)
　・簡易気密型ドアセット（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）
　外部に面する建具の耐風圧性　
　・耐風圧性の等級　（・　　　　　　） 
　・防音ドア、防音サッシとする場合　　　遮音性の等級（　　　　　）
　・断熱ドア、断熱サッシ Ｇ とする場合　断熱性の等級（　　　　　）

10 木製建具 (16.7.2～4)
建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

材料　ステンレス鋼板　※SUS304、SUS430J1L、SUS443J1　・　
　　　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※HL　　・
形状及び仕上げ　表面仕上げ　※ＨＬ　・鏡面仕上げ　・　
工法　ステンレス鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　・角出し曲げ

建具材の加工、組立時の含水率　※Ａ種　・　

　※F☆☆☆☆　・　

性能値等（建具符号：建具表による）

・フラッシュ戸

　表面材の合板の種類
合板の種類 規格等 備考

・普通合板 Ｇ 表面の樹種
　・

接着の程度（・１類　・２類）
・天然木化粧合板 Ｇ 樹種名（　シナ　）

接着の程度（・１類　・２類）
・特殊加工化粧合板 Ｇ 化粧加工の方法

　・
接着の程度（・１類　・２類）

　表面板の厚さ　※表16.7.6による　・　

・かまち戸
　かまち樹種（　シナ　）　鏡板樹種（　　　）

・ふすま
　張りの種別（・Ⅰ型　・Ⅱ型）

　縁仕上げ　・塗り縁　　・生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）
　見込み寸法　※19.5mm　・建具表による　　・　

　上張り(押入等の裏側以外)　　・鳥の子　　・新鳥の子又はビニル紙程度　

　見込み寸法　※36mm　　・建具表による　　・　

　表面材のホルムアルデヒド放散量等
　　※標準仕様書16.7.2(2)(ｲ)(a)による

板面の品質（※広葉樹１号　・　　　）

　※プリント
　・ポリエステル化粧合板
　・メラミン化粧合板

・ＭＤＦ Ｇ

　引戸の召合せかまちのいんろう付きの適用　　・適用しない　　・適用する

　表面板の仕上　・建具表による 

・紙張り障子
　見込み寸法　※30mm　　・建具表による　　・　

　見込み寸法　※30mm　　・建具表による　　・　
枠及びくつずりの材料　　・建具表による　　・　

11 建具用金物 (16.8.2、3)(表16.8.1)金物の種類及び見え掛り部の材質等
　※標準仕様書表16.8.1及び適用は建具表による　・　

　※標準仕様書表16.8.3による　・建具表による

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ
　※標準仕様書表16.8.2による　・建具表による　
樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ
　※標準仕様書表16.8.4による　・建具表による　
木製建具に使用する戸車及びレール
　※標準仕様書表16.8.5による　・建具表による　
握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付位置
　・建具表による　　　　　　　・　

12 鍵 (16.8.4)

鍵箱　　　　　　※有り（20個仕様）　　・無し

マスターキー　　・製作する（　　　　　　　　）
　　　　　　　　・製作しない
鍵の製作本数　　※各室３本１組（室名札付き）

13 自動ドア開閉装置 (16.9.2)戸の開閉方式
　・建具表による
引き戸用駆動装置

　　・放射無線周波数電磁界耐性（　　　　）　・耐電圧（　　　　）
　　・防錆（　　　　）　・防滴（　　　　）　・電源（　　　　）
引き戸用検出装置の種類（表16.9.4）　・建具表による

　　※標準仕様書 表16.9.3による（防錆　・適用する　・適用しない）

　車椅子使用者用便房スイッチの種類

　タッチスイッチの種類 
　　・無線式タッチスイッチ　　・光線式タッチスイッチ

　　・大形押しボタンスイッチ　　・非接触スイッチ
凍結防止措置　・行う　・行わない

　　・耐電圧（　　　　）　・温度上昇（　　　　）
　　・耐久性(サイクル)（　　　　）　・防錆（　　　　）
　　・電源（　　　　）
引き戸用検出装置（表16.9.3）

　　※標準仕様書 表16.9.2による（防錆　・適用する　・適用しない）

　　※標準仕様書 表16.9.1による（防錆　・適用する　・適用しない）
　　・種類・開閉方式（　　　　）　・耐電圧（　　　　）　
　　・温度上昇（　　　　）　・耐久性(サイクル)（　　　　）　
　　・防錆（　　　　）　・電源（　　　　）
車椅子使用者用便房出入口引き戸用駆動装置（表16.9.2）

・戸ぶすま
　表面板の仕上　・建具表による 

16 １ 防火戸 ※建具表による　・　 (16.1.3)

２ 見本の製作等 (16.1.4)

３ 防犯建物部品 (16.1.6)・適用する（※建具表による　・　　　　　）　・適用しない

４ アルミニウム製建具 性能値等（建具符号、枠の見込み寸法：建具表による）
　耐風圧性等級、気密性等級、水密性等級　※建具表による　・図示

建具見本の製作　　・行う（建具符号：　　）　・行わない

特殊な建具の仮組　・行う（建具符号：　　）　・行わない

(16.2.2～5)(表16.2.1、2)

建
具
工
事

建具見本製作の目的等　　・

種　別
・Ａ種
・Ｂ種
・Ｃ種
・Ｄ種
・Ｅ種

耐風圧性
S-4

気密性 水密性 枠見込み(mm)
※図示による

施工箇所

※図示による
※図示による
※図示による
※図示による

S-5
S-6
S-2
S-3

A-4 W-5

A-3

A-3

W-4

W-3
・
・
・

・建具表による
・100

５ 網戸等 (16.2.3)

・防虫網

・防鳥網

※合成樹脂製
・ガラス繊維入り合成樹脂製

※0.25mm以上
・　

1.5mm

※16～18メッシュ
・　

網目寸法15mm

種類 材種 線径 網目

・ステンレス(SUS316)製
ステンレス(SUS304)線材

　・防音ドア、防音サッシとする場合　　　遮音性の等級（　　　　　）
　・断熱ドア、断熱サッシ Ｇ とする場合　断熱性の等級（　　　　　）

　　

表面処理

材料　ステンレス鋼板　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1
　　　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※HL　　・
形状及び仕上げ

結露水の処理方法　　　　　　　・水貯め式　・排水式　
　　　　　　　　　　着色　　　・標準色　　・特注色
　屋内の建具　　　　種別　　　・BC-1種　　・BC-2種　（標準仕様書表14.2.1）
　　　　　　　　　　着色　　　・標準色　　・特注色
　外部に面する建具　種別　　　・BB-1種　　・BB-2種　（標準仕様書表14.2.1）

木下地の場合の内付け建具　・適用しない・適用する
工法　水切り板、ぜん板　　　　　※図示　　　・　

　耐風圧性等級、気密性等級、水密性等級　※建具表による　・図示
性能値等（建具符号、枠の見込み寸法：建具表による）

６ 樹脂製建具 (16.2.5)(16.3.2～5)(表16.3.1～3)

種　別
・Ａ種
・Ｂ種
・Ｃ種
・Ｄ種
・Ｅ種

耐風圧性
S-4

気密性 水密性 枠見込み(mm)
※図示による

施工箇所

※図示による
※図示による
※図示による
※図示による

S-5
S-6
S-2
S-3

A-4
W-3

・
・
・

W-4

W-5
・
・

　外部に面する建具の種別

　外部に面する建具の種別

６ しっくい塗り しっくい
　・既調合材料
　　色しっくい　・適用する　・適用しない
下地
　・せっこうボード　・せっこうラスボード　・モルタル塗り　・木ずり
　・こまい　・下塗りをせっこうプラスターとし上塗りに使用する場合

(15.10.2～4)

既調合しっくいの調合

現場調合しっくいの調合及び各層の塗厚

既調合しっくいの上塗り仕上げ工法

　・せっこうボード下地　　　※標準仕様書表15.10.1　　・
　・モルタル塗り下地　　　　※標準仕様書表15.10.2　　・
　・せっこうラスボード下地　※製造所の仕様による　　 ・・

　・木ずり下地　　　　　　　※標準仕様書表15.10.3　・
　・せっこうプラスター下地、こまい下地　　※標準仕様書表15.10.4　・

　・なで切り仕上げ　　・パターン仕上げ

(16.12.2～4)

(16.13.2、3)

(16.11.2、3)

(16.10.3)(表16.10.1)

(16.14.2～4)(図16.14.1)

(16.14.5)

17
カ
Ⅰ
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
工
事

1　取付方法、性能等

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法
主要部材の耐風圧性能（ガラスを除く）
支点間距離(h)

4m以下

4mを超える
・　
　かつ絶対量20mm以下であること
・たわみ量が±(1/150)×h

・　

耐風圧性能

取付け形態による分類
・層間方式　・柱・梁方式　・方立方式　・スパンドレル方式　・　

(17.1.3)

耐風圧性

性能の確認方法及び判定方法 
　※性能の確認及び判定方法が確認できる資料を提出し、監督職員の承諾を受ける　　

（℃）水密性 気密性 遮音性 耐火性能 耐温度差性断熱性

・1時間
・30分

・60
・70
・80

２ メタルカーテン
　 ウォール

金属系材料の種類
　・アルミニウム材　・鋼材　・ステンレス鋼材

　　・構造ガスケット　形状、寸法等　・図示　・　

シーリング材の種類（目地等）
　種類及び寸法等　※図示による　　・
ガラスの取付け材料
　　・シーリング　　　種類（・SR-2   　・SR-1）

　　種類及び範囲　※図示による
形状及び仕上げ
　製品の寸法許容差　　　※標準仕様書表17.2.1による　・　

　（アルミニウム材の場合）
　　　規格等　　※標準仕様書16.2.3による
　　　種別　　　・　　　　　　　　　　（標準仕様書表14.2.1）
　　　着色　　　・標準色　・特注色
　（鋼材及びステンレス鋼材の場合）
　　　・

見え掛り部の仕上げ　　・　

　ガラス溝の寸法、形状　※カーテンウォールの製造所の仕様　・　　

取付け
　躯体付け金物の取付け位置の寸法許容差
　　鉛直方向　※±10mm　・　
　　水平方向　※±25mm　・　

(17.2.2、3、5、6)

断熱材 Ｇ

　カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差
　　目地の幅　　　　　　　　　　　　　※±3mm 　・　
　　目地の心の通り　　　　　　　　　　※0～2mm　・　
　　目地両側の段差　　　　　　　　　　※0～2mm　・　
　　各階の基準墨から各部材までの距離　※±3mm 　・　
　耐火処理　適用部位、材料等　※図示による
ガラスの取付け材料
　ガラスの取付け材料がシーリングの場合のガラスの支持方法　※4辺支持　　・ 

３ PCカーテンウォール
材料

　　　　　　　　　　　スランプ　　　　　※12cm　　 ・　
　　　　　　　　　　　気乾単位容積質量

(17.3.2～6)(表17.3.1、2)

　　　　　　　　　　　　・　

　　　　　　網目寸法　・　
　補強鉄線の径(mm)　　・3.2　　・4.0　　・5.0　　・6.0
　鉄筋　　　　　種類記号　※SD295

　シーリング材の種類（目地等）
　　種類及び寸法等　※図示による　　・
　ガラスの取付け材料

耐火処理
　適用部位、材料等　※図示による
断熱材 Ｇ　　　種類（　　　　　　）　
　種類及び範囲　※図示による

形状及び仕上げ
　製品に見え掛り部の寸法許容差

　構造ガスケットを用いる場合のアンカー溝の寸法及び寸法許容差

　　　　　　　　　　　・石材（・花こう岩　　・大理石　　・　　　）

先付けの材料

　　※図示による　　・

　　・構造ガスケット　形状、寸法等　・図示　・　

製作
　PC版の配筋 　※図示による
取付け
　躯体付け金物の取付位置の寸法許容差
　　鉛直方向　　　　　　　　　　　　※±10㎜　　・
　　水平方向　　　　　 　　　　　   ※±25㎜　　・
　カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差
　　目地の幅　　　　　　　　　　　　　※±5mm　・　

　　各階の基準墨から各部材までの距離　※±5mm　・　
　ガラスの取付け方法 

 　　・ガラスの取付け材が構造用ガスケットで複層ガラス等を使用する場合は排水
 　 　機能の設置及びガラスの封着処理の強化を行う 

　　　　　　　　　　　単位水量の最大値　※185kg/m^u3　・　

　　　　　　　　　　　　・軽量コンクリートの場合  1.8t/m^u3 ～ 2.1t/m^u3
　　　　　　　　　　　　・普通コンクリートの場合　2.1t/m^u3を超え2.5t/m^u3以下

　　・表面仕上げ材　　・セラミックタイル

　PCカーテンウォールの仕上げ ・　

　コンクリート　種類　（・普通コンクリート　・軽量コンクリート1種　　・　　　）　

18 １ 材料 (18.1.3)屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

　　　　　　・仕上表による
・防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

　※F☆☆☆☆　　・塗
装
工
事

２ 素地ごしらえ (18.2.2～7)

※A種　　・B種
透明塗りの場合
不透明塗料塗りの場合

下地面等 種別

木部 ・A種　　※B種
・A種　　・B種　　※C種

亜鉛めっき鋼面

コンクリート面（ＤＰ以外）及びＡＬＣパネル面
・A種　　※B種
・A種　　※B種

・A種　　・B種

目地：継目処理工法
目地：継目処理工法以外

※A種　　・B種
・A種　　※B種

鉄鋼面（DP以外 ）
鉄鋼面（DPのみ） ・A種　　※B種　　・C種

押出成形セメント板面 ・A種　　※B種
コンクリート面（ＤＰのみ） ※A種　　・B種

モルタル面及びせっこうプラスター面

せっこうボード面及び
その他ボード面

３ 錆止め塗料塗り (18.3.2、3)

見え掛り：A種
見え隠れ：B種

見え掛り：A種
見え隠れ：B種
鋼製建具等：A種
上記以外：B種

鋼製建具等：C種
上記以外：B種

錆止め塗料塗りの工程錆止め塗料の種別塗料の種別

A種SOP

・A種　※B種

C種　
B種

C種及びD種

表18.3.6

表18.3.4

下地面

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

DP

DP

EP-G

EP-G

※A種　・B種　SOP

　　　　　　　　　　　・建具枠
　　　　　　　　　　　・ゴンドラ用ガイドレール

　　対角線長の差　  ※0～5㎜ ・　　　曲がり 　　　　　※0～3㎜ ・　
　　辺長　　　　　　※±3mm  ・　　  ねじれ、そり　　 ※0～5㎜ ・　

　　版厚　　　　　　※±2mm　・　　　面の凹凸　　　　 ※0～3㎜ ・　
　　開口部内法寸法　※±2mm  ・　　　先付け金物の位置 ※0～5㎜ ・　

　　目地の心の通り　　　　　　　　　　※0～3㎜ ・　
　　目地両側の段差　　　　　　　　　　※0～4㎜ ・　

                品質　設計基準強度(Fc)　※30N/mm^u2　・　

16 軽量シャッター
　

　　めっき付着量　（※Z06又はF06　　・　　　）

　　めっき付着量　（※AZ90　　　・　　　　）
スラットの形状　　・インターロッキング形　　・オーバーラッピング形

17 オーバーヘッドドア

による区分
セクション材料

による区分
開閉方式

による区分
収納形式

・アルミニウムタイプ
・ファイバーグラスタイプ

・125(1250Pa)
・100(1000Pa)
・75 ( 750Pa)
・50 ( 500Pa)

※バランス式
・チェーン式
・電動式

・スタンダード形
・ローヘッド形
・ハイリフト形
・バーチカル形

※溶融亜鉛
　めっき鋼板
・ステンレス
　鋼板

※スチールタイプ

開閉形式の種類　　※手動式　　・電動式（手動併用）

安全装置
　電動シャッターの障害物感知装置
　（設置箇所　　・建具表による　　・　　　　　　）

耐風圧強度　（　　　）pa

スラットの材質の種類
　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）

風圧力による
強さの区分 の材料

電動式オーバーヘッドドアの障害物感知装置（設置箇所　・建具表による　・　　　　　）

14 自閉式上吊り引戸
　 装置

性能　※標準仕様書表16.10.1による　　・　

15　重量シャッター シャッターの種類

　・屋内用防火シャッター
　・防煙シャッター

　・管理用シャッター　　　
　・外壁用防火シャッター　

　　　・手動開き力（　　　　）　　　・手動閉じ力（　　　　）
　　　・閉じ速度の調整（　　　　）　・制動区間（　　　　）
　　　・開閉繰返し（　　　　）　　　・耐衝撃性（　　　　）

外壁開口部に設ける重量シャッターの耐風圧強度（　　　　）pa
開閉方式の種類　※電動式（手動併用）　　・手動式
安全装置

屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止機構

スラット及びシャッターケース用鋼板

　めっきの付着量　　※Z12又はF12　　・　

管理用シャッターのシャッターケース　　※設ける　・設けない

　鋼板の種類　　　　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）
　　　　　　　　　　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

ガイドレール、まぐさ、雨掛りに用いる座板及び座板のカバー、雨掛りに用いる
スイッチボックス類のふたの材質
　ステンレス鋼板　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1

　　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　）

　　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　）

　急降下制御装置、急降下停止装置、障害物感知装置

18 ガラス

　網入り板ガラス、線入り板ガラスの網、線の形状、板の表面の状態、厚さの呼び

・合わせガラス

　形状　・平面合わせガラス　・曲面合わせガラス
　落球衝撃はく離特性及びショットバック衝撃特性
　　　　・Ⅰ類　・Ⅱ-１類　・Ⅱ-２類　・Ⅲ類

・強化ガラス
　形状による種類、材料板ガラスの種類による名称、特性による種類
　　　　※建具表による　・図示
　破片の状態及びショットバック衝撃特性による種類　・Ⅰ類　・Ⅲ類

・熱線吸収板ガラス
　板ガラスによる種類、厚さによる種類、性能による種類
　　　　※建具表による　・図示
　性能　・１種　・２種

・複層ガラス

　　　　※建具表による　・図示
　断熱性による区分　・Ｔ１　・Ｔ２　・Ｔ３　・Ｔ４　・Ｔ５　・Ｔ６

　乾燥気体の種類　　・空気　・アルゴン

・熱線反射ガラス

　日射熱遮へい性による区分　・１種　・２種　・３種
　耐久性による区分(日射熱遮へい性が２種の場合)　・Ａ類　・Ｂ類

　フロート板ガラスの品種、厚さの呼びによる種類　※建具表による　・図示

　材料板ガラスの種類及び厚さの組み合わせ並びに合わせガラスの合計厚さ、特性
　による種類　※建具表による　・図示

　日射取得性及び日射遮蔽性による区分　・Ｇ　・Ｓ

　材料板ガラスの種類及び厚さの組み合わせ並びに複層ガラスの厚さ

　材料板ガラスの種類及び厚さによる種類　※建具表による　・図示

・倍強度ガラス
　材料板ガラスの種類及び厚さによる種類　※建具表による　・図示

　型板ガラスの厚さによる種類　　　　　　　　　　※建具表による　・図示

　による種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　※建具表による　・図示

ガラスの留め材及び溝の大きさ

建具の種類 ガラス留め材 ガラス溝の大きさ(mm)
アルミニウム製 ・シーリング材

・　

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製
・　
・シーリング材

・　
・シーリング材

・　
樹脂製

・グレイジングチャンネル

・グレイジングチャンネル

※建具の製造所の仕様による
・図示による

※建具の製造所の仕様による
・図示による

※建具の製造所の仕様による
・図示による

※建具の製造所の仕様による
・図示による

防火性能色調 目地幅(mm)呼び寸法(mm) 厚さ(mm)

・160×160

・200×200 ・95

・95

伸縮調整目地

・

・

位置(mm)

力骨　材質　※ステンレス鋼（SUS304）　・　
　　　寸法　※径5.5mm　　・　
　　　形状　※はしご形状複筋及び単筋　　・　
化粧目地モルタルの色（・白　　・グレー）

金属製化粧カバー　材質　・ステンレス製　　・アルミニウム製
　　　　　　　　　寸法　※図示　　・　
　　　　　　　　　形状　※図示　　・　

シーリングの種類　　（・SR-1　　・PS-1）

木下地の場合のアンカー等の取付け間隔 ・図示による　・

壁用金属枠及び補強材　　・図示による　　・

目地部の横力骨の納まり
　※ガラスブロック製造所の仕様による　　・図示　　・ 
工法
　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

19 ガラスブロック積み

適用は以下によるほか、ガラスの種類・厚さの組み合わせは建具表及び図面による。

ガイドレール

建具表による

シート貼り 建具表による



調査調査製作計画
業務番号

株式会社
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KATSURA SEKKEI INC.
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工事名 000000

A-

川島町公立保育園統合整備工事

A1:
A3: 2026/ 03/ 13 05特記仕様書 - 5

渡り廊下

４ 塗装 (18.4.1～18.12.2)

-
-

-

※A種　・B種

亜鉛めっき鋼面
鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面
鉄鋼面
木部屋内
木部屋外

種別塗装

・A種　※B種
・A種　※B種

・A種　※B種
・A種　※B種

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出
成形ｾﾒﾝﾄ板面

・A種 ・B種 ・C種 -

-
-

塗料の種類

上塗り塗料の等級(　)級
上塗り塗料の等級(　)級

ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、
せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面、

・A種　※B種 -
-

その他ﾎﾞｰﾄﾞ面等
屋内の木部、鉄鋼面
亜鉛めっき鋼面

-・A種　※B種

-・A種　※B種

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、

屋上、屋根面の金属面に塗装する場合の塗料は高日射反射率塗装 Ｇ とする。
-

-・ﾋﾟｸﾞﾒﾝﾄｽﾃｲﾝ塗り
・ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り(OS)

クリヤラッカー塗りＡ種の工程2の適用 
・適用しない　・適用する(着色剤：・溶剤系着色剤　　・油性染料着色剤)
ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の着色の適用 
・適用する　・適用しない
オイルステン塗りの工程等 ※製造所の仕様による

-

・A種　※B種

・A種　※B種

19
内
装
工
事

１ 接着剤

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

２ 下地の工法 標準仕様書19.2.3(1)～(3)以外の下地の工法　・図示　・　

　・図示　・　

(19.2.2、3)

※FS(複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ)
・　
・　

種類の記号 色柄 厚さ(mm) 備考
・無地
・ﾏｰﾌﾞﾙ柄
・柄物

※2.0
・　

(19.2.2)

※KT(ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・柄物
・無地

・FOA(畳敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・FT(複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・TT(単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・FOB(薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

種類の記号
・300×300
・450×450
・500×500

寸法

・　

※2.0
・2.5
・3.0

厚さ(mm) 備考色柄

(19.2.2)

・帯電防止床シート
・帯電防止床タイル

シート種別 厚さ、寸法、形状 性能
(mm)
(mm)　　　×　

３ ビニル床シートＧ

接合部の処理　　※熱溶接工法　　・　

４ ビニル床タイル Ｇ

５ 特殊機能床材

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ、ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ、ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ用接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　※F☆☆☆☆　　・
(19.2.2)

種類

・耐動荷重性床シート
・防滑性床シート
・防滑性床タイル

(mm)
(mm)
(mm)　　　×　

・視覚障害者用床タイル (mm)
視覚障害者誘導ブロ

寸法及びその配列は
JIS T 9251による

ック等の突起の形状・　

(19.2.2)

(19.2.2)色柄　 　（　　　　　　   　）

寸法(mm) （　　　　       　）
厚さ(mm) （　　　　　　　　 ）

(19.3.2、3)(表19.3.1)・織じゅうたん

材質　　　・軟質　　・硬質　　・床シート巻上げ（端部の処理は図示）　　
高さ(mm)　※60　　　・75　　　・100
厚さ(mm)　※1.5以上 ・　

６ ビニル幅木

７ ゴム床タイル

８ カーペット敷き Ｇ

・ウィルトンカーペット 
・ダブルフェースカーペット
・アキスミンスターカーペット

パイル形状
・カットパイル
・ループパイル
・カット/ループパイル

織り方

　　色柄、※模様のない無地　　
　　パイル糸の種類等　※無地の織りじゅうたんの種別（・A種　・B種　・C種）　・
　　帯電性　　・適用する　　・適用しない

　　下敷き材　※反毛フェルト(JIS L 3204)の第2種2号　呼び厚さ8mm　・　

・カットパイル
・ループパイル
・カット、ループ併用

パイル形状 ﾊﾟｲﾙ長さ(mm) 工法 帯電性 備考

・　
・グリッパー工法・適用しない

・適用する(　　　)

　下敷き材（グリッパー工法の場合）
　　※反毛フェルト(JIS L 3204)の第2種2号　呼び厚さ8mm　・　

　　織じゅうたんの接合方法　　※ヒートボンド工法　・つづり縫い　

・全面接着工法

・タフテッドカーペット

　タフテッドカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　　・

・5～7　・ 
・4～6　・ 

　　厚さ、大きさ　　※標準仕様書 表19.5.1による
　　樹種　　　　　　※ なら　　 ・　

単層フローリング 

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床

　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床

寸法(mm)

接着工法の場合の不陸緩和材　※合成樹脂発泡シート　・　

複合フローリング 

　　　　　　　　　・生地のままワックス塗り
　　　　　　　　　・オイルステインの上、ワックス塗り
・現場塗装仕上げ　※ウレタン樹脂ワニス塗り

　　間伐材等の適用　・する　　　・しない
　　仕上塗装　　　　・塗装品　　・無塗装品
　　種別（標準仕様書表19.5.2、4、6）　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種
　　樹種　　　　　　※なら　　・　
　　工法　　　　　　・釘止め工法（・根太張り　・直張り）　・接着工法
・天然木化粧複合フローリング

　　間伐材等の適用　・する　　　・しない
　　仕上塗装　　　　・塗装品　　・無塗装品

　　間伐材等の適用　・する　　・しない

　　樹種　　　　　　※なら　　・　

　　工法　　　　　　※接着工法　・　

　　仕上塗装　　　　・塗装品　・無塗装品
　　厚さ、大きさ　　※標準仕様書表19.5.1、3による　・　

　　工法　　　　　　・釘止め工法（・根太張り　・直張り）　・接着工法

・フローリングブロック１等

・フローリングボード１等

(19.5.2～5)(表19.5.1～6)

各工法に使用する接着剤のホルムアルデヒドの放散量　※F☆☆☆☆　　・

塗床材のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　・　　

10 フローリング張り

９ 合成樹脂塗床 (19.4.2、3)(表19.4.4～8)

(JIS K 5970)

・厚膜流しのべ工法
・薄膜流しのべ工法

　よる
※製造所の指定に

※標準色　・　

※水性　・溶剤系　・無溶剤系

※平滑　　・防滑

※0.25kg/㎡以上

※平滑仕上げ

(防塵塗料塗り)

仕上げ色

溶剤

表面仕上げ

塗布量（kg/㎡）
工程・ｱｸﾘﾙ樹脂塗床

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

工法施工箇所 仕上げの種類

・防滑仕上げ
・平滑仕上げ

※平滑仕上げ

・厚膜型塗床材

・厚膜型塗床材
種別

・薄膜型塗床材

　見切り、押え金物　　・材質、種類、形状等　　※図示　・　　　　
　　　　　　　　　　　　　　階段部分　※模様流し　　・市松敷き　　・　
　タイルカーペットの敷き方　平場　　　※市松敷き　　・模様流し　　・　
　タイルカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　　・

施工箇所

・　
※500× 500
・　
※500× 500
・　
※500× 500

・　
※6.5
・　
※6.5
・　
※6.5
総厚さ(mm) 備考

・ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用

※ループパイル

・カットパイル

・第二種
・第一種
・第二種
・第一種
・第二種
※第一種
種　別パイル形状

・タイルカーペット

(19.6.2)(表19.6.1)
種別　・A種　・B種　・C種　・D種（畳床：・KT-Ⅰ・KT-Ⅱ・KT-Ⅲ・KT-K・KT-N）

　　　　　　・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン Ｇ ）
下地の種類　・標準仕様書表12.6.1による床組

　　　　　　・　

発散が極めて少ない材料を使用したものとする。
衝撃緩和型畳 （畳表：・C1　　・C2）

11 畳敷き

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、

合板のホルムアルデヒド放散量　※標準仕様書 19.7.2(2)(ｲ)の(a)～(d)のいずれか
　 その他のボード及び
　 合板張り

(19.7.2、3)(表19.7.1)12 せっこうボード、

・中質木毛セメント板 Ｇ
・硬質木毛セメント板 Ｇ

・普通木毛セメント板 Ｇ

種　　類 厚さ（mm）、規格等
・15　・20　・25　・　
・15　・20　・25　・　
・15　・20　・25　・　

木質系セメント板

種　　類 厚さ（mm）、規格等
木片セメント板

・12　・15　・18　・21　・　
・30　・　・普通木片セメント板 Ｇ

・硬質木片セメント板 Ｇ

・けい酸カルシウム板
繊維強化セメント板

・化粧けい酸カルシウム板

繊維板

火山性ガラス質複層板
・火山性ガラス質複層板 ・図示による

普通ボード0.8FK　ﾀｲﾌﾟ2(無石綿)　・6　・8
普通ボード0.8FK　ﾀｲﾌﾟ2(無石綿)　・6　・8
表面への化粧張り等の加工　・ｱｸﾘﾙ樹脂系焼付　

・ミディアムデンシティファイバー
　ボード（MDF）Ｇ
・インシュレーションボード Ｇ

・3 　・7　 ・9 　・12　・　

・9 ・12 ・15 ・18
Ａ級（・天井仕上　・内装仕上　・　　　）

・単板張りパーティクルボード Ｇ

・化粧パーティクルボード Ｇ
・10　・12　・15　・18　・　
・無研磨板 VN　・研磨板 VS

・10（難燃）　・12（難燃）　・　

・単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ DV　・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ DO
・塗装 DC

パーティクルボード

　　スタンダードボード（無処理）
ハードボード(素地）

・内装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ(DE)

テンパードボード（処理） ・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ(・未研磨板(RN)・研磨板(RS))
・外装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ(DE)

厚さ　・2.5  ・3.5   ・5   ・7

厚さ　・2.5　・3.5　・5　・7

・耐候性塗料塗り(DP)
・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD)
・クリヤラッカー塗り（CL)

・合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ
塗り(SOP)

ｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り(EP-G)
・つや有合成樹脂ｴﾏﾙ

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)
・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)
・ステイン塗り

・木材保護塗料塗り(WP)

フローリングのホルムアルデヒド放散量等
　※標準仕様書19.5.2(2)による

ＭＤＦ、パーティクルボード及び接着剤の
ホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　・　

・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ(・未研磨板(RN)・研磨板(RS))
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(20.2.2)

(20.2.3)

　・アルミニウム 表面処理（※標準仕様書 表14.2.1による種別（　　　　種）） 

５ 手すり

４ トイレブース (20.2.5)

・ポリエステル樹脂系化粧板
・メラミン樹脂系化粧板

表面材の種類

３ 移動間仕切 (20.2.4)
パネル表面材

仕上げ材質
総厚さ
(mm)

圧接装置の
操作方法操作方法構造形式 遮音性

・平行方向移動式
・二方向移動式

・手動式
・電動式
・部分電動式

・プッシュ式
・ハンドル式
・　

・鋼板
・　

・焼付塗装
・壁紙張り
・　

・36未満
・36以上

パネル表面仕上げの壁紙張りの品質、性能は、標準仕様書19章による。
遮音性能は、JIS A 6512に準拠し、中心周波数500Hzの音についての透過損失とする。
ハンガーレールの取付け下地の補強
　※取付け全重量の５倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量と
　　なるように補強する。
　・図示

(dB/500Hz)

パネルをランナーに取り付ける部品 
　※ランナーに加わる重量の5倍以上の荷重に耐えられるもの
ハンガーレール及びランナー 

パネル材料のホルムアルデヒド放射量　※F☆☆☆☆　・　

・　
※幅木タイプ

・アルミニウム製
・ステンレス製
・表面材と同材

※製造所の標準仕様 ・標準
・Ｒタイプ

ドアエッジの材質 ドアエッジの形状脚部種類

手すりの握り部分

材料の種類及び仕上げ
　・SUS304　表面処理　※HL程度　　・　　　　　
　・鋼製　　表面処理　溶融亜鉛めっき（※標準仕様書 表14.2.2による種別(　　種)）

材種　・ステンレス製　　　　　　・黄銅製押出型材 (20.2.7)６ 階段滑り止め
　　　・アルミニウム製押出型材　・　
形状　※タイヤ型（タイヤの材質：ゴム又は合成樹脂合等）　・タイヤレス製

取付け工法　※接着工法　・埋め込み工法　・　

端部の形状　フラットエンド　・あり　・なし
寸法(幅)　・35㎜程度　　・40㎜程度　　・50㎜程度

７ 黒板及び
　 ホワイトボード Ｇ ・黒板　区分　※焼き付け　・　

　　　　種類　・ほうろう　・鋼製　　・　
　　　　色　　※緑　　　　・　
・ホワイトボード（　　　　　　　　　　　）

８ 鏡 取付箇所（　　　　　）
寸法（mm）    ・図示        ・　
厚さ（mm）    ※ 5          ・　

９ 表示

(20.2.9)

(20.2.10)

(20.2.11)衝突防止表示
・設置場所　※図示による
　 形状・寸法（・30Φ　　　　　・　　　　　　）
　 材質　　　（・ステンレス製　・塩ビシート　）
 ・設置しない
 誘導標識、非常用進入口等の表示　　※消防法に適合する市販品　・　
 室名札、ピクトグラフ、案内板等の形状、寸法、材質、色、書体、印刷等の種別、
 取付け形式等(案内用図記号はJIS Z 8210による)
　 ※図示による

10 タラップ  材質及び仕上げ
 ・SUS304（スリップ止め加工　※あり　　・なし　） 
 ・鋼製　  表面処理　溶融亜鉛めっき 
 （※標準仕様書表 14.2.2による種別（※C種　　・　　　種）） 

(20.2.12)

(20.2.13)
工法
適用安全使用温度  ・　　

形式 スラットの材種操作
方法

ｽﾗｯﾄ幅
の材種
ﾎﾞｯｸｽ・ﾚｰﾙ

取付箇所(mm)
・横形 ・手動 ※ギヤ式

・コード式
・操作棒式

※アルミニウム

・　

※25
・　

※鋼製
・　

・図示
・　

・縦形
・電動 　-
・手動 ※２本操作ｺｰﾄﾞ式

・１本操作ｺｰﾄﾞ式
・アルミスラット
・クロススラット
・　

・ 80
・100

・図示
・　

・電動 -

幅・高さ　操作方法の種類

　合金製 Ｇ

11 煙突ライニング

12 ブラインド

　※パネル重量の5倍の荷重を、パネル１枚に使用するランナー数で除した値に
　　対して、耐力及び変形量が使用上支障のないもの

(20.2.6)

　　　色合等　・標準色（　　　　　　）　　・特注色（　　　　　　）

備考

・ﾋﾞﾆﾙ製ﾊﾝﾄﾞﾚｰﾙ

材種 直径(mm) 取付箇所

・樹脂被膜ﾀｲﾌﾟ

・30程度・35程度 ・45程度
・30程度・35程度 ・45程度
・34φ

表面仕上げ
・ｸﾘｱﾗｯｶｰ　・　
・
・

・集成材(材種：　)

(20.2.14)

　※鋼製ユニット煙突(煙突用成形ライニング材 )　　・

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ
　合金製

　 Ｇ とする

・シングル
・ダブル ・引分け

・片引き・手引き

・電動

・図示
・　・ひも引き

(暗幕)

品質、特殊加工等形式 開閉操作 ひだの種類 備考
・つまみひだ
・箱ひだ、片ひだ
・ﾌﾟﾚｰﾝひだ

生地の種別、 取付け
箇所

(20.2.16)

13 ロールスクリーン

　アルミスラット　焼付け塗装仕上げ
　クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工

その他の材料　※ロールスクリーンの製造所の仕様による　・　

縦型ブラインドのスラットの材質

(20.2.15)
幅、高さ、取付箇所　　　・図示　・　
操作方法　　　　　　　　・スプリング式　・コード式　・電動式

品質等　　　　　　　　　・　
材種　　　　　　　　　　・ガラス繊維製　・合成・天然繊維製

スクリーンの仕様
　消防法で定める防炎性能の表示があるもの

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合 Ｇ とする

　ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は

・ロックウール化粧吸音板

・グラスウール吸音ボード32K
・ロックウール吸音ボード1号

・フラットタイプ

・凹凸タイプ
　（・12(不燃)　・15(不燃)　・　　）

　（・9(不燃)　 ・12(不燃)　・　　）

・25（ガラスクロス包）　・　
・25　　・　

吸音材料

9.5（不燃）　・化粧無（下地張り用）
　　　　　　 ・化粧有（トラバーチン模様）
12.5（※不燃　・準不燃）

（トラバーチン模様）
9.5（準不燃）

12.5（不燃） 幅440mm程度
模様(・柾目　・板目)専用下地材有り

・12.5（不燃）　　・15（不燃）
9.5

・12.5（不燃）　　・15（不燃）
・せっこうボード製品

・不燃積層せっこうボード(GB-NC)
・せっこうボード(GB-R)

・シージングせっこうボード(GB-S)
・強化せっこうボード(GB-F)
・せっこうラスボード(GB-L)
・化粧せっこうボード(GB-D)(木目)

・化粧せっこうボード(GB-D)

・普通合板 Ｇ

　（※ﾗﾜﾝ程度　・　　　　）
　生地、透明塗料塗り
表板の材種

　不透明塗料塗り
　（※しな程度　　・　　　　）
板面の品質（　　　　）
厚さ(mm)（　　　　　）

・天然木化粧合板 Ｇ 化粧板の樹種名（　　　　　）
厚さ(mm)（　　　　　）

・特殊加工化粧合板 Ｇ 化粧加工の方法（・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装）
表面性能（　　　　　）タイプ
厚さ(mm)（　　　　　）

防虫処理　・行う　・行わない　

防虫処理　・行う　・行わない　

防虫処理　・行う　・行わない　

合板

JIS K 6903による厚さ（※1.2　・　　　）
・ポリエステル樹脂化粧板
・メラミン樹脂化粧板
化粧板

・
・・　

・　
・硬質ウレタンフォーム断熱材
・フェノールフォーム断熱材
・断熱材現場発泡工法
　　断熱材の種類　・A種1　　・A種1H

※断熱材打込み工法

・・　・ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材
・押出法ポリスチレンフォーム断熱材(スキン層なし)

種類 厚さ(mm) 施工箇所

14 断熱材 Ｇ (19.9.2～4)

開口部等補修のための張付け用の接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　※F☆☆☆☆　・　

・・　　(・2種bA　　・3種bA　　・3種bC　　・3種bD ) 

モルタル及びせっこうプラスター面の素地ごしらえの種別　　・Ａ種　　※Ｂ種

せっこうボード面の素地ごしらえの種別　　　　　　　　　　・Ａ種　　※Ｂ種
コンクリート面の素地ごしらえの種別　　　　　　　　　　　・Ａ種　　※Ｂ種

(19.8.2、3)

・
・・

・ ・
・ ・

・
・
・

・
・

壁紙の種類
施工箇所 塩化ﾋﾞﾆﾙ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ無機質その他織物紙

13 壁紙張り 壁紙のホルムアルデヒド放散量　　※F☆☆☆☆　・　

合板類の張付け　・Ａ種　・Ｂ種
せっこうボードの目地工法等　目地工法の種類　※仕上表による　　・　

突付け工法のエッジの種類
目透かし工法のエッジの種類

・ベベルエッジ　　　・スクェアエッジ
・ベベルエッジ　　　・スクェアエッジ

天井のボード類(ロックウール吸音板を除く)の重ね張りを行う場合　※図示　・　

･不燃・準不燃・難燃
･不燃・準不燃・難燃

備考防火性能

ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材、保温剤又は接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　　 ※F☆☆☆☆　・　

　　施工箇所　　　・図示　　・　
　　吹付け厚さ(mm)　　　

20
ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

１ フリーアクセス
　 フロア

施工箇所 構　法 表面仕上げ材耐震性能高さ
(mm)

所定荷重
(N)

寸法
(mm)

・帯電防止床ﾀｲﾙ
・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ
・　

・3,000
・5,000

・1.0Ｇ
・0.6Ｇ

　調整式

・置敷式
・支柱

・500×500
・　

・帯電防止床ﾀｲﾙ
・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ
・　

・3,000
・5,000

・1.0Ｇ
・0.6Ｇ

　調整式

・置敷式
・支柱

・500×500
・　

　※標準仕様書20.2.2(2)(ｵ)(a)～(c)による　　・　
寸法精度

フリーアクセスフロアスフロアの試験方法
　※標準仕様書20.2.2(2)(ｲ)(a)～(d)による　・　

　・以下による

帯電防止性能
・評価値（U）≧0.6以上
・評価値（U）≧1.2以上　　
感電防止性能
　漏えい抵抗（R）≧1×10 Ω6

　　　パネルの長さの寸法精度（　　　　　）
　　　パネルの平面形状（角度）の寸法精度（　　　　　）
　　　フリーアクセスフロアの高さの寸法精度（　　　　　）

２ 可動間仕切

(db/
ｽﾀｯﾄﾞ

構成基材の
種類
パネル

遮音性

500HZ)
・0
・12
・20
・28
・36

・スタッド式（内蔵）
・スタッド式（露出）
・パネル式
・スタッドパネル式

・不燃

防火性能構造形式

パネル材料のホルムアルデヒド放出量　※F☆☆☆☆　・　

　
・壁紙張り

　・メラミン樹脂焼付又は
　アクリル樹脂焼付

パネル表面仕上げ

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による。

パネル内に取付ける建具　・あり（※図示　　・　　　）　　・なし

 8節 の建具用金物に対応する材質とする。
パネル内に取付ける建具のドアクローザ、丁番、錠前、上げ落しは、標準仕様書 16章

備  考

材料による区分　※アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材
　　　　　　　　・ステンレス製
強さによる区分　※10-90　　　　　　 ・　
仕上げ　　　　　※アルマイト　　　　・　
形状　　　　　　※角形　　　　　　　・　

　 及びカーテンボックス
　　　　・アルミニウム製　押出し型材（市販品）
　　　　　　種別（標準仕様書表14.2.1）　・BC-1種　・BC-2種
　　　　　　色合い　・標準色（　　　　）　・特注色（　　　　）
　　　　・鋼製（仕上げ：　　　　　　　　　）

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用する場合は、Ｇ とする
暗幕カーテンの両端、上部及び召合せの重なり　　※300mm以上　　・　

生地の仕様　　消防法で定める防炎性能の表示があるもの

(20.2.16)15 カーテンレール

16 ブラインドボックス 溝幅×深さ(mm)　・90×150　・120×80　・120×150　・150×80　・図示
材種　　・集成材（仕上げ：　　　　　　　　　）

14 カーテン



調査調査製作計画
業務番号

株式会社
KATSURA 図面番号縮尺図面名

桂設計　埼玉事務所
KATSURA SEKKEI INC.

一級建築士登録　第301170号　白須　若菜

工事名 000000

A-

川島町公立保育園統合整備工事

A1:
A3: 2026/ 03/ 13 06特記仕様書 - 6

1 1

・　
※アルミニウム製

・600×600
・　

・一般形 ・屋内外用
・屋内用

・気密形

内枠外枠形式寸法
・450×450

材種
・額縁タイプ
・目地タイプ

・額縁タイプ
・目地タイプ

寸法 形式 備考材種
・450×450
・600×600
・　

・一般形
・密閉形

・屋内外用
・屋内用

・鍵付き・アルミニウム製
・ステンレス製
・鋼製
密閉型とは、ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したものとする。

備考防水性能耐火性能タ　イ　プ

・非耐火型
・耐火型

・無し
・有り

目地

目地材

目地寸法
(幅mm×深さmm)

・　
・ｼｰﾘﾝｸﾞ材（見え掛かり部のみ）

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材（内外とも）
・ｼｰﾘﾝｸﾞ材（見え掛かり部のみ）

目地 内壁 外壁

目地材の材質は標準仕様書表9.7.1による。

施工箇所　・図示　　　・　
形式　　　・差込式　　・据置式　　・壁張り式

17 天井点検口

18 床点検口

19 耐震スリット

20 止水版

・垂直
・水平

方向
・25
・

幅(mm)
※完全（全貫通型）

・ ・
・スリット幅×深さ10　　 ・スリット幅×深さ10　　

ｸﾘｱﾗﾝｽ(mm）

外部は防水型とする。

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製
・ｽﾃﾝﾚｽ製

・有り( 　)
・無し

・
・150　
・100
・50 

エキスパンションジョイントカバーには、脱落防止措置を講ずる。

( )階～( )階
( )階～( )階

建築物間の

(避難経路の床等)
　・　　以上
(その他)
　・　　以上

・有り( 　)
・無し

備考耐火性能材質 階区分 変位追従性(mm) 断熱性能

・　
・ステンレス鋼(SUS304)製
・硬質アルミニウム合金製
・塩化ビニル又はゴム製

材種 受け枠 備考

・　
・硬質アルミニウム合金
・ステンレス製(SUS304)

Ｗ Ｄ Ｈ
寸法(mm)

・流し台

・コンロ台

・つり戸棚

・水切り

材種 備考

・1800
・1500
・1200

・600
・550
・500 ・800

・850
天板ステンレス製
トラップ付き
市販品

・600 ・550
・600
・650

・620
・670

市販品
バックガード有り
天板ステンレス製

・1200
・900

・450
・700
・500 市販品

・1200
・900
・600 ・１段式　・　

ステンレス製
市販品　- 　-

22 くつふきマット

23 流し台ユニット

形状　　　　※図示　　・　

品質・性能　外観は、JIS A 4420「キッチン設備の構成材」の4.1 による。
　　　　　　構成材は、JIS A 4420の8 により試験を行ったとき、表1 の規定による。

形式

材種 形式 操作方法 固定方法 備考

・　
・アルミニウム合金製

・同一断面式
・テーパー式

・ロープ式
・ハンドル式

・バンド式
・ベース式
・埋込式

高さ(m)

材種　・ステンレス製（SUS304)　・　

材種 柱径、肉厚(mm) 高さ(mm)
・上下式鎖内蔵式

・スプリング式
・標準品

・　
・ステンレス製 ・　 ・　

・　

フェンスの種類　・ビニル被覆エキスパンドフェンス
　　　　　　　　・樹脂塗装メッシュフェンス
　　　　　　　　・鋼管フェンス　　・アルミフェンス
高さ　　　　　　・図示　　　　　　・　

24 旗竿

25 旗竿受金物

26 車止めさく

27 フェンス

　 コンクリート コンクリートの設計基準強度
(20.3.2～4)

　※水セメント比55％以下、単位セメント量の最小値300kg/m^u３ を満足する調合強度
　・図示
配筋
　※配筋を定めた計算書を監督員に提出する。　・図示
取付け方法
　※図示　　・　

　 リート間知ブロック
　 積み

(20.4.2、3)
種類 備考

・間知石

・コンクリート
　間知ブロック

質量区分
・花こう岩
・凝灰岩

・Ａ　・Ｂ　

　　-　　-

　　-

28 プレキャスト

29 間知石及びコンク

積み方　　※谷積み　　・布積み
目塗り　　・図示　　　・　
伸縮調整目地　　　材種　　　・図示　　　・　
　　　　　　　　　厚さ　　　・図示　　　・　

材種

種　類 規　格　等 JIS による種類
・鋼製書架
・鋼製物品棚

・１種　・２種　・３種
・４種　・５種　・６種　・　

JIS S 1039の規格による

30 鋼製書架及び物品棚

・可動式

・垂直降下式
　（巻取り型）

・回転降下式

種　　類 材　　質 高さ(mm) 備　　考

（不燃認定品）
※不燃布

鋼板製又はアルミ製
・　
・800
※500

　・可動式（天井収納型）
　※固定式（壁埋込型）
ガイドレール

※500
・800
・　

表面仕上げ
　※天井材張り
　・

降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

照明器具　　※有り　　・無し
施錠　　　　※有り　　・無し
製造所　　（　　　　　　　　　）

材質、形状、寸法　　　 ※図示　　・　

34 屋外掲示板

35 収納家具

　※F☆☆☆☆　　・　
材料のホルムアルデヒド放散量

21
排
水
工
事

現場打ちの場合の鉄筋　種類の記号　※SD295　・　

現場打ちの場合のコンクリート材料　

　スランプ(cm)　 　※15又は18　　・

　種類　　　　　　　※普通コンクリート

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　※接着剤　・ゴム輪　

種類・記号

砂利地業に用いる材料(標準仕様書4.6.2(1))
　・再生クラッシャラン Ｇ　・切込砂利　・切込砕石

　・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂
砂地業に用いる材料(標準仕様書4.6.2(2))

基床の厚さ及び種類　　・図示　　・　

側塊の形状及び寸法　　・図示　　・　

※図示　・　・RS-VU Ｇ
※図示　・　
※図示　・　・VU
※図示　・　・VP・硬質ポリ塩化ビニル管

・　
※図示　・　・Ｂ形管※外圧管（1種）

備考呼び径形状材種
・遠心力鉄筋コンクリート管

材料 (21.2.1、2)(表21.2.1、2)１ 屋外雨水排水

排水桝が現場打ちの場合の足掛け金物
　※標準仕様書21.2.2(6)(ｵ)
　・ステンレス製　・鋼製　・合成樹脂被覆加工されたもの

凍上抑制層に用いる材料　　　・　
凍上抑制層の厚さ　　　　　　・図示　　　・　

（砂を用いる場合の粒度試験）・行う　　　・行わない

２ 鋳鉄製ふた (21.2.1)鋳鉄製マンホールふた

種類 鍵 備考
・水封形

・中ふた付き密閉形
・密閉形(テーパ・パッキン式)
・簡易密閉形(パッキン式)

左記以外の品質等は、

学会SHASE-S209による。
(公社)空気調和衛生工

・Ｔ-２用
・Ｔ-６用
・Ｔ-２０用
・　

・無し
・有り

適用荷重

・
　(テーパ・パッキン式)

３ グレーチング ・鋼製 (21.2.1)

ﾋﾟｯﾁ
ﾒｲﾝﾊﾞｰ

（付着量）
亜鉛めっき形式 用途 適用荷重 上面形状

・受枠付き、

・　
　ボルト固定

・溝ふた(横断用)
・溝ふた(側溝用)

・Ｕ字溝用

・凹凸形・歩行用 ・細目 ・（　　　　）

・　
・平形・T-2用

・T-6用
・T-14用
・T-20用
・　

・普通目
・細目

・（　　　　）
・　・　

・ステンレス製

ﾋﾟｯﾁ
ﾒｲﾝﾊﾞｰ

（付着量）
亜鉛めっき形式 用途 適用荷重 上面形状

・受枠付き、
　ボルト固定
・　

・溝ふた(横断用)
・溝ふた(側溝用)

・Ｕ字溝用

・歩行用 　- ・凹凸形
・　

・　
・T-20用
・T-14用
・T-6用
・T-2用 　- ・平形

・　

・桝ふた

・桝ふた

・

・

現場打ちの場合の鉄筋　種類の記号　※SD295　・　

現場打ちの場合のコンクリート材料　

　スランプ(cm)　 　※15又は18　　・

　種類　　　　　　　※普通コンクリート

　・再生クラッシャラン Ｇ ・切込砂利　・切込砕石

砂地業に用いる材料

砂利地業の厚さ　　　　　※100(mm) 　・図示

砂利地業に用いる材料
　・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂

種類 形状、寸法

 ・図示　　・　
 ・図示　　・　
 ・図示　　・　
 ・図示　　・　
 ・図示　　・　

・Ｌ形側溝
・Ｕ形側溝
・Ｕ形側溝ふた
・　

・縁石

(21.3.1、2)(表21.3.1)４ 街きょ、縁石、側溝

（砂を用いる場合の粒度試験）・行う　　　・行わない
凍上抑制層に用いる材料　　・　

・B種　　　　・ (21.2.1)(表3.2.1)５ 埋戻し

22
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・RF-VP Ｇ

排水桝、ふたの種類　　・図示　　・　

１ 路床 路床の材料

・盛土
種別 材料 厚さ(mm)

・凍上抑制層

・フィルター層

・建設汚泥から再生した処理土 Ｇ
・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種 ・図示

・　

・　

・再生クラッシャラン Ｇ　・クラッシャラン
・　
・図示

・　 ・　
・図示

(22.2.2、3～5)(表22.2.1)

・切込み砂利　
・砂（標準仕様書表21.2.2による） 

・川砂、海砂、良質な山砂（75μmふるい通過量6％以下）

（凍上抑制層に用いる材料に砂を用いる場合の粒度試験 ）・行う　・行わない

　設計基準強度　　　※18N/㎡　・　

　設計基準強度　　　※18N/mm^u2　・　

　 ・ジョイント金物
21 エキスパンション

奥行き(mm)　・約450　・約600
材種　　　　・メラミン樹脂化粧板張り（芯材：集成材）　・人工大理石

表面の材質　・塩ビ発泡シート張り　　・マグネット仕様　
枠の材質　　・アルミニウム製　　　　・木製　31 屋内掲示板

32 洗面カウンター

・固定式

※網入り磨板ガラス
・線入り磨板ガラス

※6.8
・　

※500
・　

アルミ製枠付き
材　　質 厚さ(mm) 高さ(mm) 備　　考

33 防煙垂れ壁

150

(22.3.2、3)(表22.3.1)

(22.4.2～4、6)(表22.4.1、4)

　　　　　　　　　（標準仕様書 表22.4.1による種類： ・60～80　　・80～100）

(22.5.2～4)(表22.5.1～3)

(22.6.2～4)

(22.7.2、3、6)

(22.5.2～4、6)

(22.8.2、3)

(22.8.2、3)

セメントミルクの種類
普通タイプ
早強タイプ
超速硬タイプ 約 3 時間

約 1 日
約 3 日
養生期間

配合
　半たわみ性舗装用アスファルト混合物の標準配合

ふるいの呼び名 ふるい通過質量百分率（％）
19.0　mm
13.2　mm
4.75　mm
2.36　mm
600　μm
300　μm
75 　μm

アスファルト量（％）

100
95～100
10～ 35
 5～ 22

 3～ 12
 1～  6
 3～  4.5

半たわみ性舗装用アスファルト混合物のマーシャル安定度試験に対する基準値

項目 基準値
1.9以上
2.94以上
20～40
20～28
50

施工
突固め回数（回）
空隙率　　（％）
フロー値　 (1/100cm)
安定度　　（kN)
密度　　　（g/cm^u３）

　浸透用セメントミルクの施工は、(1)から(5)による。
  (1) 浸透用セメントミルクの製造は、一般に移動式ミキサによって行うが、工事規

  (2) 浸透用セメントミルクの施工は、一般に舗装体表面の温度が50℃程度以下に
      なってから行う。その場合、舗装体にごみ、泥、水などが残っていないこと
　　　を確認する。浸透作業は、一般に振動ローラ等により行う。
　(3) セメントミルクが舗装表面に残っていると、路面のすべり抵抗値を低下させ
　　　ることがあるので、舗装表面の骨材の凹凸が現れる程度にセメントミルクを
　　　ゴムレーキ等で除去する。特にすべり止め対策を必要とするところは、硅砂
　　　の使用及び余剰セメントミルクのよりいっそうの除去等、材料や施工法等で
　　　対処するか、場合によっては施工後ショットブラスト等で表面を粗くするこ
　　　とが必要である。
  (4) 交通開放までの一般的な養生期間は、下表に示すとおりである。

  (5) 浸透用セメントミルクを注入する前に交通開放すると、骨材の剥奪や飛散、
　　　またはごみ、泥等による汚れが生じることがあるので、基本的には注入前に
　　　交通開放を行わないようにする。

 4～ 15

  半たわみ性舗装用アスファルト混合物等の施工は、標準仕様書22.4.5による。

舗装の平たん性　　　※通行の支障となる水たまりを生じない程度 
舗装厚さの許容差　　※標準仕様書 22.4.2(3) による
締固め度　　標準仕様書22.4.2(2)による

８ 弾性舗装 弾性舗装（歩行者用通路）の構成及び厚さ　※図示　　・　

30
表層
基層

弾性舗装材
再生密粒度アスファルト混合物（13）

15～20
種類 厚さ(mm)区分

加熱アスファルト混合物は、アスファルト舗装による

  　　模が大きい場合には専用の移動式や固定式の混合プラントを用いることもある。

９ ブロック系舗装 (22.8.2、3)
　※図示　　・　
種類 寸法(mm) 厚さ(mm) 目地材 備考

・保水性平板（Ｍ）
・透水平板（Ｐ）
※普通平板（Ｎ）

・　
※300角 ※60

・モルタル
※砂

・たたき出し
・洗い出し
・研ぎ出し
表面加工

・　

敷砂層 ・砂
・空練りﾓﾙﾀﾙ

種類

・透水性ブロック(Ｐ)
・保水性ブロック(Ｍ)

厚さ
(mm)

曲げ強度 横断面
勾配 目地材

色彩、表面加工

・　
・標準品

備考

※普通ブロック(Ｎ)

・透水性ブロック(Ｐ)
・保水性ブロック(Ｍ)

※普通ブロック(Ｎ)

80 2％ 砂

1.5～2％60

(N/mm^u２)
車路、
駐車場

歩行者
用通路

部位 寸法
形状

・図示
・　

・図示
・　

　クッション材　　※砂　　・空練りモルタル

　透水平板はＧ（透水性コンクリート）とする。

　仕上り面の平たん性　　※歩行に支障となる段差がないものとし、コンクリート
　　　　　　　　　　　　　平板間の段差は3mm以内とする。
　　　　　　　　　　　　・ 

　30　
　20

100　

砂 

　川砂、海砂又は良質な山砂
・歩行者用通路
・車路、駐車場

（75μmふるい通過量6％以下）

区分 部位 種類厚さ(mm)
敷砂層

フィルター層

・不織布（ジオテキスタイル）
　敷設位置　　　※図示
　　　　　　　　・敷砂層と路盤の間に敷設   ・フィルター層と路床の間に敷設

　引張強さ　　　・98N/5cm(10kgf/5cm)以上　 ・　
　厚さ(mm)　　　・0.5～1.0　　　　　　　　 ・　

　透水係数　　　・1.5×10^u-^u１cm/sec以上　　　・　
　舗装の割付（車路、駐車場）
　　　　　　　　・ヘリンボンボンド(45°)　 ・ヘリンボンボンド(90°)

　　　　　　　　　　　　　間の段差は3mm 以内とする。
　仕上り面の平たん性　　※走行、歩行に支障となる段差がないものとし、ブロック

　　　　　　　　　　　　・ 

　歩行者用通路に使用する普通ブロックは Ｇ（再生材料を用いた舗装用ブロック）、
　透水性ブロックは Ｇ（透水性コンクリート）とする。

　仕上り面の平たん性　　※歩行に支障となる段差がないものとし、ブロック間の
　　　　　　　　　　　　　段差は3mm以内とする。
　　　　　　　　　　　　・ 

　クッション材　　※砂　　・空練りモルタル

・コンクリート平板舗装 Ｇ

・インターロッキングブロック舗装 Ｇ 

※5.0

※3.0

種類

・ 
・割石・図示 
・　

・ 
・ 
・うろこ張り

基層厚さ
(mm)

形状・寸法
(mm)

基層の厚さ
(mm)

　クッション材　※砂　　　　・空練りモルタル
　仕上り面の平たん性　　※歩行に支障となる段差がないものとし、舗石間の段差は
　　　　　　　　　　　　　3mm 以内とする。

・花こう岩
※70　・　・ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物
※70　・　・ｺﾝｸﾘｰﾄ版

・舗石舗装

張り方

　　　　　　　　　　　 ・ 

　普通平板はＧ（再生材料を用いた舗装用ブロック）、

　単位面積質量　・60g/㎡以上  　　　　　　 ・　

・路床安定処理
　安定処理の方法　・安定処理工法　・置き換え工法
　　添加材料による安定処理
　　　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・高炉セメントＢ種 Ｇ
　　　　　　　・フライアッシュセメントＢ種
　　　　　　　・生石灰（・特号　・1号） 　　・消石灰（・特号　・1号）
　　　添加量　・　　　　　　kg/m^u３（目標CBR　・3以上　・　　　　）

・不織布（ジオテキスタイル）
　　単位面積質量　　　　・60g/㎡以上　　・　
　　厚さ(mm)　　　　　　・0.5～1.0　　　・　
　　引張強さ　　　　　　・98N/5cm（10kgf/5cm）以上　・　
　　透水係数　　　　　　・1.5×10^u-^u1cm/sec以上　　　 ・　

試験
　砂の粒度試験　　　　　　　　　　・行う　　　　　　　　・行わない
　路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　・行う（　　箇所）　　・行わない
　現場ＣＢＲ試験　　　　　　　　　・行う（　　箇所）　　・行わない
　安定処理土のＣＢＲ試験　　　　　・行う　　　　　　　　・行わない
　路床締固め度の試験　　　　　　　・行う（　　箇所）　　・行わない
　六価クロム溶出試験　　　　　　　・行う　　　　　　　　・行わない

２ 路盤 路盤及び厚さ　　・図示　　・　
路盤材料（標準仕様書 表22.3.1による種別）

種　別
・クラッシャラン砕　石 ・粒度調整砕石
・再生クラッシャラン Ｇ再生材 ・再生粒度調整砕石 Ｇ

・クラッシャラン鉄鋼スラグ Ｇ
・粒度調整鉄鋼スラグ Ｇ
・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ Ｇ

３ アスファルト舗装 アスファルト舗装の構成及び厚さ　　※図示　　・　
材料及び種類
　アスファルト　・再生アスファルト Ｇ　

　　　　　　　　・ストレートアスファルト
　骨材　　　　　・道路用砕石
　　　　　　　　・アスファルトコンクリート再生骨材 Ｇ
加熱アスファルト混合物等の種類
　・密粒度アスファルト混合物（１３）
　・細粒度アスファルト混合物（１３）
　・密粒度アスファルト混合物（１３Ｆ）
試験
　アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　　・行わない
舗装の平たん性
　※通行の支障となる水たまりを生じない程度　・　

４ コンクリート舗装 構成及び厚さ
舗装の種類 部位 構成 厚さ(mm)

・車路、駐車場 ※図示　 ・図示コンクリート舗装 ・歩行者用通路 ※図示　 ※70 　　・　
材料
　コンクリート　
　　※普通コンクリート　標準仕様書表22.5.1による　・　
　　・以下による
　　　　コンクリートの種類　　・　
　　　　設計基準強度(N/mm^u2)　 ・　
　　　　所定のスランプ(cm)　　※8　　・　
　　　　粗骨材の最大寸法(mm)　・　
　早強ポルトランドセメント　　・使用する　　　・使用しない
　注入目地材料　　　　　　　　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ　
目地
　種類　　※標準仕様書表22.5.3による　　・　
　間隔　　※標準仕様書表22.5.3による　　・　　　m程度ごと
　構造　　※標準仕様書図22.5.1による　　・図示
舗装の平たん性
　※通行の支障となる水たまりを生じない程度　・　

５ カラー舗装 ・加熱系カラー舗装
　　構成及び厚さ　　※図示　　・　
　　加熱系混合物の結合材
　　　・アスファルト混合物
　　　・石油樹脂系混合物　　顔料の添加量（　　　　%）
　　添加材
　　　着色骨材　（　　　　　　　　　）
　　　自然石　　（　　　　　　　　　）
・常温系カラー舗装

　　着色部の下部　・アスファルト舗装　・コンクリート舗装

　　工法　　　　　・ニート工法（配合その他：　　　　　　　)

　　舗装の平たん性
　　　※通行の支障となる水たまりを生じない程度　・　

透水性舗装の構成及び厚さ　　※図示　　・　
材料
　骨材　　・道路用砕石

６ 透水性
　 アスファルト舗装

　　　　　　（標準仕様書 表22.4.1による種類： ・60～80　　・80～100）　
　　　　　・アスファルトコンクリート再生骨材 Ｇ　

舗装の平たん性　※著しい不陸がないもの　・　
試験

　コンクリート舗装に対する基準値
・透水性コンクリート舗装

項目 基準値

版厚の20倍程度目地の間隔

最大粒径　(mm) 13
20以上

・不織布（ジオテキスタイル）
　構成、厚さはコンクリート舗装による

　敷設位置　※フィルター層と路床の間の敷設　　・図示

・透水性コンクリート平板舗装
　透水性コンクリート平板舗装は、ブロック系舗装による

・透水性インターロッキングブロック舗装
　透水性インターロッキングブロック舗装は、ブロック系舗装による

1×10^u-^u２以上透水係数　(cm/s)
空隙率　 （％）

　開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　・行う　・行わない

試験
　半たわみ性舗装用アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　　・行わない

区分
表層

厚さ(mm)
40

基層 再生粗粒度アスファルト混合物(20) 40

材料
　浸透用セメントミルクの標準的な性状

項目 性状
フロー値(Pロート)砂
圧縮強度(７日養生)　MPa

10～14
9.8～29.4

曲げ強度(７日養生)　MPa 2.0以上

試験方法
舗装調査・試験法便覧（C041）
JIS R 5201
舗装調査・試験法便覧（C042）

半たわみ性舗装用アスファルト混合物Ⅰ型(13)

７ 半たわみ性舗装

　　　　　　　　　・塗布工法　（配合その他：　　　　　　　)

種類
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そ
の
他

　・　発生材の処理
　　　　発生材の処理は、受注者が適法処理のこと。なお処分については場外搬出処分とし

 9）その他特記仕様書・図示記載事項・現場説明書を良く熟知し施工にあたること。
 8）車両等の乗り入れにより園庭・舗装に支障が生じた場合は現況復旧とすること。
　　得ること。　また、施工状況により安全・保安仮設材を適宜設置すること。
 7）施工工程・搬入計画・車両の進入方法等について、施工前に必ず監督員の承諾を
　　しに対する対策を行うこと。）
　　に充分配慮すること。（仮設トイレの設置場所は充分配慮した位置とし臭気や目隠
 6）作業員の新規入場教育は徹底し、名簿は常備すること。休憩場所・トイレ・風紀
 5）工事関係車両は事前に台数・位置について把握し、必ず指定場所に駐車すること。
　　数について、施工前に必ず監督員と協議すること。
 4）仮設材の位置・仕様・車両の進入方法等、敷地内に乗り入れることができる車両
 3）交通・安全誘導員（警備員）を重機・資材搬出入時等には必ず配置すること。
 2）適宜仮囲い問題が生じていないかの巡回確認を行うこと。
 1）工事着手前、各工事の進行前には、必ず協議を行うこと。

　　　　近隣道路に場内からの粉塵。土砂などを拡散させないよう注意すること。
　　　　また資材の納入時の車両に関しても注意を徹底させること。
　　　　視、排ガス適合などに注意し、場内でのアイドリングストップを守ること。
　　　　庁舎・近隣に配慮して走行速度、歩行者保護の安全走行、騒音防止、不正軽油の監

　　　　と。また、風向きや近隣の状況利用状況に注意し確認の上で施工を行うこと。
　　　　使用機器は低騒音・低振動型の物とし、状況に応じて防音に配慮した施工を行うこ
　・　撤去工事
　　　（手数料を含む）
　・　本工事に伴う関係諸官庁への申請・届出等は、受注者の負担にて速やかに行うこと

　　　　額の増減は行わない。
　　　　現場の取り合い、納まり棟で変更が生じた場合でも、軽微なものについては請負金
　　　　協議の上施工のこと。
　　　　図面・仕様等の相違・明記の無い場合、又施工上の質疑が生じたときは、監督員と
　・　質疑・軽微な変更

　　　　建築廃棄物処理委託契約書（写）、マニフェスト伝票(写）Ｄ、Ｅ票を提出のこと

・注意事項

　・　施工等

　・　車両等

　　

24

　・　システム建築工事

　・　備品 以下のものを、用意する。
屋外マット　　　　　　　　1,800×1,800　2枚
屋内マット（給水・除塵）  1,800×1,800  2枚
屋内マット（除塵）  　　　1,800×　900　4枚
屋内マット（吸水）  　　　1,800×　900　7枚
塩ビ製 ゴミ箱　 　　　　　　　　　　　　6台

ダンボ-ルストッカ-　　　　　　　　　　1台
ペ-パ-分類ボックス　　 　　　　　　　 1台
サニタリ-ボックス（静音）  　　　　　　7台

サニタリ-ポケットボックス　　　　　　　2台
サニタリ-ボックス（スリム）　　　　　　1台

スチ-ル製 ゴミ箱　　 　　 　　　　　　12台

 施工は一般社団法人プレハブ建築協会加盟会社とする。

10 砂利敷き

11 路面標示用塗料

※３種１号

・１種 Ｇ
・２種 Ｇ

常温
加熱
溶融

液状

粉体状

・白
・ 

・150
・100

・1.0
・ 

種類 施工 適用 色 幅(mm) 塗布厚さ(mm)

(22.9.2)(表22.9.1)

23
植
栽
及
び
屋
上
緑
化
工
事

１ 植栽地の確認等 (23.1.3)

２ 植栽基盤の整備

・樹木
工法 有効土層の厚さ(cm)植栽 整備範囲 土壌改良材

※芝、地被類

・適用する
・適用しない

・葉張り部分

・図示
・　

※Ａ種
・Ｂ種
・Ｃ種
・Ｄ種

樹高12ｍ以上
（※100　・120　・150）
樹高7ｍ以上～12ｍ未満
（※80 　・100）
樹高3ｍ以上～7ｍ未満
（※60 　・80）
樹高3ｍ未満
（※50　　・60）

・適用する
・適用しない

・植栽部分
・図示
・　

※Ｂ種
・　

※20
・　

　　施工箇所　　※植栽範囲　　・図示
　・バーク堆肥 Ｇ

　　使用量　　　植栽基盤面積１㎡あたり（・50L　　・　　　　）
　・汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）Ｇ
　　施工箇所　　※植栽範囲　　・図示
　　使用量　　　植栽基盤面積１㎡あたり（・10L　　・　　　　）

(23.3.2)

(23.2.2)

(23.2.3)

(23.2.3)

・植栽帯部分

３ 植込み用土

４ 土壌改良材

５ 樹木

　　材料
　　　「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第一の基準に
　　　適合する原料を使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないも
　　　のとする。

　・現場発生土の良質土　・客土　・　　　　

　種類及び指定量等 

種別

　・Ｂ種（施工範囲：・図示　　・建物周囲他　　・　　　　　）
　・Ａ種（施工範囲：・図示　　・通路　　　　　・　　　　　）

路面標示用塗料は JIS K 5665 による。

Ｇ 低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料

土壌の水素イオン濃度（pH）試験　　・行う　　・行わない
電気伝導度（EC）の試験　　　　　　・行う　　・行わない

植栽基盤の排水設備　　・設ける（※図示　　・　　　　　）　　・設けない

樹種、寸法、株立数等　　※図示　　・　

(23.3.2、3)

(23.3.2)

(23.4.2、3)

(23.4.2)

※洋芝類（採取後２年以内）
・　

※発芽率80％以上
種子の量（g/㎡）発芽率 備考種子の種類

(23.4.2)
・　

芽立数樹種 コンテナ径 単位面積当たりのコンテナ数
・　 ・　 ・　 ・　

(23.5.2～4)

(23.3.4、6)(23.4.7)(23.5.5)

防腐処理方法　　※加圧式防腐処理丸太材　　・　
形式　　　　　　・図示　　・　

支柱材　　　　　※丸太（間伐材）Ｇ　　　　・真竹　　・　

材料　　※幹巻き用テープ　　・わら及びこも　　・　

種類　　※コウライシバ　　・ノシバ　　・　
芝張りの工法
　平地　　※目地張り　　・べた張り

新植樹木（芝張り、吹付けは種及び地被類を含む）の枯補償の期間

移植樹木の枯損処置を行う期間

植栽基盤及び材料

　※引渡しの日から１年　　・無し　　・　

　※引渡しの日から１年　　・無し　　・　

・屋上緑化システム  
　　土壌層の厚さ　　・図示　　　・　
　　排水層　　　　　・軽量骨材（層の厚さ：        ）    ・板状成型品
　　植込み用土 　　 ※改良土　　・人工軽量土

　　見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　　　　　　※図示　　・　

　法面　　・目地張り　　※べた張り法面

　　樹木、芝及び地被類の樹種又は種類、寸法、株立数等　　　※図示　　・　 

工法
　「屋根ふき材及び屋外に面する帳壁の風圧に対する構造耐力上の安全性を確かめるため
　の構造計算の基準を定める件」（平成12年5月31日　建設省告示第1458号）に基づく
　風圧力に対応した工法
　　・図示による

　支柱　　　　　・設置する（形式　・図示　　・　　　　　　）
　かん水装置　　・設置する（種類　・　　　　　　）　

６ 支柱

７ 幹巻き用材料

８ 芝

９ 吹付けは種

10 地被類

　 芝等の枯補償
11 新植、移植樹木、

12 屋上緑化 Ｇ

３ 
防
水
改
修
工
事

章 特　　記　　事　　項項　　目
公共建築改修工事標準仕様書

調査範囲　・図示の範囲　・
調査方法　・図示　・
既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示　・

・施工数量調査

調査報告書　提出部数　・２部　・

※改修標準仕様書3.1.3(e)(1)～(3)による　・・降雨等に対する養生
　方法（とい共）

既存保護層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　）・既存防水の処理
　　　　　　　　　・行わない
既存防水層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　）
　　　　　　　　　・行わない
既存防水層表面の仕上げ塗装除去　・行う（・M4AS ・M4ASI ・M4C ・M4DI ・L4X）
　　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　・図示　・・既存防水層の下地補修
POS工法及びPOSI工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした
立上り部等の補修及び処置　※改修標準仕様書3.2.6(d)(3)(ⅶ)①～③による

(1.5.2～3)

(3.1.3)

(3.2.3、4、6)

(3.2.6)

その他の項目については、前述「公共建築工事標準仕様書」9.防水工事　を参照すること

樹脂注入工法のエポキシ樹脂：　・低粘度形　・中粘度形

1.4 外壁改修工法の種類 ・コンクリート打放し仕上げ外壁

・モルタル塗り仕上げ外壁

１．一般事項

浮き部改修工法の種類：
　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法
　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法
　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　・充填工法　・ﾓﾙﾀﾙ塗り替え工法
　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法
　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

1.4 外壁改修工法の種類

・タイル張り仕上げ外壁1.4 外壁改修工法の種類
２．材　料

充填工法用材料：　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ
シール工法用材料：　・ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

・塗り仕上げ外壁

2.2工法別仕様材料
Ｕカットシール材充填工法用材料：
　・ｼｰﾘﾝｸﾞ材【※1成分形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系　※2成分形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系　・　　　　　　　　　　】
　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

　アンカーピンの材質：　※ｽﾃﾝﾚｽ鋼(SUS304・φ4mm・全ﾈｼﾞ)　・図示　・　
　ポリマーセメントスラリー：　・図示　・　　

　注入口付アンカーピンの材質：　※ｽﾃﾝﾚｽ鋼(SUS304・φ6mm)　・図示　・　

アンカーピンニング（注入口付アンカーピンニング）注入工法用材料：

モルタル塗替え工法の既製目地材の適用：　・適用しない　・適用する：　
タイル貼替え、及びタイル部分貼替え工法用接着剤：

タイルの種類：　・図示　・下表による　・　
耐凍害性 色 釉薬
有 無 標準 特注 施釉 無釉

形式・形状寸法
(mm) 区分

用途による
備　考施工箇所

・役物
・役物
・役物
・役物
・役物
・役物
・役物

　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂　・変成ｼﾘｺｰﾝ樹脂　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂　・ｼﾘｺｰﾝ樹脂

タイルの試験張り：　・行わない　・行う
タイルの見本焼き：　・行わない　・行う

・塗り仕上げ用材料

・外装薄塗材Ｓi 吹付け

吹付け

工 法

・可とう形外装
　　　　　薄塗材Ｓi

・砂壁状・ゆず肌状
・ゆず肌状・さざ波状
・砂壁状・ゆず肌状
・ゆず肌状・さざ波状

種類（呼び名） 仕上げの形状

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

　ひび割れ部改修工法の種類：　※樹脂注入工法　・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法　・ｼｰﾙ工法
　欠損部改修工法の種類：　※充填工法　・　

　ひび割れ部改修工法の種類：　※樹脂注入工法　・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法　・ｼｰﾙ工法

　ひび割れ部改修工法の種類：　・樹脂注入工法　・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法
　欠損部改修工法の種類：　・ﾀｲﾙ部分張替え工法　・ﾀｲﾙ貼り替え工法
　浮き部改修工法の種類：

　目地改修工法の種類：　・目地ひび割れ部改修工法　・伸縮目地改修工法

　　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法
　　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法
　　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法
　　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法
　　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法
　　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入ﾀｲﾙ固定工法
　　・ﾀｲﾙ部分張替え工法　・ﾀｲﾙ貼り替え工法

　　・簿付け仕上塗材塗り　・厚付け仕上塗材塗り　・複層仕上塗材塗り　
　　・可とう形改修用仕上塗材塗り　・各種塗料塗り　・マスチック塗材塗り

　新規仕上げの種類：

　薄付仕上塗材の施工箇所：　・図示　・　
　材料の防火指定：　・無　・有（

　欠損部改修工法の種類：　・充填工法　・ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法　

４ 
外
壁
改
修
工
事

工 法種類（呼び名） 仕上げの形状2.2工法別仕様材料

・外装薄塗材Ｅ 吹付け
こて塗り

・ゆず肌状・さざ波状

・砂壁状・ゆず肌状・着色骨材砂壁状
・平たん状・凹凸状・着色骨材砂壁状

ﾛｰﾗｰ塗り
吹付け
こて塗り

・可とう形外装
　　　　　薄塗材Ｅ

・砂壁状・ゆず肌状
・平たん状・凹凸状
・ゆず肌状・さざ波状
・ゆず肌状・さざ波状
・凹凸状 吹付け

・防水形外装薄塗材Ｅ
ﾛｰﾗｰ塗り
ﾛｰﾗｰ塗り

・外装厚塗材Ｓi
・外装厚塗材Ｅ

・外装厚塗材Ｃ

厚付仕上塗材の施工箇所：　・図示　・　
材料の防火指定：　・無　・有（

・平たん状・凹凸状・ひき起し
・平たん状・凹凸状・ひき起し
・吹放し・凸部処理
・平たん状・凹凸状・ひき起し・かき落し
・吹放し・凸部処理

こて塗り

吹付け
こて塗り
吹付け

仕上げの形状種類（呼び名） 工 法

複層仕上塗材の施工箇所：　・図示　・　

・複層塗材ＣＥ
・複層塗材Ｓｉ
・複層塗材Ｅ
・複層塗材ＲＥ
・可とう形複層塗材ＣＥ

材料の防火指定：　・無　・有（不燃認定品

・凸部処理・凹凸模様
・ゆず肌状

・凸部処理・凹凸模様
・ゆず肌状

吹付け

吹付け

仕上げの形状種類（呼び名） 工 法

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

工 法種類（呼び名） 仕上げの形状
・外装薄塗材Ｓ ・砂壁状 吹付け

材料の防火指定：　・無　・有（
薄付仕上塗材の施工箇所：　・図示　・　

・防水形複層塗材ＣＥ
・防水形複層塗材Ｅ
・防水形複層塗材ＲＳ
・防水形複層塗材ＲＥ

・凸部処理・凹凸模様
・ゆず肌状

吹付け

防水形の増塗材の適用：　・する　・しない

耐候性：　※耐候形1種　・　
上塗材溶媒：　※水系　・溶剤系　・弱溶剤系　
上塗材樹脂：　※ｱｸﾘﾙ系　・ｼﾘｶ系　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系　・ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系　・ふっ素系　
上塗材外観：　※つやあり　・つやなし　・ﾒﾀﾘｯｸ　・　

・可とう形改修塗材　Ｅ
・可とう形改修塗材ＲＥ
・可とう形改修塗材ＣＥ

吹付け・ゆず肌状
・平たん状・さざ波

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

３．コンクリート打放し仕上げ外壁の改修
注入工法の種類：　・自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法3.4 樹脂注入工法

・自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂注入工法

　　　　　　　　　・機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・　

・機械式エポキシ樹脂注入工法

　注入間隔：　※200～300mm　・300～400mm　・　　
　注入量：　・約　　cc/m

　注入間隔：　・200～300mm　・300～400mm　・　　

　注入間隔：　・200～300mm　・300～400mm　・　　
　コア抜取り検査：　・行わない　・行う【個数：　※１個／500m　・　　　　　　】
　コア抜き取り部の補修方法：　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ充填　・　

４ 
外
壁
改
修
工
事

材料：　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・　

・充填3.5 Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

3.7 充填工法

４．モルタル塗り仕上げ外壁の改修
・自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂注入工法

・機械式エポキシ樹脂注入工法

　充填材：　・ｼｰﾘﾝｸﾞ用材充填　・ｼｰﾘﾝｸﾞ材の上にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ充填
　　　　　　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂充填　・　

　注入間隔：　※200～300mm　・300～400mm　・　　
　注入量：　・約　　cc/m

　注入間隔：　・200～300mm　・300～400mm　・　　

　注入間隔：　・200～300mm　・300～400mm　・　　



調査調査製作計画
業務番号

株式会社
KATSURA 図面番号縮尺図面名

桂設計　埼玉事務所
KATSURA SEKKEI INC.

一級建築士登録　第301170号　白須　若菜

工事名 000000

A-

川島町公立保育園統合整備工事

A1:
A3: 2026/ 03/ 13 08特記仕様書 - 8

・陶磁器ﾀｲﾙ接着剤張り
・有機系接着剤による陶磁器タイル張り工法
　打継ぎ目地・ひび割れ誘発目地：　※ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・　
　伸縮調整目地・その他の目地：　※変成ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・　

コア抜取り検査：　・行わない　・行う【個数：　※１個／500m　・　　　　　　　】
コア抜き取り部の補修方法：　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ充填　・　

4.4 樹脂注入工法

工法名称

材料：　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・　
塗り厚が25mmを超える場合：　・図示　・　　

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ(本/㎡)

一般部分 一般部分指定部分 指定部分

注入孔数(箇所/㎡)

充填量(cc)

１箇所当り

25 251616・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 20 2013 12
13 20 12 20

16

1616

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

・アンカーピンニング工法4.10～4.15
　　　ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法

・充填4.6 Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

4.8 充填工法

9

9

9

4.9 ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法

５．タイル張り仕上げ外壁の改修
注入工法の種類：　・自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂注入工法

5.5 樹脂注入工法

張付け材料：　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・変成ｼﾘｺﾝ樹脂　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂
　　　　　　　・ｼﾘｺﾝ樹脂　・　

・充填

　　　　　　　　　・機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・　

・機械式エポキシ樹脂注入工法

5.6 Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

5.7 ﾀｲﾙ部分張替え工法

※9
※9 ※9

※16
※16 ※16

※25
※25

※25
※25

※50

※50

誘発目地の位置：　※標準仕様書表4.5.1による　・図示　・　
伸縮目地の位置：　※標準仕様書表4.5.1による　・図示　・　5.8 ﾀｲﾙ張替え工法

・タイル張り工法
施工部位

・行う　・行わない
接着力試験工法

タイル下地モルタルの接着力試験：　・行う　・行わない

・密着張り　・改良圧着張り
・改良積上げ張り
・ﾏｽｸ張り　・ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り　・図示

工法名称
ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ(本/㎡)

一般部分 一般部分指定部分 指定部分

注入孔数(箇所/㎡)

充填量(cc)

１箇所当り

25 251616・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 20 2013 12
13 20 12 20

1616

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

・アンカーピンニング工法
　　　ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法
5.9～5.15

9 9

169※9
※9 ※9

※16
※16 ※16

※25
※25

※25
※25

※50

※50

指定部分：見上げ部、庇の鼻先、まぐさ隅部　
・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入ﾀｲﾙ固定工法

６．塗り仕上げ外壁等の改修

6.3 既存塗膜等の除去
　及び下地処理の工法

施工部位 工法／種別 備　考
・ｻﾝﾀﾞｰ工法

・水洗い工法
・塗膜はく離剤工法

サンダー工法の処理範囲：　・既存仕上全面　・図示　・　

塗膜はく離剤工法の処理範囲：　・既存仕上全面　・図示　・　
水洗い工法の処理範囲：　・既存仕上全面　・図示　・　

6.2 一般事項 

6.6 ﾏｽﾁｯｸ塗材塗り 種別：　・A種　・B種

　充填材：　・ｼｰﾘﾝｸﾞ用材充填　・ｼｰﾘﾝｸﾞ材の上にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ充填
　　　　　　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂充填　・　

　注入間隔：　※200～300mm　・300～400mm　・　　
　注入量：　・約　　cc/m

　注入間隔：　・200～300mm　・300～400mm　・　　

　注入間隔：　・200～300mm　・300～400mm　・　　
　コア抜取り検査：　・行わない　・行う【個数：　※１個／500m　・　　　　　　】

　充填材：　・ｼｰﾘﾝｸﾞ用材充填　・ｼｰﾘﾝｸﾞ材の上にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ充填
　　　　　　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂充填　・　

工程ごとの所要量：　・標準仕様書表4.6.1による　・ﾒｰｶｰ仕様による　・図示

・高圧水洗工法 10～15MPa程度

高圧水洗工法の処理範囲：　・既存仕上全面(解体部以外)　・図示　・　

既存外壁全て（解体部以外）

４ 
外
壁
改
修
工
事

７ 
塗
装
改
修
工
事

２ 下地調整

１ 材料

[7.2.1～7]

[7.1.3]

木部
鉄鋼面

下地調整の種別
塗替え

亜鉛めっき面
亜鉛めっき面(鋼製建具)

コンクリート面(DP以外)
ＡＬＣパネル面
押出成形セメント板面

コンクリート面(DP)

せっこうボード面及び
その他ボード面

 ・行う
 ・行わない
 ・行う
 ・行わない
 ・行う
 ・行わない
 ・行う
 ・行わない

-

 ※RB種 ・RC種
 ・RA種(注)

 ・RA種(注)　※RB種　・　
 ・RA種(注)　※RB種　・　

 ・RA種　※RB種　・　
 ・RA種　※RB種　・　

 ※RB種 ・RC種
 ・RA種(注)

 ・RA種　※RB種　・　

 ・RA種　※RB種　・　

下地面の種類 ひび割れ部の補修

下地調整

塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

 ※不透明塗料塗りの場合はRB種

ﾓﾙﾀﾙ、せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面

-
-
-
-

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量　　※F☆☆☆☆　　・ 

　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　） 

　※劣化部分は除去し、活膜部分は残す　・図示　・　

　熱割れ計算書　　※要　　・不要
　品質　JIS A 5759 による

その他性能等記号種類
 ※SC-1

・層間変位破壊対応ガラス

・日射調整フィルム Ｇ 可視光線透過率：65%以上

 ・GD-2

 ・SF

 ・GD-1

 ・GI-2 ・GI-1
 ・LE

 ・SC-2
外貼り用内貼り用

・ガラス貫通防止フィルム
　飛散防止フィルム

　飛散防止フィルム
・衝撃破壊対応ガラス
・低放射フィルム

※施工箇所は建具表による

　第3者機関による性能測定データ　　※要　　・不要

2 ガラス用フィルム

その他の項目については、前述「公共建築工事標準仕様書」16.建具工事　を参照すること

６ 
内
装
改
修
工
事

[6.1.3]

[6.2.2]

[6.3.2]

　・図示　　・　

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修
　 下地補修
３ 既存壁の撤去及び

エポキシ樹脂モルタルは、「４章 外壁改修工事」による。
改修後の床の清掃範囲　　　※改修箇所の室内　・　

コンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及び
合成樹脂塗床材の除去工法　・機械的除去工法　・目荒し工法
　　　　　　　　　　　　　・下地モルタルとも（・図示の範囲　・除去範囲全て）
ビニル床シート等の除去　　※仕上げ材のみ（接着剤とも）

　 下地補修
２ 既存床の撤去及び

　※既存のまま　・図示
既存天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修
　※壁面より両側600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・図示
天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲
　※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・図示
既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲１ 改修範囲

[6.5.2]

　※[4.3.10]によるモルタル塗り（塗り厚25mmを超える場合の処置　※図示）

※F☆☆☆☆又は改修標準仕様書6.5.2(1)(ｳ)(b)による
材料のホルムアルデヒド放散量４ 施工一般

その他の項目については、前述「公共建築工事標準仕様書」の以下の項目を参照すること
11.タイル工事　3.セメントモルタルによるタイル張り～4.有機系接着剤によるタイル張り
12.木工事　2.製材～10.窓、出入口その他
14.金属工事　3.軽量鉄骨天井下地～4.軽量鉄骨壁下地
15.左官工事　1.モルタル塗り
19.内装工事　3.ビニル床シート～13.壁紙張り
20.ユニット及びその他工事　1.フリーアクセスフロア～18.床点検口

22.くつふきマット～23.流し台ユニット
30.鋼製書架及び物品棚～35.収納家具

５ 
建
具
改
修
工
事

１ 改修工法

　新規建具周囲の補修工法及び範囲　※図示　・　
　壁部分の開口の開け方　　　　　　※図示　・　
新規に建具を設ける場合

・アルミニウム製建具
・樹脂製建具
・鋼製建具 ・外部

・内部
・鋼製軽量建具
・ステンレス製建具

-
・

・ ・

・
・

・

・

・
・

・
・

・建具表による　・　
・建具表による　・　
・建具表による　・　
・建具表による　・　
・建具表による　・　
・建具表による　・　

・ ・

[5.1.3]
建具の種類 かぶせ工法 撤去工法 適用箇所

・木製建具 ・建具表による　・　

建具周囲のシーリングは、改修特記仕様書3章　防水改修工事による。

(注)DP以外からDPへ塗替える場合の下地調整は、既存塗膜の種類及び劣化状況に
　　応じてRA種(既存塗膜全除去)又はRB種(既存塗膜一部除去)を選定すること。

鉄鋼面

亜鉛

　EP-G

 ※Ｃ種　・　
 ※Ａ種　・　
 ※Ｂ種　・　
 ※Ｃ種　・　
 ※Ａ種　・　
 ※Ｂ種　・　

 ※Ｃ種　・　
 ※Ａ種　・　

　 Ａ種
 　Ａ種
 　Ａ種
 ・Ａ種　※Ｂ種
 ・Ａ種　※Ｂ種
 ・Ａ種　※Ｂ種

 ※Ｃ種　・　
 ※Ａ種　・　

 ※Ａ種　・Ｂ種
 ※Ａ種　・Ｂ種

塗替え

新規見え隠れ
塗替え

新規見え隠れ

塗替え

塗替え  　Ｃ種　・　
 　Ｃ種　・　

　EP-G
めっき
鋼面

塗料の種別 工程の種別

・合成樹脂調合ペイント
　塗り(SOP)
　　塗料の種別
　　　※1種　・2種

木部屋外
木部屋内
鉄鋼面
亜鉛めっき鋼面(鋼製建具)
亜鉛めっき鋼面(鋼製建具以外)

※B種 ・　 ※A種 ・　
※B種 ・　 ※B種 ・　
※B種 ・　 ※B種 ・A種
※A種 ・　 ※B種 ・　
※B種 ・　 ※B種 ・　
※B種 ・A種 ※B種 ・A種・クリヤラッカー塗り(CL)

塗替え 新規

※B種 ・A種

※B種 ・A種 ※B種 ・A種
・耐候性塗料塗り(DP)

亜鉛めっき鋼面
　　　 上塗り等級（　　）級
ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面 ・

・つや有合成樹脂エマルシ
　ョンペイント塗り(EP-G)屋内の木部

屋内の鉄鋼面
屋内の亜鉛めっき鋼面

※B種 ・　　
※B種 ・　
※B種 ・　

※A種 ・　

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)

コンクリート面等
・

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

・木材保護塗料塗り(WP)

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

塗装の種類 塗装面 工程

※B種 ・　

※B種 ・A種

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

　注）DP以外からDPへの塗替えは、下地調整の種別に注意すること。

今回なし

塗料塗り 塗料製造所の
仕様による

・1級 ・2級
・3級

JIS K 5675 ２種
工程 規格番号

塗料その他
規格名称 種類 等級 塗付け量(kg/㎡)

・高日射反射塗料塗り Ｇ

ｼｰﾄ撤去前)
処理作業後(隔離

※ ※ 測定８ 施工区画周辺又は敷地境界

・
・

・
・・

・
測定９
測定10

処理作業後(ｼｰﾄ撤
去後1週間以降)

処理作業室内 ・(　)点
・(　)点施工区画周辺又は敷地境界

・各2点(ﾚﾍﾞﾙ3は各1点)

　1m/s以下の位置
　出口吹出し風速

・各1点　・(　)点

測定７※ ※※ 処理作業室内
　

・各1点　・(　)点
・各2点　・(　)点

・各2点　・(　)点

処理作業中

処理作業前

測定６

測定５

測定４
測定３
測定２
測定１

測定点
(処理作業室ごと)名称

測定 測定場所測定時期適用
ﾚﾍﾞﾙ3ﾚﾍﾞﾙ2ﾚﾍﾞﾙ1

・ ・※

・・※

・※
・・・
・※※
・※※

・4方向各1点 ・(　)点

・4方向各1点 ・(　)点

施工区画周辺又は敷地境界
(処理作業室外の場合)

集じん・排気装置の
ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口
処理作業室内
施工区画周辺又は敷地境界
処理作業室内

装置の排出口

 

 

 

[9.1.1]９ 
環
境
配
慮
改
修
工
事

測定方法
　測定５のみ ※ﾊﾟｰﾃｨｸﾙｶｳﾝﾀｰ、粉じん相対温度計（ﾃﾞｼﾞﾀﾙ粉じん計）、繊維状
　　　　　　　 粒子自動計測器（ﾘｱﾙﾀｲﾑﾌｧｲﾊﾞｰﾓﾆﾀｰ）等、排気の粉じん濃度を迅速
　　　　　　　 に計測できる機器にて測定

 試料の吸引時間(min)

 ﾒﾝﾌﾞﾚﾝﾌｨﾙﾀの直径(mm)
 試料の吸引流量(L/min)

測定3
 25

 ※1　・ 
 ※5　・　 ※120 　・　

 ※5　 　・ 
 25

測定1,4,7,9 測定2,6,8,10
 47

 ※5    　・ 
 ※240  　・ 

　測定５以外は下表による

測定時期、場所及び測定点

さいたま市内で測定を行う場合は市条例を遵守して実施すること。

・( 1 )点/作業区画
・4方向各1点/毎

鉄鋼面 上塗り等級（ 1 ）級

３ 素地ごしらえ [7.3.2～7]

木部

鉄鋼面（DP以外）
鉄鋼面（DP）
亜鉛めっき鋼面
モルタル面及びせっこうプラスター面
コンクリート面（DP以外）及びALCパネル面
押出成形セメント板面及びコンクリート面（DP）
コンクリート面（DPのみ）
せっこうボード面及び
その他ボード面

不透明塗料塗りの場合
透明塗料塗りの場合

目地：継目処理工法
目地：継目処理工法以外

※Ａ種　　・Ｂ種

※Ａ種　　・Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種
・Ａ種　　・Ｂ種　　※Ｃ種
・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種
・Ａ種　　※Ｂ種
・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　・Ｂ種
・Ａ種　　※Ｂ種

下地面等 種別

５ 塗装 Ｇ

４ 錆止め塗料塗り [7.4.2、3]

[7.5.2～7.12.2]

錆止め塗料塗りの種別

　SOP

・A種(下地調整RA種)
・B種(下地調整RB種)
 ※C種(下地調整RC種)

 ※Ｂ種　・　

 ※Ｂ種　・　

 ※Ｂ種　・　

新規見え掛り

新規見え掛り

新規鋼製建具等
新規その他

新規鋼製建具等
新規その他  　Ｃ種　・　

 　Ｂ種　・　

　SOP

 　Ｂ種　・　

(工程の種別は

　DP

(工程の種別は

(工程の種別は

7.4.2(1)(ｲ)(a)
による

による
※Ａ種

塗替え

新規

塗替え

(工程の種別は

　DP

(工程の種別は

(工程の種別は
　̶新規

素地面

[表7.4.3])

7.4.2(1)(ｲ)(b)
[表7.4.3])

[表7.4.4])

[表7.4.5])

[表7.4.5])

[表7.4.6])

　̶

塗装の種類

・ピグメントステイン塗り
・オイルステイン塗り(OS)

・ステイン塗り

　̶
　̶

　̶
　̶

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD)

※A種 ・　 ・B種 ※A種
・A種 ※B種

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面、

　※B種又はC種の場合は[表7.9.1]の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　

　※B種又はC種の場合は[表7.10.1]の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　

クリヤラッカー塗りＡ種の工程2の適用
　・適用しない
　・適用する(着色剤：・溶剤系着色剤　・油性染料着色剤)
ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の着色の適用
　・適用する　・適用しない
オイルステン塗りの工程等
　・製造所の仕様による

屋根用高日射
反射率塗料

　下地調整 [7.2.2]　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

・　

１ 石綿粉じん濃度測定

8 
耐
震
改
修

工
事

[9.1.3]
　 除去（レベル１）

除去対象範囲　　・図示　　　・　
除去工法　　　　※[9.1.3](2)(ｱ)による　　・　
除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置
　※密封処理　　※湿潤化　　・固形化
除去した石綿含有吹付け材等の処分
　・埋立処分（管理型最終処分場）
　・中間処理（溶融施設または無害化処理施設）

[9.1.4]除去工法

　　　除去対象範囲　・図示　　・　
　・[9.1.3](2)による（損傷、劣化等で石綿粉塵を発散するおそれがある場合）
　　　除去対象範囲　・図示　　・　
除去した石綿含有保温材等の飛散防止措置
　※密封処理　　※湿潤化　　・固形化
除去した石綿含有保温材等の処分
　・埋立処分（管理型最終処分場）
　・中間処理（溶融施設または無害化処理施設）

　 除去（レベル２）

[9.1.5]
　 除去（レベル３）

除去対象範囲　・図示　　・　

除去した石綿含有成形板の処分

　　　・中間処理（溶融施設または無害化処理施設）
　　　・埋立処分（安定型最終処分場）
　・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板
　　　※埋立処分（管理型最終処分場）
　・石綿含有せっこうボード

　 塗材等の除去
除去対象範囲　・図示　　・　
着工前の試験施工　・行う　・行わない

除去した石綿含有建築用仕上塗材等の飛散防止
　※密封処理　　※湿潤化　　・固形化
除去した石綿含有建築用仕上塗材等の処分

　 （レベル３）

　・埋立処分（管理型最終処分場）
　・中間処理（溶融施設または無害化処理施設）

　 材処分 ・ＰＣＢ含有シーリング
　分析調査（第一次判定）
・ＰＣＢ含有シーリング
　分析調査（第二次判定）

部　位　・図示　・　
箇所数：　　箇所
部　位　・図示　・　
箇所数：　　箇所

種類 採取する部位・箇所数 備　考

詳細は監督員との協議による

工法

　不陸等の下地調整　・　

　下地面の清掃　　　　　　・行う　・行わない

　断熱材の施工　　　・断熱材の製造所の仕様による　・　

　通気層の有無　　　・あり（　　　mm）　　　　　　・なし

断熱材
　種類（　　　　　）厚さ（　　　　mm）施工箇所（・図示　・    　　）　

外装材

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

　　　・せっこうボード等を張り付けたパネルを使用

フェノールフォーム断熱材又は保温材、接着剤のホルムアルデヒド放散量　

・断熱材打込み工法

　　種類　　　・　
　　断熱材　　JIS A 9521 に基づく発泡プラスチック断熱材

　　厚さ(mm)　・　
　　施工箇所　・　
・断熱材現場発泡工法
　　断熱材の種類　※A種1　・A種1H
　　厚さ(mm)　　　・25　　・30　　・図示　
　　施工箇所　　　・図示　・　　
・断熱材後張り工法
　　断熱材　JIS A 9521 に基づく発泡プラスチック断熱材

・盛土

・凍上抑制層

・フィルター層

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種
・建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

 ・図示
 ・　
 ・図示
 ・　

 ・図示
 ・　

・再生クラッシャラン Ｇ　・クラッシャラン
・切込み砂利

・

・

厚さ(mm)材　料種　別

　 舗装改修工事

植栽基盤及び材料
　屋上緑化軽量システム　　　　　　　　　　　　・適用する　・適用しない
　芝及び地被類の樹種並びに種類等　　　　　　　※図示　・　
　見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等　※図示　・　
工法

　かん水装置　　　　・設置する（種類　　　　　　）

　新植した芝及び地被類の枯補償の期間　　※引き渡しの日から1年　・　
　既存保護層の撤去　・行う　・行わない

適用範囲：歩道
既存舗装の撤去及び再利用　※図示　・　

路床の材料

　　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・高炉セメントＢ種 Ｇ
　　　    　・フライアッシュセメントＢ種
　　　　　　・生石灰（・特号　・１号）　　・消石灰（・特号　・１号）
　　添加量　（　　　　）kg/m^u３ （目標CBR　※3以上　・　　　）
　　目標CBRを満足する添加量の確認方法　　・安定処理土のCBD試験　・　

  建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

除去工法（吸塵装置付ディスクグラインダー）

２ 石綿含有吹付け材の

　※[9.1.4](2)による（原形のまま、手ばらしが可能な場合）
３ 石綿含有保温材等の

４ 石綿含有成形板の

　・ビニールシート等による養生を行う　　・ 　　
石綿含有けい酸カルシウム板第一種の場合の隔離養生（負圧不要）方法

除去した石綿含有けい酸カルシウム板第一種の処分　

　・中間処理（溶融施設または無害化処理施設）
　・埋立処分（安定型最終処分場）

５ 石綿含有建築用仕上 [9.1.6]

　・埋立処分（安定型最終処分場）

６ PCB含有シーリング

既存外壁の処置
　既存外壁仕上げ材の撤去　・行う　・行わない

　欠損部の改修工法　　　　・改修特記仕様書第4章　外壁改修工事による　・　

　外装材の外壁への取付け　　・図示　　　・　
　笠木の施工　　　　・改修特記仕様書第3章　アルミニウム製笠木による

　外装材の施工　　　・外装材製造所の仕様による　　・　

[9.2.1～4]

　ホルムアルデヒド放射量　　※F☆☆☆☆　　・　

７ 外断熱改修工事 Ｇ

鋼材　改修特記仕様書第8章　8-3　鉄骨工事　・鋼材による。
笠木　改修特記仕様書第3章　・アルミニウム製笠木による。

種　類 防火性能 備　考

　　　　　材質　・　　　　　厚さ(mm)　・　

　※F☆☆☆☆　　・　

　※F☆☆☆☆　　・　
開口部等補修のための張付け用の接着剤のホルムアルデヒド放散量

　　　種類　・図示　　　厚さ(mm)　・図示　

　　　・張り付け工法
　　　　断熱材の張り付け工法　・　
　　　　断熱材へのボードの張付け工法　・　

工法

・砂（改修標準仕様書表9.5.1による）

・改修標準仕様書9.5.3(2)(ｳ)による

８ 断熱･防露改修工事Ｇ

９ 屋上緑化改修工事 Ｇ

10 透水性アスファルト

  ・行う　　・行わない

・路床安定処理　　  ・適用する　　・適用しない
　安定処理の方法　　・置き換え工法（・　　　　　　）　・安定処理工法
　路床安定処理用添加材料

（凍上抑制層に用いる材料に砂を用いる場合の粒度試験）

[9.5.2～5、9]

[9.4.2～4]

[9.3.2～4]

試験
　路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　・行う　　・行わない
　現場ＣＢＲ試験　　　　　　　　　・行う　　・行わない
　路床締固め度の試験　            ・行う　　・行わない
　六価クロム溶出試験　　　　　　　・行う　　・行わない

路盤
　路盤の構成及び厚さ　・図示　・　

舗装の構成　　　　・図示　　・　
舗装の平たん性　　※著しく不陸がないもの　・　
開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　・行う　・行わない

-1

・ジオテキスタイル 　　　　
　単位面積質量　・60g/㎡以上　　・　
　厚さ(mm)　　　・0.5～1.0　　　・ 　　　　
　引張強さ　　　・98N/5cm（10kgf/5cm）以上　　・　
　透水係数　　　・1.5×10　cm/sec以上　　 　　・　

　路盤材料（改修標準仕様書表9.7.3による種別）

　　・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ　Ｇ
　　・粒度調整鉄鋼スラグ　Ｇ
　　・クラッシャラン鉄鋼スラグ　Ｇ

　　・クラッシャラン
　　・粒度調整砕石

　　・再生粒度調整砕石　Ｇ
　　・再生クラッシャラン　Ｇ
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10
鉄
筋
工
事

（舗装版切断時に発生する濁水の
　 発生する濁水の処理
　処理に係る特記仕様書）

濁水の処理

　　種類及び処理量　　・図示による
　１）受注者は、回収した濁水を次のとおり処理するものとする。

　　処理方法
　　　・中間処理後、最終処分場に搬入（処理に焼却含まず）
　　　・中間処理後、最終処分場又はセメント工場に搬入（処理に焼却含む）

　　　する。
　２）受注者は、別の中間処理施設を選定する場合、事前に監督員と協議するものと

共通事項
　１）受注者は、舗装版切断作業を行いながら濁水を可能な限り回収し、作業後速や
　　　かに回収した濁水を産業廃棄物の汚泥（油分を含む汚泥）として中間処理施設
　　　に運搬及び処理するものとする。
　２）受注者は、汚泥の中間処理業の許可を受けている業者と産業廃棄物処分委託契
　　　約を締結しなければならないものとする。

　　　業者と産業廃棄物収集運搬委託契約を締結しなければならないものとする。
　３）受注者は、自ら運搬を行う場合を除き、汚泥の収集運搬業の許可を受けている

　４）受注者は、濁水の処理に関する履行について、廃棄物の処理及び清掃に関する
　　　法律において定める産業廃棄物管理票（以下「マニフェスト」という。）によ
　　　り管理するものとする。
提出書類等
　１）受注者は、施工計画書において、濁水の回収、運搬及び処理に関する方法を定
　　　めなければならないものとする。また、中間処理業者及び収集運搬業者と締結
　　　した委託契約書の写し及び許可証の写しを添付すること。

　　　ならないものとする。
　２）受注者は、工事完成後速やかにマニフェストの写しを監督員に提出しなければ

その他
　１）濁水処理量については、舗装版の切断延長や切断厚が変わった場合を除き、原
　　　則として設計変更の対象としないものとする。
　２）受注者は、舗装版切断時に濁水を生じない工法を使用する場合においては、事
　　　前に監督員と協議するものとする。
　３）疑義等が生じた場合については、別途監督員と協議するものとする。

11 舗装版切断時に

11
コ
ン
ク
リ
Ⅰ
ト
工
事

特記仕様書（構造関係）による

特記仕様書（構造関係）による

そ
の
他

12 ・注意事項 前述「公共建築工事標準仕様書」24.その他　を参照すること
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既存床下換気口

改修工事区分表
工事項目 備考電気

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１

１３
１２

１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４

工事項目 備考建築 電気
３５
３６
３７
３８
３９
４０
４１
４２
４３
４４
４５
４６
４７
４８
４９
５０
５１
５２
５３
５４
５５
５６
５７
５８

６０
５９

６１
６２
６３
６４
６５
６６
６７
６８

工事項目 備考建築 電気
６９
７０
７１
７２
７３
７４
７５
７６
７７
７８
７９
８０
８１
８２
８３
８４
８５

８７
８６

８８
８９

本工事区分表と設計図面間に相違がある場合は、設計図面を優先する。

９０
９１
９２
９３
９４
９５
９６
９７

１０１

９８
９９
１００

ＥＶ衛生 空調

流し台用照明器具 ○
コンロ台用バックガード

各種厨房器具類
同上排水金物および排水管の接続

○
○

同上給水、給湯、排水管　接続工事

厨房室内の排水マスおよびゴミ取りカゴ
同上排水管の接続

各種厨房器具個別のステンレスダクト
同上ガス接続工事

○

○

○

○

○

配管用のライニング工事
トイレブース設置

○
○
○衛生関係　壁下地補強

近隣対策（お知らせおよび挨拶廻り）
○
○

現場施設管理者との窓口および総合調整の業務

養生、整理清掃跡片付
仮囲い、共通足場、安全対策 ○ 単独足場は各自

○ ○

既存土間、壁等躯体のカッター入れおよび解体
既存土間下配管等の撤去用のコンクリート斫り
既存土間下配管等の撤去用の根切り、埋戻し
ダクト、配管等の貫通部分の、壁、床等躯体の斫り

換気扇取付用の、壁等躯体の斫り

同上穴埋め処理

屋外設置型機械のコンクリート基礎
同上鉄骨架台
同上防振装置および設置

同上仕上げ処理

同上仕上げ処理
換気扇取付用の、既存サッシの加工、改修

同上受枠入れおよび穴埋め処理

既存照明器具、電気配管配線類の撤去
既存空調機、ダクト、付属の配管配線類の撤去
既存換気扇の撤去
既存天井扇の撤去

既存造り付け家具等の撤去
既存上下水道配管等の撤去

既存衛生陶器の撤去（配管はずし共）
既存既製流し台、コンロ台、吊り戸等の撤去（〃）

左官、塗装、クロス等

○

○
○

○
○

○
○

○
○
○ ○

○

○
○

○

○

室内用空調吹き出し口のガラリ
ガラリの防鳥網

○

○

外壁取付換気ガラリ（接続フランジ共）
同上ダクト接続(ボックス共)
同上防火、防炎ダンパー等

衛生器具類の取付および、配管接続

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

全体実施工程表および全体仮設計画の作成 ○

配管およびダクト等の貫通廻りの防水補修 ○

各社の協力

各社の協力

各社協議,指定仮設は建築

不要配管撤去は衛生

発生材の小運搬及び処分

既存室内露出の給排水管の塗装
既存室内露出の電気配管の塗装
既存室内露出のダクトの塗装

○

既存室内露出配管等の撤去跡処理 ○

○
既存ＥＶ撤去、下地共
上記撤去後の躯体補修

○既存電気設備用盤　撤去後の下地補修
○既存壁穴埋め補修

○

○

建築

○
○

左官、塗装、クロス等

○
○

○
○

○

厨房の床排水溝およびグレーチング

○

○

○

墨出しは各自

各工事毎に処分

トラフ・ピット類（ふたを含む） ○ 9.自動扉まわり

項　　　　　目 備　　　考 項　　　　　目 備　　　考 項　　　　　目 備　　　考 項　　　　　目 備　　　考

屋外排水設備・外構躯体関係 5.その他

分　　類

外構
建築

建物 空調衛生
電気

分　　類

外構
建築 機械

建物 空調衛生
電気

分　　類

外構
建築 機械

建物 空調衛生
電気

分　　類

外構
建築 機械

建物 空調衛生
電気

○
○

○
○

桝及び桝ふた
屋外雑排水及び屋外汚水排水設備

○

○

1.雨水

2.雑排水・汚水

化粧マンホール上ふたの表面仕上げ

植栽及び客土3.植栽

○ピット形の躯体及び砂充てん
上記以外のユニット形浄化槽本体・配管及び据付等

4.ユニット形浄化槽

○雨水貯留槽5.その他

機器付属の制御盤以降の配管配線（接地線共）
機器付属の制御盤への電源供給配管配線
自動制御と動力盤との電源供給の渡り配管配線
機器と付属操作スイッチの渡り配管配線

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパに
至る配管配線

ＡＬＣ板の壁開口・補強
避雷設備・同接地工事
同上用防水・マンホール・タラップ等

オイルサービスタンクの防油堤
フリーアクセスフロア内の防水堤

厨房排水管接続
厨房排水枡取付（開口補強やコーキング等含む）

○
○

○
○
○

○
○

○

○

○

○

10．防火・防犯

補強を要する型枠材及び取付け
補強を要しない型枠材及び取付け
貫通孔・開口部の墨出し
貫通孔・開口部の補強

貫通孔のスリーブ材及び取付け

スリーブ・型枠の穴埋め

電気配線配管

浄化槽本体は衛生

２次側
１次側

11．その他

地下配管ピット用

○

○
○
○

2.S､SRC造のはり貫通孔 S･SRC造貫通鋼管スリーブ・補強
使用されたスリーブの穴埋め
予備スリーブの穴埋め

○
○
○

○

○

○

○

○
○
○

○

○

三方枠取付・枠廻り埋戻し・同補修
各階出入口穴あけ・同補強
昇降路内ピット防水・集水舛

出入口扉，三方枠及び幕板
出入口扉，三方枠及び幕板の各補強鉄骨

機械室の床配管ピット・蓋

機械室の上げ床コンクリート打設・仕上
巻上機周囲のチェッカープレート敷

機械室の床開口

機械室天井フック取付
昇降路内フック取付

昇降路がＲＣ造及びＳＲＣ造の時、軌条・中間ビーム
・ブラケット他昇降路内の鋼製部材一式

ドア敷居受台鉄筋床持出し

小枠の場合、化粧枠は建築

○屋外受水タンク用の基礎
太陽電池アレイ用架台（支持金物）

機器取り付け用アンカー・架台

○

○

建築設計図に記入あるもの

屋上基礎で押さえコンにアンカーしない軽微なもの

屋内の基礎（建築設計図に記入のないもの）
屋外・屋上の基礎

3.設備機器の基礎

4.昇降機関連

昇降路内ピット点検用タラップ
点検用コンセント

電源接続工事
最上階昇降路よりの電話線用配管

○

エレベーターインターホン取付、配管・配線工事

ホール押釦・インジケータ・鋼索などの壁開口
機械室空調設備

○

可動防煙垂壁本体・駆動装置

上部電動シャッター
本体・制御盤・手動開放装置・ヒューズ装置

自動閉鎖装置を取りつける防火戸の切り込み補強
及びドアクローザー、フロアヒンジ

自動扉・電動シャッター本体までの配管，配線

自動扉・電動シャッターからセンサー
（付属スイッチ）への配管・配線工事

屋内消火栓箱

自動火災報知機
同上消火ポンプ起動リレー及び表示灯

埋込型消火器ボックス
独立型消火器ボックス
消火器本体

機械警備配管
ガス漏れ感知器

消火器一体型を含む

備品

床ピット防水工事共

○

○
○

○

　　インサート

2.可動間仕切り

3.つりボルト及び

4.外壁まわり

仕上げ関係

○

○

1.軽鉄天井・壁下地

切り込み及び補強
位置ボックス

設備機器・器具・配管・配線・ダクト用

ウエザーカバー、ベントキャップ
外壁ガラリ及びダクト接続用フランジ

換気扇（取付枠共）

紙巻器
身障用手すり、折りたたみベッド等

衛生器具　電源供給

補強を要するボードの切り込み及び下地の補強

開口部の墨出し
補強を要しないボードの切り込み

ルーフドレン ○

ピット内の雨水配管

○

屋内（PS内）の竪樋
本工事と外構工事の区分は図面参照

○

各自立会

湧水・雨水ピット・ＲＣ造各種水槽

洗濯機パン

同上給排水管の接続工事

位置は建築、衛生協議後、
監督員の確認を得る

○
○化粧マンホール上ふたの表面仕上げ

二重ピット及びトレンチのマンホールふた

○

○

○

機器搬入用フック　ビーム

チェンブロック

屋内及びパイプシャフト内の配管ダクトの
見え掛り部分の塗装

くつ洗い流し部排水金物・排水管

くつふきマット・玄関マット・自動扉マット部
床排水金物（目皿共）・排水管

○点検口（天井・床下）
○同上各種点検口用の開口補強 位置は各社協議後、

監督員の確認を得る

位置は各社協議後、
監督員の確認を得る

カーテンレール、ピクチャーレール
カーテン、ブラインド、ロールスクリーン

○
○

○ ○○

○ ○○
○ ○○

○ ○

○ ○

○

○

○ ○○
○ ○○

○○ ○
○ ○

○○ ○

○

○

○

○

○

○

○ ○
○

○ ○

○
○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○ ○ ○

○ ○○

○
○

○

○
○

○
○

○

114条区画、防煙区画
114条区画、防煙区画

昇降路、機械室の躯体

機械

機械 機械

○
○ 外構工事範囲突出しまで

桝及び桝ふた

○屋外雨水排水設備（側溝）
屋外雨水排水設備（側溝以外）

防火戸の自動開閉装置

排煙窓本体・手動開閉装置

可動防煙垂壁　連動制御装置の感知器 ○
○

自動扉の手元電源スイッチ

自動扉の本体・駆動装置・検出装置（センサー）

電気錠の扉までの配管 ○

○
電気錠の本体，扉内配線 操作盤共

支持金物共

防火ダンパーなし

1.RC部（基礎・床）
　の貫通孔・開口部

制御盤（EV機械室内または昇降路内等）までの
動力・照明用電源、アース、の配管・配線工事

位置は建築、衛生協議後、
監督員の確認を得る

○
8.フリｰアクセスフロア

床パネルの切り込み加工
コンセント ○

7.各諸室・教室まわり

○
人工大理石家具

家具組み込みの洗面器（陶器）

洗面カウンターと建築部材とのシーリング

衛生陶器廻りのシーリング

○
○

○

ドアガラリ（防火ダンパー含む）

衛生器具　下地補強

○

○6.浴室、便所まわり

○
○

浴室及び便所の床排水金物
洗面カウンター

照明

洗面器は衛生

5.システムキッチン

洗面化粧台、造作流し等
鏡

水栓・排水金物は衛生

○
同上給排水管接続工事
流し台・つり戸棚・水切り棚・IH

○

○

○

衛生器具ユニット ○

シャワーユニット

オストメイト、幼児用ﾊﾞｽ、
大人用手洗い、SKシンク、
汚物流し、便器は設備

○

外構図参照

屋外竪樋・雨水管（第一桝接続まで）

竪樋外構エリア内から最終接続まで

○

○
造作家具流し及び人工大理石流しのトラップ

家具の水栓

RC製流し

RC製流しのトラップ
○

新規キュービクル、室外機用
の基礎

引込柱新設 ○
キュービクル新設 ○

厨房グリース阻集器 ○

○

○

保育室内壁付扇風機 ○

○
○

○

一部備品

○

○

○



縮尺: 1 / 20,000  地理院タイル（国土地理院）を利用して作成 0 500 1000m

調査調査製作計画
業務番号

株式会社
KATSURA 図面番号縮尺図面名

桂設計　埼玉事務所
KATSURA SEKKEI INC.

一級建築士登録　第301170号　白須　若菜

工事名 000000

A-

川島町公立保育園統合整備工事

A1:
A3: 2026/ 03/13 11計画概要・案内図・配置図

地名地番

敷地面積

建築面積

延床面積

建ぺい率

容積率

構造/階数

高さ

接道

その他

◾建築概要

◾延床面積

◾建築面積

◾案内図　　　1：20000（A3）

地区指定

用途地域

防火地域

高度地区

日影規制

既存 増築後
申請建物1

既存建物1

既存園舎 プロパン庫

２階

1階

小計

園舎

延床面積

容積率

400.5㎡ 512.10㎡ -

434.4㎡ 549.44㎡ 9.63㎡

834.90㎡ 1,061.54㎡ 9.63㎡

1,081.34㎡

1,081.34-7.6=1,073.74　　1,073.74/2,239.26=0.47950≒47.95%

既存
申請建物1

増築後 既存建物1

既存園舎 プロパン庫園舎

建築面積

小計 557.0㎡ 592.79㎡ 9.63㎡

834.90㎡

29.35%

612.59㎡

建蔽率

備考

557.0㎡

19.58% 612.59/2239.26=0.27356≒27.36%

容積率、建ぺい率は小数点以下第3位を切ḁ上げ

埼玉県比企郡川島町大字下八ツ林字檍町866番1,867番1,868番1,868番9

2,239.26㎡

610.34㎡
（許容：1,567.48㎡）
1,071.17㎡
（許容：2,239.26㎡）

指定なし
（建ぺい率60%、容積率100%）

指定なし

なし　北側制限なし
道路車線：立上ḁ20ｍ　勾配1.5/1
隣地斜線：立上ḁ20ｍ　勾配1.25/1
最高高さ：　-　ｍ

10ｍ以上に適用（h＝4ｍ）
4ｈ　2.5ｈ

建ぺい率の緩和：角地緩和+10% 12未満の前面道路幅員に᷿Ḃ容積率算定係数　0.4

指定なし

27.54%

47.95%

RC造、一部S造/
地上2階、地下０階

　8.4ｍ
（地盤高さ：園舎1FL-500）

北側：町道/2-17（法第42条第1項第1号道路）　
幅員　車道　7.5ｍ　+　歩道　2.5ｍ　=　　10.0　ｍ
南側：町道/4638（法第42条第1項第1号道路）　幅員　4.2ｍ
東側：町道/4638（法第42条第1項第1号道路）　幅員　4.2ｍ
西側：町道/1-8（法第42条第1項第1号道路）　
幅員　車道　8.0ｍ　+　歩道　3.5ｍ　= 11.5ｍ

新築時の敷地面積は2844.18㎡

屋外便所

既存建物2

6.21㎡

既存建物2

屋外物置

-

3.96㎡

3.96㎡

備考 容積率は小数点以下第3位を切ḁ上げ　　　新築時の敷地面積は2844.18㎡　　　EV昇降路7.6㎡

既存建物3

屋外便所

-

6.21㎡

6.21㎡

屋外物置

既存建物3

3.96㎡

計画敷地

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

配管用立上り

配管用立上り

高架水槽基礎

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

ﾙｰﾌﾍﾞﾝﾄ ﾙｰﾌﾍﾞﾝﾄ

ﾙｰﾌﾍﾞﾝﾄ

ﾙｰﾌﾍﾞﾝﾄ

改修用ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ(100φ)設置

ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ

水勾配 1/75

屋 根 1

庇

改修用ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ(100φ)設置 改修用ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ(100φ)設置 改修用ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ(100φ)設置 改修用ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ(100φ)設置 改修用ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ(100φ)設置

改修用ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ(100φ)設置

改修用ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ(100φ)設置

改修用ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ(100φ)設置

屋 根 2

屋 根 3

屋 根 4

軒樋

軒樋

機械設備用基礎

機械設備用基礎

駐車場

合併浄化槽
(既存利用)

8054 18179 4630

42301

28
36

262518179181802461

34900

1573

2665

98
76

18179

町道2-17(法42条1項1号道路)
幅員　車道7.5m + 歩道2.5m = 10.0m

副門

正門

既存
樹木

アプローチ

▲

▼

町
道

46
38

(法
42
条

1項
1号
道
路

)
幅
員
　

4.
2m

町道4638(法42条1項1号道路)
幅員　4.2m

町
道

1-8(法
42条

1項
1号
道
路

)

幅
員
　
車
道

8.0m
 + 歩

道
3.5m

 = 11.5m

駐車場

既存ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ存置

既存ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ存置

既存ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ存置

既存ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ存置

既存ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ存置

既存ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ存置

既存ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ存置

既存
樹木

既存
樹木

既存
樹木

既存
樹木

既存
樹木

既存
樹木

既存
樹木

35,000
X0

4,500 4,500 6,500 6,500 6,500 6,500
1,000 3,500

27
,0

00
5,

50
0

3,
00

0
5,

50
0

9,
00

0
4,

00
0

2,
00

0
2,

50
0

5,
50

0
3,

00
0

5,
50

0
9,

00
0

4,
00

0
2,

40
0

3,
10

0

2,0001,900
X1 X2 X3 X4 X5 X6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

Y0

1,
00

0

1,
60

0

35,000

X0

4,500 4,500 6,500 6,500 4,700
1,000 3,500

3,000

X1 X2 X3 X4 X5 X6

1,800 1,800 4,700

町鋲

(11,725) 町ﾌﾟﾚｰﾄ
27

,0
00

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

Y0

90
0
町
ﾌﾟ
ﾚｰ
ﾄ

(1
61

50
)

町
ﾌﾟ
ﾚｰ
ﾄ

既存ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ存置既存副門壁及び出入用柵存置
車両出入口

歩行者出入口

既存正門壁存置(再塗装)

既存正門存置(再塗装)

既存正門壁一部存置(再塗装)

▲車両出入口

擁壁1

ｽﾛｰﾌﾟ1

階段1

階段2

▲歩行者出入口
▲ 職員出入口

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ基礎
W4400 D2800 H300

引込柱(設備工事)

ｽﾛｰﾌﾟ2

ウッドデッキ
テラス

園 庭

屋外
手洗場1

ｼｬﾜｰ
ｺｰﾅｰ

避難用
滑り台

既存建物1 プロパン庫
最高高さ：2.900m
最高軒高：         m

既存建物2 屋外トイレ
最高高さ：3.770m
最高軒高：3.000m

既存建物3 屋外物置
最高高さ：2.600m
最高軒高：2.400m

申請建物 園舎(FL±0)
最高高さ：8.400 
最高軒高：7.900

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ1

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ片開き扉 W1000

250
125

町コンクリート杭

町プレート
町鋲

＜凡例＞
敷地の地盤高さは園舎1FL-500

既存建物

既存建物

A-11
道路斜線制限は明Ḁかに適合していḂ



調査調査製作計画
業務番号

株式会社
KATSURA 図面番号縮尺図面名

桂設計　埼玉事務所
KATSURA SEKKEI INC.

一級建築士登録　第301170号　白須　若菜

工事名 000000

A-

川島町公立保育園統合整備工事

A1:
A3: 2026/ 03/ 13 12現況図 250

125

花壇

UP

砂場

UP

ｽﾛ
ｰﾌ
ﾟ

屋外階段

物置

UP

ｽﾛ
ｰﾌ
ﾟ

8054 18179 18179 4630

4
2

3
0

1

2836

262518179181802461

3
4

9
0

0

1573

2
6

6
5

98
76

4
8

8
1

7

道 2-17

道 4638

道 4638

道 1-8

園庭
3,000

ﾌｪ
ﾝｽ

町道

町道

工事対象建物

副門

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

屋外便所

物置

歩道

花壇

正門

駐車場

駐車場

アプローチ

町コンクリート杭

町プレート
町鋲

＜凡例＞



調査調査製作計画
業務番号

株式会社
KATSURA 図面番号縮尺図面名

桂設計　埼玉事務所
KATSURA SEKKEI INC.

一級建築士登録　第301170号　白須　若菜

工事名 000000

A-

川島町公立保育園統合整備工事

A1:
A3: 2026/03/13 13敷地面積求積図 250

125

8054

18179
4630

4
2

3
0

1

2836

2625

1817918180
2461

3
4

9
0

0

1573

2
6

6
5

98
76

4
8

8
1

7

道 2-17

道 4638

道 4638

道 1-8

866-1

867-1 868-1

868-9

4
7

9
2

7

4
4

3
9

4

4
2

5
6

1

4
5

0
5

5

1395

6842

4
4

6
7

7

672

3
7

4
7

2

2120

3
8

1
7

3

2420

18179

16808

16808

16808

16809

4601

4
7

9
2

6

7922

2620

イ

ロ

ハ

ニ

ホ ヘ ト チ リ

ヌ ル

ヲ

W
1

7
W

6
6

W17W67W17W68W17W69

W17W71

W17W18

W17X1

W17X398

W17X399 W17X400 W17X401

W17X402

W17X403

W17W70

符号
三斜求積表

底辺(m)

37.472

高さ(m)

0.672

倍面積（㎡）

25.181184

地積

1.39538.173 53.251335

16.808 805.55701647.927

地番

16.808 805.55701647.927

面積 2239.26㎡

866-1

867-1

425.03㎡

イ
ロ

へ
ト

425.03　+　805.55　+　805.56　+　203.12　=

805.55㎡

2239.26㎡

6.842 305.68003444.677ハ
2.420 109.033145.055ニ
7.922 356.9257145.055ホ

16.809 805.58813447.926
16.808 805.54020847.926

868-1 チ
リ 805.56㎡

2.620 116.31122844.394
2.120 94.1152844.394

868-9 ヌ
ル

4.601 195.82316142.561ヲ 203.12㎡

境界座標一覧表
X座標 Y座標測定点

-719.782 -31543.855W17W67
-719.603 -31562.034W17W68
-719.425 -31580.213W17W69
-719.346 -31588.267W17W70
-727.221 -31594.227W17W71
-729.886 -31594.213W17W18
-763.430 -31584.577W17X1
-763.715 -31583.030W17X398
-763.739 -31580.569W17X399
-763.915 -31562.389W17X400
-764.092 -31544.210W17X401
-764.118 -31541.585W17X402
-762.127 -331539.564W17X403

-719.827 -31539.225W17W66

町コンクリート杭

町プレート
町鋲

＜凡例＞

A-13



ｆ ＝　　　　　　　　　   39.71㎡

d ＋ e ＝　　　　　　   　226.64㎡ａ ＋ ｃ  ＝　　　　　　　834.9㎡

ａ ＋ ｂ  ＝      　　　　　557.0㎡

い ＋ か  ＝　　　 　　　512.10㎡

け ＋ こ ＝　　　　　　1061.54㎡

え ＋ く ＝　 　　　　　596.71㎡

あ ＋ お  ＝　 　　　　　549.44㎡

調査調査製作計画
業務番号

株式会社
KATSURA 図面番号縮尺図面名

桂設計　埼玉事務所
KATSURA SEKKEI INC.

一級建築士登録　第301170号　白須　若菜

工事名 000000

A-

川島町公立保育園統合整備工事

A1:
A3: 2026/03/13 14延床・建築面積求積図 - 1 250

125

記号

合計面積

1
2
3
4

記号
5
6

8

計算式(m)

計算式(m)

28.500 ×0.500

1.500 × 12.500

5.500 × 4.000
19.500 × 9.000
6.500 × 4.600

9.000 × 23.000
面積(㎡)
207.000

面積(㎡)

434.400

22.000
175.500
29.900

122.600

39.000

14.250

18.750

■既存部

26.000 × 1.500

記号

4
10
11

計算式(m)

9.000 ×14.000

面積(㎡)

126.000

175.500
29.900
28.600

40.500

※ ～ は「A-000 延床・建築面積求積図-2」を参照のこと。13

合計面積

3

既存園舎建築面積加算部

既存園舎2階床面積

既存園舎1階床面積ａ

ｂ

ｃ

あ

い

う

え

お

か

き

く

け

こ

さ

し

■申請建物１（合計）

1階床面積

2階床面積

延床面積

建築面積

■既存園舎

1階床面積
ａ ＝　　　　　　　　      434.4㎡
2階床面積
ｃ ＝　　　　　　　　　　400.5㎡
延床面積

建築面積

■増築部分

1階床面積
d ＝　　　　　　　　　 　115.04㎡
2階床面積
e ＝　　　　　　　　 　　111.60㎡
延床面積

建築面積（増築後追加部分）
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延床面積

容積率

■延床面積

１階

２階

既存園舎 増築部分 屋外物置

既存 増築
申請建物１ 既存建物３

小計(棟)

小計(建物)

既存園舎 増築後追加分

既存 増築
申請建物１

■建築面積

建築面積

建蔽率

備　考 容積率、建ぺい率は小数点以下第３位を切り上げ

小計(棟)

小計(建物)

  35.79㎡

592.79㎡

-400.5㎡

115.04㎡

111.60㎡

226.64㎡

1,061.54㎡

434.4㎡

834.9㎡

557.0㎡

3.96㎡

1,081.34㎡

1,081.34-7.6(EV昇降路)=1,073.74  1,073.74/2,239.26=0.47950≒47.95%

612.59㎡

612.59/2239.26=0.27356 ≒ 27.36 ％
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③

11
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④

⑩

a 既存園舎1階床面積
b 既存園舎建築面積加算部

c 既存園舎2階床面積

屋外便所
既存建物２

-

6.21㎡

6.21㎡

6.21㎡

プロパン庫

-

9.63㎡

9.63㎡

9.63㎡

屋外物置
既存建物３

屋外便所
既存建物２

プロパン庫
既存建物１

6.21㎡9.63㎡

3.96㎡6.21㎡9.63㎡

既存建物１

3.96㎡

3.96㎡

3.96㎡

A-14

既存 既存



調査調査製作計画
業務番号

株式会社
KATSURA 図面番号縮尺図面名

桂設計　埼玉事務所
KATSURA SEKKEI INC.

一級建築士登録　第301170号　白須　若菜

工事名 000000

A-

川島町公立保育園統合整備工事

A1:
A3: 2026/03/13 15延床・建築面積求積図 - 2 250

125

■増築部

14 4.000 × 6.000

記号
13

計算式(m)
25.420 × 2.000

115.04

24.000

面積(㎡)
50.840

記号

14
16
17
18
19

面積(㎡)計算式(m)

2.000 × 12.000

24.000

111.60

合計面積

合計面積

2階増築部床面積

ｄ

e

1階増築部床面積
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掲示ｺｰﾅｰ1

掲
示
ｺｰ
ﾅｰ

2 園児用靴箱

職
員
用
靴
箱

35
0

冷蔵庫 暖飯庫

ｺﾋﾟｰ機

ﾎﾜ
ｲﾄ
ﾎﾞ
ｰﾄ
ﾞ

休憩ﾃｰﾌﾞﾙ

可動式
救護ﾍﾞｯﾄﾞ

設
備
盤
ｺｰ
ﾅｰ

ﾃﾚ
ﾋﾞ
ｺｰ
ﾅｰ

PCﾃﾞｽｸ
1000×700×6ｾｯﾄ

収
納
棚

収
納
棚

収
納
棚

収
納
棚

収納棚 収納棚 収納棚

収納棚 収納棚 収納棚

PS

掲
示
ｺｰ
ﾅｰ

5

掲
示
ｺｰ
ﾅｰ

6

掲
示
ｺｰ
ﾅｰ

8

掲
示
ｺｰ
ﾅｰ

9

10足12足

着替えﾌｯｸ(1歳児)

掲示ｺｰﾅｰ4掲示ｺｰﾅｰ7

+350

15
0

+500

休憩ﾃｰﾌﾞﾙ

ﾛｯｶｰ5人分

12345678910

+200

ﾛｯｶｰ(6人×6)

PS

79.51,84179.5

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

掲示ｺｰﾅｰ11

掲示ｺｰﾅｰ10

可動着替えﾌｯｸ

玄 関

一時保育室
4名
22㎡

一時保育用
トイレ

職員室
0歳児保育室

9名
45㎡(>37㎡)

調乳コーナー

廊下1

倉庫1

1・2歳児用
トイレ

沐浴室

1歳児保育室
12名

45㎡(>49.5㎡)給食室

前室1

休憩・更衣室 備蓄倉庫

給食室用ﾄｲﾚ

エレベーター
ホール1

職員用
更衣室

倉庫2

倉庫3

洗濯室

2歳児用
トイレ

2歳児保育室
15名

49.5㎡(>37㎡)

掲
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ﾅｰ

3
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00

0
4,

62
5 ウッドデッキテラス

ｽﾛｰﾌﾟ2

屋外手洗い場2

±0

+500

屋外手洗い場1

傘立

ｽﾛｰﾌﾟ1

±0+475

±0+150

20
0

給食室玄関

750 1,5003,3503,400

電気配線ｶﾊﾞｰ
(建築工事)

給湯器ｶﾊﾞｰ
(建築工事) 設備

配管室

分
電
盤

PS

エントランス
ホール

155
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(3,407.5)70 (3,407.5)70 (3,407.5)70 (3,407.5)70 70
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8
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8

70
3,

55
3

床集水枡

床集水枡

床集水枡

床集水枡

床集水枡

SUS床見切

竪樋

竪樋

竪樋 竪樋 竪樋 竪樋 竪樋

竪樋

竪樋

竪樋

竪樋

竪樋

竪樋

竪樋

竪樋

手摺

手摺

園児用靴箱

ｻﾝｼｪｰﾄﾞ取付ﾎﾟｰﾙ
H1800 100φ×4

掲
示
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ﾅｰ

20

竪樋

下処理室
検収室

食品庫

前室2

2,0331,950
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ﾀｵ
ﾙ掛
け
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け
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既存桝の上に
新設点検口 450□

既存桝の上に
新設点検口 450□

既存桝の上に
新設点検口 450□

床点検口
(新設)

床点検口
(既存利用)

床点検口
(既存利用)

床点検口
(新設)

床点検口
(新設)

床点検口
(新設)

2F用:24膳（既存）

1F用:24膳（既存）

2F用:24膳（既存）
2F用:24膳（既存） 2,000 500 500

埋込消化器BOX

埋込消化器BOX
床点検口

(既存利用)

床点検口
(既存利用)

床点検口
(既存利用)
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0.565 × 6.000 = 3.390
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調査調査製作計画
業務番号

株式会社
KATSURA 図面番号縮尺図面名

桂設計　埼玉事務所
KATSURA SEKKEI INC.

一級建築士登録　第301170号　白須　若菜

工事名 000000

A-

川島町公立保育園統合整備工事

A1:
A3: 2026/03/13 16各室求積図 250

125

記号 計算式(m)

b
合計面積

5.920 × 2.000

面積(㎡)

40.44
11.840

記号 計算式(m)
2.000 × 900c

d
e
f
g

520 × 900 × 1/2
28.500 × 2.000
1.900 × 3.500
1.500 × 3.000

合計面積

面積(㎡)
1.800

57.000
0.234

6.650
4.500
70.18

廊下1

玄関・エントランスホール

記号 計算式(m)
階段1（倉庫1、倉庫5含む）

ｊ
面積(㎡)

合計面積
23.358
23.35

多目的ホール
■共用部面積表 ■1階各室面積表 ■2階各室面積表
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58.5㎡(>49.5㎡)

多目的ホール

倉庫4廊下2

教材室

おもちゃ・
絵本コーナー

屋 根

多目的
トイレ2

3・4・5歳児用
トイレ

3歳児用
トイレ

階段2

3歳児保育室
20名

49.5㎡(>49.5㎡)

着替えﾌｯｸ(5歳児)
掲示ｺｰﾅｰ12掲示ｺｰﾅｰ15

階段1

1,
62

5

PS

分電盤

PS

エレベーター
ホール2

Exp.J

5452,5202,520(3,407.5)1,000

1,
00

0
56

5
70

70 (3,407.5)70 (3,407.5)70 (3,407.5)70 70 70 (771.25) 70 (1,612.5) 70 (771.25) 70

45
1,

58
5

37
0

(3
,3

85
)

70
(3

,3
85

)
70

(3
,3

85
)

70

451,335620

屋根

ﾀｵ
ﾙ掛
け
ｺｰ
ﾅｰ

相談室

ﾀｵ
ﾙ掛
け
ｺｰ
ﾅｰ

ﾀｵ
ﾙ掛
け
ｺｰ
ﾅｰ

機械設備用基礎

機械設備用基礎

埋込消化器BOX 着替えﾌｯｸ(4歳児) 埋込消化器BOX

2,000 4,5004,500 2,000

4,500

2,800 4,200 1,500500

577.5 1,422.5
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0
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0
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0
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00

0
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00
0
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00

0
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,0
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50

0
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0
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0
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35,000
4,500 4,500 6,500 6,500 6,500 6,500

1,000 1,500

(2,000)(1,900)

240 4,260 2,0002,000

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6

1,0005,5007605,7405,5001,000

5,
50

0
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00
0

5,
50

0
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00
0

4,
00

0
3,

50
0

1,
80

0
1,

50
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1,
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0
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00
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4,
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0
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00
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1,
30

0
1,
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0
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0

1,
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0
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0

404142

43

44

45

46

47

48

49

50

l
m

n

o

pq

r

s

t

u

v

a 6.500 × 4.400 28.600

記号 計算式(m)

i
合計面積

1.900 × 2.000

面積(㎡)

11.60
3.800

エレベーターホール1

h 3.900 × 2.000 7.800

3.880 × 6.020

記号 計算式(m)
階段2（倉庫3含む）

k
面積(㎡)

合計面積
14.100
14.10

4.700 × 3.000

記号 計算式(m)
倉庫4

l
面積(㎡)

合計面積
6.207
6.20

3.103 × 2.000

記号 計算式(m)
31.896 × 2.000m

n
o
p
q

1.500 × 7.000
2.077 × 1.200
1.342 × 12.000
2.077 × 3.000

合計面積

面積(㎡)
63.793

2.493
10.500

16.110
6.232

102.30

廊下2

r 0.577 × 5.500 3.176

記号 計算式(m)

合計面積
1.900 × 2.000

面積(㎡)

11.60
3.800

エレベーターホール2

s 3.900 × 2.000 7.800
t

記号 計算式(m)
階段1（2階）

u
面積(㎡)

合計面積
23.358
23.35

3.880 × 6.020

記号 計算式(m)
階段2（2階）

v
面積(㎡)

合計面積
14.100
14.10

4.700 × 3.000

記号 計算式(m)
多目的トイレ1

1
面積(㎡)

合計面積
5.405
5.40

2.300 × 2.350

記号 計算式(m)
一時保育用トイレ

2
面積(㎡)

合計面積

6.626

7.069

2.945 × 2.250

記号 計算式(m)

1.000 × 2.350

面積(㎡)

2.350

一時保育室

4 4.200 × 4.600 19.320
5

合計面積 22.02
0.355 × 1.000 0.35552

記号 計算式(m)

6.500 × 3.500

面積(㎡)

22.750

職員室

6 5.500 × 4.600 25.300
7

3.980 × 0.900 3.5828

合計面積 51.86
0.520 × 0.900 × 1/2 0.2349

記号 計算式(m)
0歳児保育室

10
面積(㎡)

合計面積
45.000
45.00

5.000 × 9.000

記号 計算式(m)

合計面積
5.000 × 9.000

面積(㎡)

51.00
45.000

1歳児保育室

11 3.000 × 2.000 6.000
12

記号 計算式(m)
木浴室

13
面積(㎡)

合計面積
9.900
9.90

3.000 × 3.300

記号 計算式(m)
1・２歳児用トイレ

14
面積(㎡)

合計面積
11.100
11.10

3.000 × 3.700

記号 計算式(m)
備蓄倉庫

15
面積(㎡)

合計面積
4.860
4.86

2.700 × 1.800

記号 計算式(m)
給食室玄関

16
面積(㎡)

合計面積

2.970

4.10

2.700 × 1.100
17 1.1301.027 × 1.100

記号 計算式(m)
前室1

18
面積(㎡)

合計面積
1.840
1.84

1.672 × 1.100

記号 計算式(m)
給食室トイレ

19
面積(㎡)

合計面積
1.440
1.44

1.600 × 0.900

記号 計算式(m)
休憩・更衣室

20
面積(㎡)

合計面積

8.680

9.76

2.800 × 3.100

記号 計算式(m)
検収室

21
面積(㎡)

合計面積

8.960

10.19

5.600 × 1.600
22 1.2372.250 × 0.550

記号 計算式(m)
前室2

23
面積(㎡)

合計面積

1.912

4.91

2.250 × 0.850
24 3.0001.500 × 2.000

記号 計算式(m)
下処理室

25
面積(㎡)

合計面積
10.200
10.20

3.400 × 3.000

記号 計算式(m)
食品庫

26
面積(㎡)

合計面積
4.690
4.69

3.350 × 1.400

記号 計算式(m)

0.525 × 3.325

面積(㎡)

1.746

給食室

27 6.975 × 3.850 26.854
28

合計面積 42.42

0.525 × 0.525 × 1/2 0.13829
6.368 × 2.150 13.69130

記号 計算式(m)

1.500 × 1.850

面積(㎡)

2.775

食育コーナー（廊下）

31 0.525 × 0.525 × 1/2 0.138
32

合計面積 8.572
2.632 × 2.150 5.65933

記号 計算式(m)
職員用更衣室

34
面積(㎡)

合計面積
9.100
9.10

2.600 × 3.500

記号 計算式(m)
倉庫２

35
面積(㎡)

合計面積
2.890
2.89

1.700 × 1.700

記号 計算式(m)
洗濯室

36
面積(㎡)

合計面積

9.800

12.86

2.800 × 3.500
37 3.0601.700 × 1.800

記号 計算式(m)
2歳児用トイレ

38
面積(㎡)

合計面積
8.400
8.40

2.800 × 3.000

記号 計算式(m)
2歳児保育室

39
面積(㎡)

合計面積
49.500
49.50

9.000 × 5.500

記号 計算式(m)
40

面積(㎡)

合計面積
114.840
114.84

12.760 × 9.000

5歳児保育室
記号 計算式(m)
41

面積(㎡)

合計面積
60.660
60.66

6.740 × 9.000

4歳児保育室
記号 計算式(m)
42

面積(㎡)

合計面積
58.500
58.50

6.500 × 9.000

教材室
記号 計算式(m)
43

面積(㎡)

合計面積
9.000
9.000

4.500 × 2.000

相談室
記号 計算式(m)
44

面積(㎡)

合計面積
10.500
10.50

3.000 × 3.500

おもちゃ・絵本コーナー
記号 計算式(m)
45

面積(㎡)

合計面積
10.500
10.50

3.000 × 3.500

記号 計算式(m)
3・4・5歳児用トイレ

46
面積(㎡)

合計面積

24.500

25.10

7.000 × 3.500
47 0.6000.500 × 1.200

多目的トイレ2
記号 計算式(m)
48

面積(㎡)

合計面積
5.928
5.928

2.577 × 2.300

3歳児用トイレ
記号 計算式(m)
49

面積(㎡)

合計面積
8.400
8.400

2.800 × 3.000

3歳児保育室
記号 計算式(m)
50

面積(㎡)

合計面積
49.500
49.50

9.000 × 5.500

51 1.0801.200 × 0.900

3 0.4430.355 × 1.250
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調査調査製作計画
業務番号

株式会社
KATSURA 図面番号縮尺図面名

桂設計　埼玉事務所
KATSURA SEKKEI INC.

一級建築士登録　第301170号　白須　若菜

工事名 000000

A-

川島町公立保育園統合整備工事

A1:
A3: 2026/ 03/ 13 17仕上表 - 1

共通事項 認定番号 凡　例

外部仕上表

屋上・屋根
【既存】 屋根2(階段屋根)

屋根1(2F屋根)

屋根3(給食室)
屋根【増築】

軒裏【既存】
軒裏【増築】
手摺【既存】
手摺【増築】

壁･柱･梁、パラペット

外壁【増築】 壁（EVホール）

外壁【既存】

南側・東側　計5箇所

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ笠木【増築】
ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ笠木【既存】

屋根２、４

縦樋【既存】

屋根１、３

増築部2Fﾊﾞﾙｺﾆｰ

テラス【既存】

鋼管114.3φ×3.6 OP

スロープ手摺：ステンレス　　ベランダ手摺：耐候性鋼　　階段手摺：ステンレスパイプSUS304（ヘアーライン仕上げ）

コンクリート打放し リシン吹付※2　一部打放しパールスキン t=4.0 吹付

モルタル金コテ下地 樹脂系弾性塗 t=3.0（SS工法）

※H19年に耐震補強工事実施

アルミ製

コンクリート打放し リシン吹付※2

露出シート防水シルバー仕上
アスファルトシングル葺
露出シート防水シルバー仕上

FB 9×38 DP塗装

既存仕上げの上再塗装　(共通事項「外壁塗装」参照)
下地LGS + ケイカルt=9.0 + EP塗装　外壁部分：強化PB + ALC板t100

既存仕上げの上再塗装　(共通事項「外壁塗装」「基壇部塗装」参照)

撤去

撤去

撤去新設

取外し

既存残し

高圧洗浄

※H1９改修　アルミ枠網入透明硝子 t=6.8

テラス【増築】 ウッドデッキテラス

屋根4(EVホール)

ALC板 t=100 縦張 コーナー部：コーナーパネル 
防水複層塗材E/ゆず肌　ローラー仕上げ（基礎部も同仕上げ）

耐火断熱（硬質ウレタンフォーム）パネル + シート防水
既存の上からシート防水　ルーフドレイン100φ　

コーナー材（アルミ笠木W250程度）新設
シート防水新設の上　既存際取付け

サンシェード用ポール新設5本(クリート、フック付き)　メッキ塗装 + DP仕上げ　450角基礎人工ウッドデッキ（鋼製下地）

不燃 共　　　通 壁　下　地 塗　　　装

ＧＬ+ＰＢ9.5

Ｒ
Ｃ
下
地

Ｌ
Ｇ
Ｓ
下
地

（不燃下地）
（不燃下地）
（不燃下地）

（不燃下地）
（準不燃下地）

（準不燃下地）

ＥＰ
ＥＰ-Ｇ

水性エマルジョンペイント

W-4

W-6

W-9
W-10
W-11
W-12

W-16
W-17

W-2

W-13

合成樹脂調合ペイント

２液性常温フッ素樹脂エナメルペイント

ＵＣ

２液形ポリウレタンエナメルペイント２ＵＥ
（不燃下地）

コンクリート打放シ素地
コンクリート化粧打放シ

ＧＬ+不燃積層ＰＢ9.5+ＰＢ12.5

ＧＬ+ＰＢ12.5+硬質ＰＢ9.5

ＬＧＳ+ＰＢ12.5+ＰＢ12.5

（不燃下地）

（不燃下地）
（準不燃下地）

（準不燃下地）

（不燃下地）
（不燃下地）

（不燃下地）

（準不燃下地）ＧＬ+ＰＢ9.5+硬質ＰＢ9.5

ＬＧＳ+ＰＢ9.5
ＬＧＳ+ＰＢ12.5

ＬＧＳ+ＰＢ9.5+ＰＢ12.5

（片面貼）
W-18

W-3

W-15

W-8

W-1

コンクリート打放シ補修

W-7

W-14

ＧＬ+ＰＢ12.5W-5 水性ウレタンワニスペイント（Ａ種）

コンクリートブロック
軽量鉄骨壁下地・軽量鉄骨天井下地

石膏ボード
超硬質高強度石膏ボード
強化石膏ボード
化粧石膏ボード
吸音用穴明き石膏ボード

無石綿けい酸カルシウム板（0.8FK）

石膏ボードRC直張り工法（ＧＬ工法同等品）

鉄筋コンクリート

ステンレス鋼（特記なき限りSUS304）
スチール鋼

バイブレーションヘアライン仕上げ（ＳＵＳ）
ヘアライン仕上げ（ＳＵＳ）

ジェットバーナーポリッシュ仕上げ（石）

ＬＧＳ
ＧＬ
ＰＢ
硬質ＰＢ
強化ＰＢ
化粧ＰＢ
有孔ＰＢ

珪カル板

ＣＢ
ＣＯＮ

ＳＵＳ
Ｓｔ

ＪＰ

ＨＬ

←(塗装仕上）

ＧＷ

ＲＢ 岩綿吸音板（色付）

DP塗装A種

ＧＬ+耐水ＰＢ9.5
ＧＬ+耐水ＰＢ12.5

ＬＧＳ+耐水ＰＢ9.5
ＬＧＳ+耐水ＰＢ12.5

耐水ＰＢ

ＬＧＳ+ＰＢ12.5+硬質ＰＢ9.5

耐水石膏ボード

グラスウール吸音ボード２号

下地欄の内容で仕上としている意味を表す

オイルステインクリアラッカー（水性）ＯＳＣＬ

ＶＨＬ

Ｏ.Ｓ.Ｖ

ＳＯＰ

オイルステインワニス

ＬＧＳ+強化ＰＢ12.5+硬質ＰＢ9.5

断　熱 外　壁
塗　装

内　部

外　部

施工箇所部位

特記

Ｆ-４
Ｆ-５

Ｆ-１

Ｆ－３
Ｆ-２

Ｆ－６
Ｓ-１

ＰＳ、ＤＳ、ＥＰＳ内の仕上げで区画壁以外は、特記なき限り

コンクリート金ゴテ

モルタル金ゴテ
コンクリート木ゴテ

鋼製床組

木組下地

床　下　地

ＯＡフロアー

そ　の　他
セルフレべリング（セメント系）

ＶＰ ビニルエマルジョンペイント
ＷＰ

艶あり水性エマルジョンペイント

木材保護塗料塗り

（両面貼り：１時間耐火壁）（不燃下地）

（両面貼り：１時間耐火壁）（不燃下地）

ＬＧＳ+強化ＰＢ12.5+硬質ＰＢ9.5
グラスウール24kg/ｍ3　ｔ50充填

W-18A

準不燃

壁　：ＲＣ面は打放素地、ＬＧＳ面は表し

ガラス繊維不織布入石膏板 t=12.5

不燃シナ合板 t=5.5
硬質石膏ボード t=9.5
強化石膏ボード t=12.5
強化石膏ボード t=21.0

化粧石膏ボード t=9.5

石膏ボード t=12.5
岩綿吸音板 t=9.0

石膏ボード t=9.5
吸音用有孔石膏ボード t=9.5

LGS65@303千鳥+両面強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞt12.5+GW24kg/㎥ t50
+硬質せっこうﾎﾞｰﾄﾞt9.5(吉野石膏ﾊｲﾊﾟｰｳｫｰﾙZ-WⅠ同等品以上)W-18B

（不燃下地）（両面貼り：１時間耐火壁）
W-19

（片面貼り：１時間耐火壁）（不燃下地）

W-21 ＬＧＳ+強化ＰＢ12.5+ガラス繊維不織布入せっこう板8.0
（不燃下地）（両面貼り：１時間耐火壁）

W-20 ＬＧＳ+ガラス繊維不織布入せっこう板5.0+5.0

ＬＧＳ+強化ＰＢ21.0+強化ＰＢ21.0

・矩計図参照
・建具まわりなどの断熱材補修部分は、断熱材張付け又は現場発泡断熱材等を
使用する
・特記なき限り、断熱材は、Ｆ☆☆☆☆・ノンフロンのものとする

床　：コンクリート金ゴテ（防火区画なし）

NM-1308

NM-8619
NM-8599
NM-1864

NM-9645
NM-8615

QM-9827

NM-8615
NM-2286
NM-9354

ガラス繊維不織布入石膏板 t=5.0,8.0

（準不燃下地）

（準不燃下地）

オスモカラーフロアーカラー同等品以上

・記載メーカー品番は、参考であり同等品以上とする

セラミフレッシュＩＮ同等品

備考既存仕上げ 改修後仕上げ・新設部仕上げ改修工法

・間仕切り壁となるＬＧＳのスタッドは上下共鉄骨・スラブに固定する
・ＧＷガラスクロス押えは、塩ビにて端部押えとする
・壁の下地が異なる部分には、見切り（塩ビ、ハット目地等）を設ける
・間仕切りのボードは、特記無き限り上部躯体に達するものとする
　但し、仕上の為の増し貼りは天井までとする
・塗装仕上の天井PBは、全面寒冷紗張りの上パテしごきとする
・ＧＷを充填する場合の穴あき合板又はPBには、寒冷紗（黒）を裏貼りとする
・ＰＢの出隅コーナーは全て塩ビ製コーナーにて下地補強を行う
・ＥＰ仕上のＰＢ継目は、ハット目地工法とする
・カーテン、カーペット、掲示板等は、難燃以上の加工品とする
・仕上塗材、塗装等は基材同等認定品とする
・塗床を立上げて巾木とする場合は、目地別れとする
・特記なき限り、１階スラブ下に防湿シートｔ0.15を設置する
・ヒートブリッジとなる屋根スラブ等の吹き返しは300ｍｍ以上とする
・特記なき限り、内部鉄部はSOP塗装（F☆☆☆☆）とする
・特記なき限り、廊下・共用部の柱及び壁の出隅は面取処理を行う
・特記なき限り、下がり壁の仕上げは壁と同材とする
・特記なき限り、塗装仕上げのコンクリート面の補修は全面補修とする
・手摺、衛生陶器等の取付け面は適当な補強材を入れる
・ピクチャーレールはフック(2個/m)を本工事とする
・建築物の基礎、主要構造部その他安全上、防火上又は衛生上重要である政令で
　定める部分に使用する建築材料の品質は、国土交通大臣の指定する日本工業規格
　又は日本農林規格に適合するものとする
・建築基準法第28条の2に基づき、建材および天井内は
 Ｆ☆☆☆☆（規制対象外建築材料）を使用する

・外部に面する金物の周囲は全てシーリングを行う
・止水ラインとなるアルミパネル、笠木等の目地、ジョイント部は全て２重
シールとする
　（天端については受け樋・外部排水機能付とする）
・地中となる外周部躯体の型枠締付金物の頭処理は、ねじ頭切断後、
　防錆塗装の上防水モルタルを充填する
・異種取合い部は、特記無き限りシーリングを行う
・特記なき限り、外部コンクリートの打ち継ぎ目地及び誘発目地には
　全てシーリング15*10を施す
・特記なき限り、仕上塗材のコンクリート面の補修は全面補修とする
・特記なき限り、外部金物は溶融亜鉛メッキ処理の上、SOPとする

・リシン仕上げの外壁及び軒天等の下地処理、塗装は、以下の順序
　にて行うものとする
　　①脆弱塗膜撤去：既存塗膜のうち脆弱塗膜除去後、露出された

   下地コンクリート、モルタルの不良箇所の処理を行う
　　②除去・清掃：高圧水洗機（10～15MPa）
　　③クラック調査（クラック位置・深さは図面化し、監督員に
　　提出する）
　　④クラック補修
　　⑤段差・不陸の調整が必要な場合：
　　　既存塗膜の除去による段差（3～10mm程度）の著しいもの

　　⑥再塗装：可とう形改修塗材Eで全面再塗装する

基礎巾木、階段耐震壁巾木基壇部【既存】 モルタル金コテ押え

スロープ床【既存】 コンクリート下地 樹脂系弾性塗料 アプローチのスロープ：解体　テラスのスロープ：残し（手摺は撤去）

デザイン外壁 コンクリート打放し リシン吹付※2
階段手摺壁、階段耐震壁 コンクリート打放し リシン吹付※2
階段下外壁 押出成形セメント板 t=15.0張り

非常用滑り台用バルコニー

ＵP ポリウレタン塗料　3回塗
OP 合成樹脂調合塗料　3回塗
AEP アクリル系合成樹脂エマルジョン塗料　3回塗

既存の上からシート防水　ルーフドレイン100φ
耐火断熱（硬質ウレタンフォーム）パネル + シート防水
下地合板の上シート防水

既存残し、高圧洗浄
既存仕上げの上再塗装　(共通事項「外壁塗装」「基壇部塗装」参照)
既存仕上げの上再塗装　(共通事項「外壁塗装」「基壇部塗装」参照)
既存仕上げの上可とう形改修塗材Eで再塗装

既存残し、高圧洗浄
既存残し、高圧洗浄
既存残し、高圧洗浄

既存のまま、高圧洗浄

高圧洗浄、ルーフドレイン撤去新設

高圧洗浄、ルーフドレイン撤去新設

一部屋内化

副門【既存】

正門【既存】

屋外手洗い場【新設】

錆ケレン目あらしの上再塗装　小さい門は撤去

シャワーコーナー【新設】ウッドデッキテラス
園庭【既存】 砂場撤去
避難用滑り台【既存】 ステンレス

造作家具工事

ベランダ【既存】 モルタル防水金コテ下地 人工芝貼 人工芝撤去、高圧洗浄
ポーチ【既存】

屋内化
磁器質模様入りタイル タイル撤去

屋外手洗い場【既存】

屋外倉庫【既存】
機械設備置場【既存】

屋外トイレ【既存】 既存のまま
業者用車寄せ【既存】

プロパン庫【既存】

既存のまま

基礎撤去、滑り台移設

鉄骨下地

アプローチ【既存】 モルタル金ゴテ仕上げ 撤去新設 特殊防滑性ビニル床シート/アスファルト舗装

1,2

既存のまま

錆止め塗装 + DP塗装
看板新設

既存のまま

キュービクル用基礎新設、フェンス新設

既存のまま

屋内化

撤去

木製の電気配線カバーを建築工事にて製作　H4500 W1000（X6通り外壁沿い）　花壇撤去

　　　は、下地調整塗材C-2にて段差修正し、合成樹脂エマルショ
         ンペイントを塗布する
　　　既存塗膜剥離部分：
　　　　　　外装薄塗材Eでパターン補修を行う

外　構
塗　装

・吹付タイル仕上げの門袖壁ついても上記外壁塗装と同様の順序で
　下地処理、塗装を行う
　（パターン補修は不要）

基壇部
塗　装

・フラット塗装、モルタル薄塗仕上げの基壇部の下地処理、塗装は
　以下の順序で行うものとする
　　①脆弱塗膜撤去：既存塗膜のうち脆弱塗膜除去後、露出された

   下地コンクリート、モルタルの不良箇所の処理を行う
　　②除去・清掃：高圧水洗機（10～15MPa）
　　③クラック調査（クラック位置・深さは図面化し、監督員に
　　提出する）
　　④クラック補修
　　⑤段差・不陸の調整が必要な場合：

　　⑥再塗装：合成樹脂エマルションペイントで全面再塗装する
　　　は、下地調整塗材C-2にて段差修正する
　　　既存塗膜の除去による段差（3～10mm程度）の著しいもの

既存仕上げの上再塗装　(共通事項「基壇部塗装」参照)

2F廊下外

アプローチ/ウッドデッキのスロープ

縦樋【増築】 EVホール、階段1 EVホール：硬質塩ビパイプ 2本 75φ　階段：硬質塩ビパイプ 1本 100φ

門扉
擁壁

鉄製門扉
鉄筋コンクリート 一部撤去新設（H1600、既存合せ）、既存部分は高圧洗浄 共通事項「外構塗装」「基壇部塗装」参照

庇【新設】 アプローチ 既製品 アルミハニカム庇 t=45

タラップ【既存】 給食室上部 錆ケレン下地調整の上再塗装 SOP塗装

バルコニー【新設】

スロープ床【新設】 アプローチ、ウッドデッキテラス

現場発泡防火被覆躯体に充填

テラス：ウッドデッキと同仕様　アプローチ：特殊防滑性ビニル床シート アプローチのスロープは躯体新設

人工ウッドデッキの上そのまま

受水槽基礎撤去、フェンス撤去

※１　アスベスト含有建材　除去が必要
※２　アスベスト含有建材　残置して上から施工

＜備考＞

アスファルト舗装1層打（砕石路盤t100）

コーナー材（アルミ笠木W250程度）新設

屋外階段【既存】 モルタル金コテ下地 樹脂系弾性塗 t=3.0（SS工法） 高圧洗浄 屋内化

アプローチ、テラス

A-17

北側・西側　計12箇所縦樋【既存】 鋼管114.3φ×3.6 OP 既存残し 既存　SOP再塗装



ビニルクロス張り（不燃材）

直張複合フローリング張 t=12.0　（押入内含む）

ビニルクロス張り（不燃材）

化粧PB張り（準不燃） t=9.5

ラワン合板 t=5.5
グラスウール t=25.0入下地
布クロス貼

ラワン合板 t=5.5
グラスウール t=25.0入下地
布クロス貼

調査調査製作計画
業務番号

株式会社
KATSURA 図面番号縮尺図面名

桂設計　埼玉事務所
KATSURA SEKKEI INC.

一級建築士登録　第301170号　白須　若菜

工事名 000000

A-

川島町公立保育園統合整備工事

A1:
A3: 2026/ 03/ 13 18仕上表 - 2

100 ロッカー、室名札、天井点検口、掃除具入れ、
天井吊フック5ヶ

CB、ロッカー（9人分）、掃除用具入れ、
布団収納棚（2段）
天井点検口

半磁器タイル
100角

半磁器タイル 100角 フレキシブルボード t=4.0 目透し張り※1

おむつ替え台
天井点検口、床下点検口

既存 乳児室（0才児室）

改修

既存

±0

調乳室

0歳児保育室

±0 コントラクトカーペット敷（ラバー付）

既存

改修

改修

±0

便所B

木浴室

1・2歳児用トイレ

長尺塩ビシート t=2.5

2,800

2,800
一部2,500

2,500

AEP磁器モザイクタイル 25角（リングマット敷）

AEP

2,500

フレキシブルボード t=4.0 目隠し張り※1

ジョイント石膏ボード t=9.0下地※1
布クロス貼
グラスウール t=25.0入

±0
改修

既存

改修
±0

既存

既存 玄関

多目的トイレ１

±0
ホール

長尺ビニールシート t=1.7※1

一時保育室

既存

既存 職員室

±0
医務室

±0
湯沸室

±0
職員室

100

磁器質模様入タイル 125角

2,500
一部2,200

2,400

2,650

-50

塩ビ製

木製LGS

ビニルクロス張り（不燃材）

LGS

AEP 石膏化粧ボード t=9.0 （ジプトーン）※1
グラスウール t=25.0入

フレキシブルボード t=4.0　目透し張※1

手摺

多目的トイレユニット、手洗器、汚物流し、
（設備工事）

吊りカーテンレール

手洗流し、下流し、床下点検口、天井点検口、
室名札、戸棚

±0
既存 ほふく室（1才児）

100

±0
改修 1歳児保育室

廊下

100ビニール巾木※1

改修

既存

改修

AEP

AEP

吸音用有孔PB張り（不燃） t=9.5
継目処理工法

±0

±0

±0

F-3

長尺塩ビシート t=2.5

掃除用具入れ、ロッカー（12人分）、CB、
布団収納棚（2段）、
タオル掛け（固定・フック12ヶ）
天井点検口、手洗い器

2,800

2,800
一部2,500

F-3

100

60ソフト巾木

モルタル塗金ゴテ仕上

クッションフロア t=2.6

100

モルタル塗金ゴテ仕上100ラワン
OP

ビニルクロス張り（不燃材）

シナ合板 t=6.0

2,800

2,800
一部2,500

木製

塩ビ製2,800
一部2,500

2,650

流し台、調理台、ガス台、吊戸棚、
床下点検口、室名札

流し台、ガス台、吊り戸棚

掃除用具入れ、CB、カーテンレール2箇所
天井点検口
ミニキッチン(IH1口・照明付き)
参考品番：ニューミニ 120㎝/亀井製作所

黒板、室名札、受付カウンター、天井点検口、
掃除具入

塩ビ製2,800
一部2,500

F-3

一時保育用トイレ
便器、手洗器（設備工事）

布団収納棚（2段）、CB、
タオル掛け（固定・フック10ヶ）、ロッカー
（10人分）
手洗器、天井点検口

直張複合フローリング張 t=12.0　（押入内含む）

樹脂系弾性塗床 t=1.5

ぶなフローリングブロック t=15　UP

テラゾーブロック モルタル塗金ゴテ仕上 AEP 石膏化粧ボード t=9.0（ジプトーン）※1
グラスウール t=25.0入

下足入、傘立、アルミ枠掲示板

F-3 モルタル塗金ゴテ仕上 AEP 石膏化粧ボード t=9.0（ジプトーン）※1
グラスウール t=25.0入

長尺ビニールシート t=1.7※1 床下点検口、天井点検口、手摺100ビニール巾木※1 モルタル塗金ゴテ仕上 AEP 石膏化粧ボード t=9.0（ジプトーン）※1
グラスウール t=25.0入

LGS

ぶなフローリングブロック t=15　UP

ぶなフローリングブロック t=15　UP

ラワン
OP

ラワン
OP

ラワン合板 t=5.5
グラスウール t=25.0入下地
布クロス貼

モルタル塗金ゴテ仕上 AEP

AEP

LGS 石膏化粧ボード t=9.0 （ジプトーン）※1
グラスウール t=25.0入

F-3 ラワン
OP

ラワン
OP

コントラクトカーペット敷（ラバー付） ラワン
OP

ジョイント石膏ボード t=9.0下地※1
布クロス貼
グラスウール t=25.0入

黒板、ロッカー、室名札、天井点検口、
掃除具入、天井吊フック5ヶ

長尺塩ビシート t=2.5 ビニルクロス張り（不燃材）

メラミン不燃化粧板
(ライニング部分)

WP2回塗

おむつ替え台、ベビーシート、吊り戸棚

ビニルクロス張り（不燃材）

シナ合板 t=6.0 WP2回塗

化粧PB張り（準不燃） t=9.5

便器、手洗器、汚物流し、SK、ベビーバス
（設備工事）

長尺塩ビシート t=2.5 化粧PB張り（準不燃） t=9.5

便器、手洗器（設備工事）

直張複合フローリング張 t=12.0　（押入内含む） ビニルクロス張り（不燃材）

シナ合板 t=6.0 WP2回塗

内部仕上表

既存

改修

玄関

既存

既存

既存
-80

洗濯室

エントランスホール

ポーチ

職員便所

シャワー室

±0 AEPモルタル塗金ゴテ仕上100モルタル塗
金ゴテ仕上
AEP

-25 2,525

バスリブ用

塩ビ製

エポキシ系塗床 t=2.0※1 床下点検口、戸棚、室名札

小口平タイル

2,400

化粧PB（準不燃） t=9.5

アルミ天井板（バスリブU）

１階

階 増築 室　名 FL

SL
下地 仕　上

床

仕　上
塗　装

巾木

高さ 下地
仕　上（上壁）

仕　上（下壁）

壁

塗装

塗装
下地 仕　上

天井

塗装
天井
高さ
(FL～)

廻縁 内装制限
法規規制

排煙天井仕上天井下地
壁下地 壁仕上

化粧PB（準不燃） t=9.5

W-1

-60

-60

半磁器タイル 100角

60

クッションフロア t=2.6

備 考
※特記なき限り既存造作家具等は全て撤去
※CB：カーテンボックス※特記なき限り既存床仕上げは全て撤去

特殊防滑性ビニル床シート t=2.5

カラーアルミスパンドレル張

フレキシブルボード t=4.0 目透し張※1磁器モザイクタイル 25角

磁器モザイクタイル 25角

-130

磁器質模様入タイル 125角

60

半磁器タイル
100角

シナ合板 t=6.0

ビニルクロス張り(不燃材) 下足入112人分程度
天井点検口

2,860

2,460

2,500

2,480

改修

AEP

F-3 フレキシブルボード t=4.0 目透し張※1 AEP

半磁器タイル
100角

半磁器タイル 100角

室名札

室名札

直張複合フローリング張 t=12.0 木巾木
改修

±0
調乳コーナー

2,80060 ビニルクロス張り 調乳台（IHなし）

化粧PB張り（準不燃） t=9.5

黒板、ロッカー、手洗流し、室名札、手摺、
天井点検口、掃除具入、天井吊フック5ヶ既存

改修
±0

保育室（2才児）A
コントラクトカーペット敷（ラバー付）

洗濯室

±0 2,800

長尺塩ビシート t=2.5 吊り戸棚（備品）、エアフープ
天井点検口、床下点検口、壁点検口

2,500

F-3 100ラワン
OP

ラワン合板 t=5.5
グラスウール t=25.0入下地
布クロス貼

モルタル塗金ゴテ仕上 AEP 石膏化粧ボード t=9.0 （ジプトーン）※1
グラスウール t=25.0入

便器、手洗器、SK、汚物流し、洗濯機パン
（設備工事）

2,450

2,400

LGS

LGS

掲示コーナー：
磁石対応クロス±0

木製

木製

塩ビ製

木製

掲示コーナー：
磁石対応クロス

木製

-40

ラワン合板 t=5.5
グラスウール t=25.0入下地
布クロス貼

モルタル塗金ゴテ仕上

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

±0 塩ビ製

木製

塩ビ製

塩ビ製

掲示コーナー：
磁石対応クロス

掲示コーナー：
磁石対応クロス

-40

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

自然
排煙

自然
排煙

告示
五不燃

告示
二不燃

告示
五

自然
排煙

自然
排煙

自然
排煙

告示
二不燃

告示
二不燃

自然
排煙

告示
二不燃

天井点検口、床下点検口

天井点検口、床下点検口、壁点検口
間仕切り手摺

F-3

F-3

F-6

F-6

F-3

F-3

F-3

F-3

F-3

F-3

F-3

F-3

木巾木

木巾木

ソフト巾木

ソフト巾木

木巾木

木巾木

ソフト巾木

ソフト巾木

木巾木

ソフト巾木

60

60

60

60

60

60

60

60

W-8

W-8

W-8
W-18

W-8
W-18

W-8
W-18

W-8
W-18

W-8
W-18

W-8
W-18

W-8
W-18

W-8
W-18

W-8
W-18

W-8
W-18

シナ合板 t=6.0

ビニルクロス張り（不燃材）

メラミン不燃化粧板
(ライニング部分)

シナ合板 t=6.0

メラミン不燃化粧板
(ライニング部分)

ビニルクロス張り（不燃材）メラミン不燃化粧板
(ライニング部分)

ビニルクロス張り（不燃材）メラミン不燃化粧板
(ライニング部分)

WP2回塗

WP2回塗

WP2回塗

吸音用有孔PB張り（不燃） t=9.5
継目処理工法

吸音用有孔PB張り t=9.5
継目処理工法

吸音用有孔PB張り t=9.5
継目処理工法

吸音用有孔PB張り t=9.5
継目処理工法

吸音用有孔PB張り t=9.5
継目処理工法

EP

EP

EP

EP

EP

EP

塩ビ製

不燃

不燃

不燃

※１　アスベスト含有建材　除去が必要
※２　アスベスト含有建材　残置して上から施工

＜備考＞
腰壁の見切縁、出隅材、掲示コーナーの枠はタモ無垢材 9mm×9mm WP2回塗りとする
ライニングの下地は、メラミン+GBS12.5+LGS65型 、ライニング面台はメラミンポストフォーム t20とする
衛生器具（手洗い器、小便器、SK流し、手摺）の補強下地はライニング全面に合板（ラワンⅠ類）t12を入れる

F-3

F-3

F-3



ビニルクロス張りビニルクロス張り（不燃材）

改修

便所（休憩室隣）

調査調査製作計画
業務番号

株式会社
KATSURA 図面番号縮尺図面名

桂設計　埼玉事務所
KATSURA SEKKEI INC.

一級建築士登録　第301170号　白須　若菜

工事名 000000

A-

川島町公立保育園統合整備工事

A1:
A3: 2026/ 03/ 13 19仕上表 - 3

階 室　名増築 FL

SL
下地 仕　上

床

仕　上
塗　装

巾木

高さ 下地

壁

仕　上（上壁）

仕　上（下壁）

塗装

塗装
下地 仕　上

天井

塗装
天井
高さ
(FL～)

廻縁

壁下地 壁仕上
天井仕上天井下地

内装制限

法規規制

排煙
備 考

100モルタル塗金ゴテ
既存

改修

-170

給食室玄関、備蓄倉庫

ボイラー室
モルタル塗金ゴテ目地切仕上

給食室用トイレ
長尺塩ビシート t=2.5

改修

改修

-230

±0 2,500

モルタル塗刷毛引仕上 木毛板 t=20 打込　カラーリシン吹付 室名札、各コンクリート扇

CB、天井点検口、壁点検口
改修

±0

既存

既存

多目的ホール（遊戯室）

保育室（5才児）

廊下

直張複合フローリング張 t=12.0　（押入内含む） 2,950
一部
2,650/2,500

LGS 石膏化粧ボード t=9.0（ジプトーン）※1
グラスウール t=25.0入

100

ビニール巾木※1 モルタル塗 金ゴテ仕上

休憩・更衣室

改修

既存

既存

既存

前室１

調理室、下処理室、食品庫

塩ビ製

LGS フレキシブルボード t=4下地　※1
パールスキン t=4 コテ仕上

タタミ寄せ

フレキシブルボード t=4.0 目透かし張り

調理室：フード、ダムウェーター、
天井点検口、室名札
下処理室：室名札
食品庫：棚

半磁器タイル
100角

磁気モザイクタイル 25角 室名札
既存

改修 給食室（下処理室、
食品庫、検収室、調理場、
前室２）

-60

-70

2,460

100 モルタル塗金ゴテ仕上 AEP

半磁器タイル 100角 フレキシブルボード 目透し張り t=4.0※1

ビニール巾木※1

±0
既存

LGS
遊戯室

100ラワン
OP

100ラワン
OP

石膏化粧ボード t=9.0（吉野天井板）※1

ジョイント石膏ボード t=9.0
グラスウール t=25 布クロス貼

AEP

防菌

モルタル塗金ゴテ目仕切仕上（下足部分・既存利用）

モルタル塗金ゴテ仕上

掃除用具入れ、CB、ロッカー（20人分）、
布団収納棚（2段）、
タオル掛け（固定・フック20ヶ）

黒板、ロッカー、手洗流し、室名札、手摺、
掃除具入、天井吊フック5ヶ

天井点検口、手摺

棚

ジュラク壁（プラスター下地）

ラワン OP

塩ビ製

2,800

2,400

2,800
一部2,500

±0

長尺ビニルシート t=1.7※1F-3

ぶなフローリングブロック t=15.0　UP

F-3 コントラクトカーペット敷（ラバー付）

長尺ビニルシート t=1.7※1±0 F-3 木製

塩ビ製

木製2,750
2,950

塩ビ2,850～
2,900

2,400

2,400

2,500

100モルタル塗
金ゴテ
AEP

耐水PB t=12.5 + 化粧ケイカル t=6.0300

モルタル塗金ゴテ仕上

床材巻上げ
見切り縁押さえ

±0

+150

エポキシ系塗床 t=2.0※1

タタミ　一部桧フローリング t=15.0

-50～-100

F-3

F-3
コンクリート
目荒らし

エポキシ系塗床 t=2.0※1

-150、
±0 60ソフト巾木

（上足部分）
塩ビ製2,500

CB

長尺塩ビシート t=2.5 t=2.5

休憩室

前室
AEP

AEP

フレキシブルボード 目透し張り t=4.0※1 AEP

配膳コーナー既存
石膏化粧ボード t=9.0 （ジプトーン）※1
グラスウール t=25.0入

ラワン合板 t=5.5
グラスウール t=25.0入下地
布クロス貼

AEPモルタル塗金ゴテ仕上 映写スクリーン、ステージ（移動式）、手摺、
室名札、天井吊フック10ヶ、天井点検口２階

ラワン
OP

ラワン合板 t=5.5
グラスウール t=25.0入下地
布クロス貼

AEPモルタル塗金ゴテ仕上

５歳児保育室

100 AEP 石膏化粧ボード t=9.0（ジプトーン）※1
グラスウール t=25.0入

既存 器具室
100ラワン

OP
石膏化粧ボード t=9.0 （ジプトーン）※1F-3 樹脂系弾性塗床 t=1.5 モルタル塗金ゴテ仕上 室名札、掃除具入1ヶ所ラワン合板 t=5.5

目透し張
AEP OP

60ソフト巾木 ビニルクロス張りビニルクロス張り（不燃材） 2,500

便器、手洗器（設備工事）

長尺塩ビシート t=2.5 60ソフト巾木 ビニルクロス張りビニルクロス張り（不燃材）

手洗器（設備工事）

ケイカル t=6.0 目透かし張り 防菌間仕切壁：耐水PB t=12.5 + 化粧ケイカル t=6.0
躯体壁　：吹付タイル

300床材巻上げ
見切り縁押さえ

特殊防滑性ビニル床シート t=2.5 「厨房機器配置図(参考図)」参照

吸音用有孔PB張り t=9.5
継目処理工法

ビニルクロス張り（不燃材）

シナ合板 t=6.0 WP2回塗

60

木巾木直張複合フローリング張 t=12.0　（押入内含む） ビニルクロス張り（不燃材）

シナ合板 t=6.0 手洗器　天井点検口、壁点検口

黒板、ロッカー、手洗流し、室名札、手摺、
天井点検口、掃除具入、天井吊フック5ヶ

長尺塩ビシート t=2.5

化粧PB張り（準不燃） t=9.5ビニルクロス張り（不燃材）

フレキシブルボード t=4.0 目透し張り※1半磁器タイル100角半磁器タイル 手洗流し、下流し、床下点検口、天井点検口、
室名札、戸棚

60ソフト巾木 ビニルクロス張り（不燃材）

既存

改修
±0

便所A

2歳児用トイレ

改修

改修

長尺塩ビシート t=2.5

2,400

-70

塩ビ製

職員用更衣室

磁器モザイクタイル 25角（リングマット敷）

既存

改修

保育室（2才児）B

2歳児保育室

既存 テラス（屋外）

改修

-80 樹脂系弾性塗床 t=3（SS工法）

吸音用有孔PB張り t=9.5
継目処理工法

2,800

2,800
一部2,500

廊下1
クッションフロア t=2.6 塩ビ製化粧PB張り（準不燃） t=9.5 2,500

一部2,800
ピクチャーレール、CB、
着替えフック（各保育室人数分）
天井点検口、床下点検口

ロッカー（40人分・備品）
天井点検口±0

倉庫2

AEP

コントラクトカーペット敷（ラバー付）F-3 100ラワン
OP

ラワン合板 t=5.5
グラスウール t=25.0入下地
布クロス貼

モルタル塗金ゴテ仕上 AEP 石膏化粧ボード t=9.0 （ジプトーン）※1
グラスウール t=25.0入

F-3

化粧PB張り（準不燃） t=9.0 2,500

60ソフト巾木長尺塩ビシート t=2.5 2,500

化粧PB張り（準不燃） t=9.5 2,500
一部2,035

便器、手洗器（設備工事）

直張複合フローリング張 t=12.0　（押入内含む） ビニルクロス張り（不燃材）

シナ合板 t=6.0 WP2回塗

掃除用具入れ、ロッカー（15人分）、CB、
布団収納棚（2段）、手洗器、
タオル掛け（固定・フック15ヶ）
天井点検口

コンクリート打放し　アクリルリシン吹付 コンクリート打放し　アクリルリシン吹付

ビニルクロス張り（不燃材）

シナ合板 t=6.0 WP2回塗

直張複合フローリング張 t=12.0　（押入内含む）±0
改修 ４歳児保育室

既存
±0

既存

保育室（４才児）

便所C

2,800

2,400

塩ビ製

アルミ
ラワン OP

LGS フレキシブルボード t=4.0 目透し張※1 手洗流し、下流し、天井点検口、室名札、
トップライト、戸棚

AEP磁器モザイクタイル 25角（リングマット敷）-60

-90

モルタル
アスファルト防水
均しモルタル t=15

半磁器タイル 100角半磁器タイル
100角

石膏化粧ボード t=9.0（ジプトーン）※1
グラスウール t=25.0入

100 黒板、ロッカー、手洗流し、室名札、手摺、
掃除具入、天井吊フック5ヶ

ぶなフローリングブロック t=15.0　UP ラワン
OP

ラワン合板 t=5.5
グラスウール t=25.0入下地
布クロス貼

AEPモルタル塗金ゴテ仕上

ビニルクロス張り（不燃材）

シナ合板 t=6.0

掃除用具入れ、ロッカー（20人分）、CB、
布団収納棚（2段）、
タオル掛け（固定・フック20ヶ）
手洗器　天井点検口、壁点検口

2,800
一部2,500

-60 モルタル防水
金ゴテ

100角 LGS

±0

±0

±0 2,400

±0

±0

長尺塩ビシート t=2.5（上足部分）

±0

塩ビ製

塩ビ製

木製

±0

±0

塩ビ製

木製

掲示コーナー：
磁石対応クロス

掲示コーナー：
磁石対応クロス

シンダー
コンクリート
t=200

±0 塩ビ製

塩ビ製

木製

塩ビ製

木製

木製

掲示コーナー：
磁石対応クロス

掲示コーナー：
磁石対応クロス

難燃

難燃

準不燃

準不燃

-40

１階

-40

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

排水枡参考品番：STV-100-M-BT/カネソウ

告示
二不燃

告示
二不燃

告示
二不燃

自然
排煙

自然
排煙

告示
二不燃

自然
排煙

自然
排煙

告示
二不燃

下処理室
→自然排煙
他居室 告示五
　　室 告示二

自然
排煙

自然
排煙

自然
排煙

天井点検口、床下点検口
間仕切り用手摺

天井点検口、床下点検口

天井点検口

天井点検口

F-3

F-3

F-6

F-3

F-6

F-6

F-6

F-6

F-6

F-3

F-3

F-3

F-3

ソフト巾木

木巾木

木巾木

木巾木

60

60

60

W-8
W-18

W-18

W-8
W-18

W-8
W-18

木巾木 60

W-8
W-18

W-8
W-18

W-8
W-18

W-8
W-18

W-8
W-18

W-8
W-18

W-8
W-18

60 W-8
W-18

W-8
W-18

ビニルクロス張り（不燃材）メラミン不燃化粧板
(ライニング部分)

WP2回塗

WP2回塗

吸音用有孔PB張り t=9.5
継目処理工法

吸音用有孔PB張り t=9.5
継目処理工法

EP

EP

EP

EP

2,800
一部2,600

ロッカー（5人分・備品）

収納 ×3（2段）

※１　アスベスト含有建材　除去が必要
※２　アスベスト含有建材　残置して上から施工

＜備考＞
腰壁の見切縁、出隅材、掲示コーナーの枠はタモ無垢材 9mm×9mm WP2回塗りとする
ライニングの下地は、メラミン+GBS12.5+LGS65型 、ライニング面台はメラミンポストフォーム t20とする
衛生器具（手洗い器、小便器、SK流し、手摺）の補強下地はライニング全面に合板（ラワンⅠ類）t12を入れる

化粧ケイカルの出隅にはアルミ見切り縁を入れる

±0


